
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     Ⅰ．請負工事成績評定要領 
  【土木工事等・機械工事・電気工事】 

 
（H26.1.1以降） 

 
 
 
 
 

 



　　　　請 負 工 事 成 績 評 定 要 領              

　　　平成１３年１２月２８日

　　　水公達平成13年第28号
　　　　　　〔沿革〕　平成15年10月１日水機達平成15年度第47号改正

　　　　　　　　　　　平成16年８月23日水機達平成16年度第 ７号改正

　　　　　　　　　　　平成17年４月１日水機達平成1７年度第１号改正

　　　　　　　　　　　平成21年３月30日水機達平成20年度第16号改正

　（目的）

第１条　この要領は、独立行政法人水資源機構（以下「機構」という。）に係る請負工

事の成績評定（以下「評定」という。）に必要な事項を定め、厳正かつ的確な評定の

実施を図り、もって工事請負者の適正な選定に資することを目的とする。

　（評定の対象）

第２条　評定の対象は、原則として１件の請負金額が５００万円を超える請負工事及

び当該工事の入札時又は契約締結後に受け付けた技術提案（以下「ＶＥ提案等」と

いう。）について行うものとする。 ただし、次条第２号に規定する工事の技術的難
易度の評定の対象については、別に定めるものとする。

  （評定の内容）
第３条　評定は、次の各号に掲げる事項について行うものとする。

　一　工事成績：工事の施工状況及び目的物の品質等

　二　工事の技術的難易度：構造物条件及び技術特性等工事内容の難しさ

　三　ＶＥ提案等：企業からのＶＥ提案等及び同提案等に基づく工事施工状況、目的

物の品質等

  （評定者）
第４条　前条各号の評定を行う者（以下「評定者」という。）は、次の各号に掲げる者

とする。

一　工事成績　工事の請負契約についての検査を行う者（以下「検査員」と　いう。）

及び監督を行う者（以下「統括監督職員及び主任監督職員」という。）

二　工事の技術的難易度　統括監督職員

三　ＶＥ提案等　ＶＥ提案審査会

２　前項各号に掲げる評定者については、別に定めるものとする。

　（評定の方法）

第５条　評定は、監督、検査、ＶＥ提案等その他必要な事項について、工事ごと、評

定者ごとに独立して的確かつ公正に行うものとする。

２　評定の結果は、別に定める工事成績評定表、工事技術的難易度評価表及びＶＥ提

案等評定表（以下「評定表等」という。）に記録するものとする。

３　工事成績評定表の作成は、当該工事について作成されたすべての別に定める工事

成績採点表に基づき当該工事を所掌する本社の部室長、総合技術センター所長、支



社の部長、局長、総合事業部長、総合事業所長、建設所長、総合管理所長又は管理

所長（以下「所長等」という。）が行うものとする。④

４　工事技術的難易度評価表及びＶＥ提案等評定表の作成は、それぞれの評定者が行

うものとする。

　（評定の時期）

第６条　工事成績の評定は、次の各号に掲げる時期に行うものとする。

　一　検査員にあっては、完成検査若しくは指定部分完了検査に合格したとき及び工

事の既済部分について既済部分検査若しくは中間検査で確認したとき。

　二　統括監督職員及び主任監督職員にあっては、工事が完成したとき及び指定部分

工事が完了したとき。

２　工事の技術的難易度の評定は、工事が完成したときに行うものとする。

３　ＶＥ提案等の評定は、次の各号に掲げる時期に行うものとする。

  一　当該提案を受けたとき。
  二　当該提案に基づき工事を行ったものにあっては、工事が完成したとき。
  三　供用後の性能等が当該提案に規定された工事にあっては、当該工事が完成した
後、当該性能の測定を行ったとき。

　（評定表等の提出）

第７条　評定者及び所長等は、評定表等を作成したときは、遅滞なく、これを契約職

（分任契約した工事については分任契約職とする。以下同じ。）に提出するものとす

る。

　（評定の結果の通知）

第８条　契約職は、評定者及び所長等から評定表等の提出があったときは、遅　滞な

く、当該工事の請負者及び技術提案を行った者に対して、評定の結果を、別に定め

るところにより通知するものとする。

　（評定の修正）

第９条　契約職は、前条の通知をした後、当該評定を修正する必要があると認められ

る場合は、修正しなければならない。

２　契約職は、前項の修正を行ったときは、遅滞なく、その結果を当該工事の請負者

に通知するものとする。

　（説明請求等）

第 10条　前２条による通知を受けた者は、通知を受けた日から起算して１４日以内に、
書面により、契約職に対して評定の内容について説明を求めることができる。

２　契約職は、前項による説明を求められたときは、別に定めるところにより速やか

に回答するものとする。

３　契約職は、説明の請求者に回答を行ったときは、請求者の提出した書面及び回答

を行った書面を閲覧による方法により速やかに公表するものとする。

　（再説明請求等）

第 11条　前条第２項の回答を受けた者は、説明に係る回答を受けた日から起算して１
４日以内に、書面により、契約職を経由して理事長に対して再説明を求めることが

できる。

２　理事長は、前項による再説明を求められたときは、機構に設けられた工事等成績



評定審査委員会の審議を経て書面により回答するものとする。

３　理事長は、再説明の請求者に回答を行ったときは、再説明の請求者の提出した書

面及び回答を行った書面を閲覧による方法により速やかに公表するものとする。

附　則

１　この達は､平成 14年 1月 1日以降の新規発注工事について適用する｡
２　平成 13年 12月 31日以前に発注した工事については、従前の例による。
３　請負工事成績評定要領（水公達昭和 58年第 8号）は、廃止する。

附　則

　この達は､平成 15年 10月 1日から実施する｡
附　則

　この達は､平成 16年９月 1日から実施する｡
附　則

　この達は､平成 1７年４月 1日から実施する｡
附　則

　この達は､平成 21年４月 1日から実施する｡



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ．請負工事成績評定要領の運用 
  【土木工事等・機械工事・電気工事】 

 
（H26.1.1以降） 

 
 
 
 
 

 



１．請負工事成績評定要領の運用について

１）評定の対象（第２条関係）

請負工事成績評定要領（水公達平成 年第 号。以下「要領」という ）第２条13 28 。

の別に定める工事の技術的難易度の評定の対象は、建設工事有資格者認定要領（水公

） 、 、 、達平成９年第５号 第３条に規定する工事種類のうち 土木一式工事 建築一式工事

電気工事、機械設備工事、橋梁上部工事、舗装工事、法面処理、その他これに類する

工事とする。

２）評定者（第４条関係）

( ) 要領第４条第１項第１号及び第２号に掲げる評定者について、統括監督職員を置か1
ない工事にあっては、主任監督職員が統括監督職員の行う評定を行うこととする。

( ) 要領第４条第２項の別に定める評定者（以下「評定者」という ）は、次に掲げる2 。

者とする。

① 要領第４条第１項第１号に規定する「検査員」は、独立行政法人水資源機構会計

規程（水機規程平成 年第 号）第７３条の規定により検査を行う契約職又は工15 15
事請負契約の事務処理要領（水公達昭和３７年第４号。以下「事務処理要領」とい

う ）第 条第１項の規定により指定された検査員とし 「統括監督職員及び主任。 、27
監督職員」は工事請負契約の事務処理要領第２６条の２第２項に規定する統括監督

職員及び主任監督職員とする。

② 要領第４条第１項第３号に規定する ＶＥ提案審査会 は 入札時ＶＥ方式 価「 」 、「 （

格競争型）の試行について （平成 年１月 日付け 経契第 号、 技第７」 10 19 10 24 10
10 19 10 25号 及び 契約後ＶＥ方式の試行について 平成 年１月 日付け 経契第） 「 」（

号、 技第８号）に規定するＶＥ提案審査会とする。10

３）評定の方法（第５条関係）

( ) 要領第５条第１項に規定する評定にあたっては、評定の内容に応じ、次の点に留意1
することとする。

① 工事成績の評定にあたっては、評定者は 「２．工事成績評定手順」により評定、

を行うこととする。なお、請負者が工事における「工事特性 「創意工夫 「社会」、 」、

性等」の実施状況について提出できることとし、その提出があった場合には、これ

を考慮することとする。

② 工事の技術的難易度の評定にあたっては、評定者は、主任監督職員の意見を踏ま

え、工事施工において確認した事項に基づき 「４．工事技術的難易度評価手順」、

により評定を行うこととする。

、 、「 」③ ＶＥ提案等の評定にあたっては 提案ごとに独立して ５.ＶＥ提案等評定手順

により評定を行うこととする。



( ) 要領第５条第２項に規定する評定の結果は、評定の内容に応じ、次の様式に記録す2
ることとする。

① 工事成績の評定結果 別記様式１「工事成績評定表」

② 工事の技術的難易度の評定結果 別記様式２「工事技術的難易度評価表」

③ ＶＥ提案等の評定結果 別記様式３「ＶＥ提案等評定表」

( ) 要領第５条第３項の別に定める工事成績採点表は、別記様式４によるものとする。3

４）評定結果の通知（第８条関係）

要領第８条に規定する評定結果の通知は、評定の内容に応じ、次の要領に定めるとこ

ろにより通知することとする。

① 工事成績の評定結果の通知 別添１「工事成績評定通知実施要領」

② 工事の技術的難易度の評定結果の通知 別添１「工事成績評定通知実施要領」

③ ＶＥ提案等の評定結果の通知 別添２「ＶＥ提案等評定通知実施要領」

５）評定の修正（第９条関係）

要領第９条に規定する評定の修正のうち、ＶＥ提案等の評定結果の修正は、当該ＶＥ

提案等に基づく施工に関し、かし等が発生した場合に修正することとし、当該かし等が

極めて重大である場合は、当該ＶＥ提案等の評定結果を抹消することとする。

６）保管

① 工事成績評定表、工事成績評定表、工事成績採点表は、所長等が保管するものとす

る。

② ＶＥ提案等評定表は、ＶＥ提案審査会が保管するものとする。

７）その他

契約職は、毎年の評定結果を翌年の１月２０日までに理事長に報告することとする。



２．工事成績評定手順

工事成績の評定は、次の手順により行うものとする。

【手順１】工事成績採点表（別記様式４）の作成

① 主任監督職員である評定者は、別紙１－１①～⑧「工事成績採点の考査項目

の考査項目別運用表」に基づき採点し、採点の結果を工事成績採点表に記入

する。

② 統括監督職員である評定者は、別紙１－２①～④「工事成績採点の考査項目

の考査項目別運用表」に基づき採点し、採点の結果を工事成績採点表に記入

する。

③ 検査員である評定者は、別紙１－３①～⑳「工事成績採点の考査項目の考査

項目別運用表」に基づき採点し、採点の結果を工事成績採点表に記入する。

④ 各評定者は、採点にあたっては、別紙１－４「記入方法及び留意事項」及び

別紙１－５「施工プロセスのチェックリスト（案 」を考慮するものとする。）

【手順２】工事成績評定表（別記様式１）及び細目別評定点採点表（別記様式５）

の作成

所長等は、手順１により作成されたすべての工事成績採点表に基づき、

工事成績評定表及び細目別評定点採点表に評定点を記入する。



       ３．工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表等 

 
 

別紙１‐１ ①～⑧（主任監督職員記入用） 

 

別紙１‐２ ①～④（統括監督職員記入用） 

 

別紙１‐３ ①～⑲（検査員記入用） 

 

別紙１‐４ 記入方法及び留意事項 

 

別紙１‐５「施工プロセス」のチェックリスト（案） 
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況
を
把
握
し
、
技
術
的
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

  
 

 
監
理
（
主
任
）
技
術
者
が
、
明
確
な
根
拠
に
基
づ
い
て
技
術
的
な
判
断
を
行
っ
て
い
る
。
 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

90
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 

評
価
値
が

80
％
以
上

90
%
未
満
・
・
・
・
・

b 

評
価
値
が

80
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・

c 

 

 
配
置
技
術
者
に
関
し
て
、
監
督

員
が
文
書
に
よ
る
改
善
指
示
を

行
っ
た
。

 

 

 
配
置
技
術
者
に
関
し
て
、
監
督

員
か
ら
の
文
書
に
よ
る
改
善

指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
。

 

 

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④

 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
１
②

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
主
任
監
督
職
員
）

 
考
査
項
目

 
細

別
 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

ｅ
 

適
切
で
あ
る

 
ほ
ぼ
適
切
で
あ
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
不
適
切
で
あ
る

 
不
適
切
で
あ
る

 
Ⅰ
．
施
工
管
理

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
「
施
工
プ
ロ
セ
ス
」
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
う
ち
、
施
工
管
理
に
つ
い
て
指
示
事
項
が
無
い
。
 

 
施
工
計
画
書
が
、
設
計
図
書
及
び
現
場
条
件
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
現
場
条
件
の
変
化
に
対
し
て
、
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。
 

 
工
事
材
料
の
品
質
に
影
響
が
無
い
よ
う
保
管
し
て
い
る
。
 

 
日
常
の
出
来
形
管
理
を
、
設
計
図
書
及
び
施
工
計
画
書
に
基
づ
き
適
時
及
び
的
確
に
行
っ
て
い
る
。
 

 
日
常
の
品
質
管
理
を
、
設
計
図
書
及
び
施
工
計
画
書
に
基
づ
き
適
時
及
び
的
確
に
行
っ
て
い
る
。
 

 
現
場
内
の
整
理
整
頓
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
。

 
 
指
定
材
料
の
品
質
証
明
書
及
び
写
真
等
を
整
理
し
て
い
る
。
 

 
工
事
打
合
せ
簿
を
、
不
足
無
く
整
理
し
て
い
る
。
 

 
建
設
副
産
物
の
再
利
用
等
へ
の
取
り
組
み
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
。
 

 
工
事
全
般
に
お
い
て
、
低
騒
音
型
、
低
振
動
型
、
排
出
ガ
ス
対
策
型
の
建
設
機
械
及
び
車
両
を
使
用
し
て
い
る
。
 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

90
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 

評
価
値
が

80
％
以
上

90
%
未
満
・
・
・
・
・

b 

評
価
値
が

80
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・

c 

    

 
施
工
管
理
に
関
し
て
、
監
督
員

が
文
書
に
よ
る
改
善
指
示
を
行

っ
た
。

 

 

 
施
工
管
理
に
関
し
て
、
監
督
員

か
ら
の
文
書
に
よ
る
改
善
指

示
に
従
わ
な
か
っ
た
。

 

  

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

ｅ
 

適
切
で
あ
る

 
ほ
ぼ
適
切
で
あ
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
不
適
切
で
あ
る

 
不
適
切
で
あ
る

 

２
．
施
工
状
況

 

 

Ⅱ
．
工
程
管
理

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
「
施
工
プ
ロ
セ
ス
」
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
う
ち
、
工
程
管
理
に
つ
い
て
指
示
事
項
が
無
い
。
 

 
工
程
に
与
え
る
要
因
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
れ
ら
を
反
映
し
た
工
程
表
を
作
成
し
て
い
る
。
 

 
実
施
工
程
表
の
作
成
及
び
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
お
り
、
適
切
に
工
程
を
管
理
し
て
い
る
。

 

 
現
場
条
件
の
変
化
へ
の
対
応
が
迅
速
で
あ
り
、
施
工
の
停
滞
が
見
ら
れ
な
い
。
 

 
時
間
制
限
や
片
側
交
互
通
行
等
の
各
種
制
約
へ
の
対
応
が
適
切
で
あ
り
、
大
き
な
工
程
の
遅
れ
が
無
い
。
 

 
工
事
の
進
捗
を
早
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
 

 
適
切
な
工
程
管
理
を
行
い
、
工
程
の
遅
れ
が
無
い
。
 

 
休
日
の
確
保
を
行
っ
て
い
る
。
 

 
計
画
工
程
以
外
の
時
間
外
作
業
が
ほ
と
ん
ど
無
い
。
 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

90
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 

評
価
値
が

80
％
以
上

90
%
未
満
・
・
・
・
・

b 

評
価
値
が

80
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・

c 

   

 
工
程
管
理
に
関
し
て
、
監
督
員

が
文
書
に
よ
る
改
善
指
示
を
行

っ
た
。

 

 

 
工
程
管
理
に
関
し
て
、
監
督
員

か
ら
の
文
書
に
よ
る
改
善
指

示
に
従
わ
な
か
っ
た
。

 

 

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
１
③

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
主
任
監
督
職
員
）

 
考
査
項
目

 
細

別
 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

ｅ
 

適
切
で
あ
る

 
ほ
ぼ
適
切
で
あ
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
不
適
切
で
あ
る

 
不
適
切
で
あ
る

 
Ⅲ
．
安
全
対
策

 
●
評
価
対
象
項
目

 

 
「
施
工
プ
ロ
セ
ス
」
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
う
ち
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
指
示
事
項
が
無
い
。
 

 
災
害
防
止
協
議
会
等
を
１
回
／
月
以
上
行
っ
て
い
る
。
 

 
安
全
教
育
及
び
安
全
訓
練
等
を
半
日
／
月
以
上
実
施
し
て
い
る
。
 

 
新
規
入
場
者
教
育
の
内
容
に
、
当
該
工
事
の
現
場
特
性
を
反
映
し
て
い
る
。
 

 
工
事
期
間
を
通
じ
て
、
労
働
災
害
及
び
公
衆
災
害
が
発
生
し
な
か
っ
た
。

 

 
過
積
載
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

 
仮
設
工
の
点
検
及
び
管
理
を
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
を
用
い
て
実
施
し
て
い
る
。
 

 
保
安
施
設
の
設
置
及
び
管
理
を
、
各
種
基
準
及
び
関
係
者
間
の
協
議
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
。
 

 
地
下
埋
設
物
及
び
架
空
線
等
に
関
す
る
事
故
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

90
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 

評
価
値
が

80
％
以
上

90
%
未
満
・
・
・
・
・

b 

評
価
値
が

80
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・

c 

   

 
安
全
対
策
に
関
し
て
、
監
督
員

が
文
書
に
よ
る
改
善
指
示
を
行

っ
た
。

 

 

 
安
全
対
策
に
関
し
て
、
監
督
員

か
ら
の
文
書
に
よ
る
改
善
指

示
に
従
わ
な
か
っ
た
。

 

 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

ｅ
 

適
切
で
あ
る

 
ほ
ぼ
適
切
で
あ
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
不
適
切
で
あ
る

 
不
適
切
で
あ
る

 

 

Ⅳ
．
対
外
関
係

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
「
施
工
プ
ロ
セ
ス
」
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
う
ち
、
対
外
関
係
に
つ
い
て
指
示
事
項
が
無
い
。
 

 
関
係
官
公
庁
な
ど
と
調
整
を
行
い
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が
無
い
。
 

 
地
元
と
の
調
整
を
行
い
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が
無
い
。
 

 
第
三
者
か
ら
の
苦
情
が
無
い
。
も
し
く
は
、
苦
情
に
対
し
て
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
 

 
関
連
工
事
と
の
調
整
を
行
い
、
円
滑
な
進
捗
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

 
工
事
の
目
的
及
び
内
容
を
、
工
事
看
板
な
ど
に
よ
り
地
域
住
民
や
通
行
者
等
に
分
か
り
や
す
く
周
知
し
て
い
る
。
 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

90
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 

評
価
値
が

80
％
以
上

90
%
未
満
・
・
・
・
・

b 

評
価
値
が

80
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・

c 

      

 
対
外
関
係
に
関
し
て
、
監
督
員

が
文
書
に
よ
る
改
善
指
示
を
行

っ
た
。

 

 

 
対
外
関
係
に
関
し
て
、
監
督
員

か
ら
の
文
書
に
よ
る
改
善
指

示
に
従
わ
な
か
っ
た
。

 

 

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



①
 
出
来
形
の
評
定
は
、
工
事
全
般
を
通
じ
て
評
定
す
る
も
の
と
す
る
。

 

②
 
出
来
形
と
は
、
設
計
図
書
に
示
さ
れ
た
工
事
目
的
物
の
形
状
及
び
寸
法
を
い
う
。

 

③
 
出
来
形
管
理
と
は
、「
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
」
の
測
定
項
目
、
測
定
基
準
及
び
規
格
値
に
基
づ
き
所

定
の
出
来
形
を
確
保
す
る
管
理
体
系
で
あ
る
が
、
当
該
管
理
基
準
に
よ
り
が
た
い
場
合
等
に
つ
い
て
は
、

監
督
職
員
と
協
議
の
上
で
出
来
形
管
理
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

 
④
 
出
来
形
管
理
項
目
を
設
定
し
て
い
な
い
工
事
は
「
ｃ
」
評
価
と
す
る
。

別
紙
１
－
１
④

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
主
任
監
督
職
員
）

 
考
査
項
目

 
ａ

 
ｂ

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
出
来
形
の
測
定
が
、
必
要
な
測
定
項
目
に
つ
い
て
所
定
の
測

定
基
準
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
、
測
定
値
が
規
格
値
を
満

足
し
、
そ
の
ば
ら
つ
き
が
規
格
値
の
概
ね
５
０
％
以
内
で
あ

る
。

 

 
出
来
形
の
測
定
が
、
必
要
な
測
定
項
目
に
つ
い
て
所
定
の
測

定
基
準
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
、
測
定
値
が
規
格
値
を
満

足
し
、
そ
の
ば
ら
つ
き
が
規
格
値
の
概
ね
８
０
％
以
内
で
あ

る
。

 

 
出
来
形
の
測
定
が
、
必
要
な
測
定
項
目
に
つ
い
て
所
定
の
測

定
基
準
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
、
測
定
値
が
規
格
値
を
満

足
し
、
ａ
、
ｂ
に
該
当
し
な
い
。

 

※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 
 

   

 
出
来
形
の
測
定
方
法
又
は
測
定
値

が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員
が

文
書
で
改
善
指
示
を
行
っ
た
。

 

 
契
約
書
第
１
７
条
に
基
づ
き
、
監
督

員
が
改
造
請
求
を
行
っ
た

 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

ｅ
 

適
切
で
あ
る

 
ほ
ぼ
適
切
で
あ
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 

３
．
出
来
形
及
び

出
来
ば
え

 

  
Ⅰ
．
出
来
形

 

 

機
械
設
備
工
事

 

 ※
上
記
欄
に
よ
ら

ず
、
当
該
欄
で
評

価
 

          

●
評
価
対
象
項
目

 
 
据
付
に
関
す
る
出
来
形
管
理
が
容
易
に
把
握
で
き
る
よ
う
、
出
来
形
管
理
図
な
ど
を
工
夫
し
て
い
る
。

 
 
設
備
全
般
に
わ
た
り
、
形
状
及
び
寸
法
の
実
測
値
が
許
容
範
囲
内
で
あ
る
。

 
 
工
事
写
真
の
撮
影
記
録
が
撮
影
基
準
を
満
足
し
て
い
る
。

 
 
設
計
図
書
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
出
来
形
管
理
項
目
に
つ
い
て
、
監
督
員
と
協
議
の
上
で
管
理
し
て
い
る
。

 
 
不
可
視
部
分
の
出
来
形
を
写
真
撮
影
し
て
い
る
。
 

 
塗
装
管
理
基
準
の
塗
膜
厚
管
理
を
適
切
に
ま
と
め
て
い
る
。

 
 
溶
接
管
理
基
準
の
出
来
形
管
理
を
適
切
に
ま
と
め
て
い
る
。

 
 
社
内
の
管
理
基
準
に
基
づ
き
管
理
し
て
い
る
。

 
 
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
て
い
る
予
備
品
に
不
足
が
無
い
。

 
 
分
解
整
備
に
お
け
る
既
設
部
品
等
の
摩
耗
、
損
傷
等
に
つ
い
て
、
整
備
前
と
整
備
後
の
劣
化
状
況
及
び
回
復
状
況
を
図
表
等
に
記
録
し
て
い
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

80
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 

評
価
値
が

60
％
以
上

80
%
未
満
・
・
・
・
・

b 

評
価
値
が

60
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

 

            

 
出
来
形
の
測
定
方
法
又
は
測
定
値

が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員
が

文
書
で
改
善
指
示
を
行
っ
た
。

 

 

□
  
契
約
書
第
１
７
条
に
基
づ
き
、
監
督

員
が
改
造
請
求
を
行
っ
た

 

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
１
⑤

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
主
任
監
督
職
員
）

 
考
査
項
目

 
工
 
種

 
ａ

 
ｂ

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
適
切
で
あ
る

 
ほ
ぼ
適
切
で
あ
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
３
．
出
来
形
及
び

出
来
ば
え

 

  
Ⅰ
．
出
来
形

 

電
気
設
備
工
事

 

通
信
設
備
工
事
・

受
変
電
設
備
工
事

 

 ※
上
記
欄
に
よ
ら

ず
、
当
該
欄
で
評

価
 

                

●
評
価
対
象
項
目

 
 
据
付
に
関
す
る
出
来
形
管
理
が
容
易
に
把
握
で
き
る
よ
う
、
出
来
形
管
理
図
及
び
出
来
形
管
理
表
を
工
夫
し
て
い
る
。

 
 
機
器
等
の
測
定
（
試
験
）
結
果
が
、
そ
の
都
度
管
理
図
表
な
ど
に
記
録
さ
れ
、
適
切
に
管
理
し
て
い
る
。

 
 
不
可
視
部
分
の
出
来
形
を
写
真
撮
影
し
て
い
る
。

 
 
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
出
来
形
管
理
項
目
に
つ
い
て
、
監
督
員
と
協
議
の
上
で
管
理
し
て
い
る
。

 
 
設
備
全
般
に
わ
た
り
、
形
状
及
び
寸
法
の
実
測
値
が
許
容
範
囲
内
で
あ
る
。

 
 
設
備
の
据
付
及
び
固
定
方
法
が
設
計
図
書
又
は
承
諾
図
書
通
り
施
工
し
て
い
る
。

 
 
配
管
及
び
配
線
が
、
設
計
図
書
又
は
承
諾
図
書
通
り
に
敷
設
し
て
い
る
。

 
 
測
定
機
器
の
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

 
 
行
先
な
ど
を
表
示
し
た
名
札
が
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
に
分
か
り
易
く
堅
固
に
取
り
付
け
て
い
る
。

 
 
配
管
及
び
配
線
の
支
持
間
隔
や
絶
縁
抵
抗
等
に
つ
い
て
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
社
内
の
管
理
基
準
に
基
づ
き
管
理
し
て
い
る
。
 

そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

80
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 

評
価
値
が

60
％
以
上

80
%
未
満
・
・
・
・
・

b 

評
価
値
が

60
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

 

                         

 
出
来
形
の
測
定
方
法
又
は
測
定
値

が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
改
善
指
示
を
行
っ
た
。

 

 

 
契
約
書
第
１
７
条
に
基
づ
き
、

監
督
員
が
改
造
請
求
を
行
っ

た
。

 

 

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
１
⑥

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
主
任
監
督
職
員
）

 
考
査
項
目

 
ａ

 
ｂ

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
の
測
定
が
、
必
要
な
測
定
項
目
に
つ
い
て
所
定
の
測
定

基
準
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
、
測
定
値
が
規
格
値
を
満
足

し
、
そ
の
ば
ら
つ
き
が
規
格
値
の
概
ね
５
０
％
以
内
で
あ
る
。

 
品
質
の
測
定
が
、
必
要
な
測
定
項
目
に
つ
い
て
所
定
の
測
定

基
準
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
、
測
定
値
が
規
格
値
を
満
足

し
、
そ
の
ば
ら
つ
き
が
規
格
値
の
概
ね
８
０
％
以
内
で
あ

る
。

 

 
品
質
の
測
定
が
、
必
要
な
測
定
項
目
に
つ
い
て
所
定
の
測
定

基
準
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
、
測
定
値
が
規
格
値
を
満
足

し
、
ａ
、
ｂ
に
該
当
し
な
い
。

 

※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 
 

   

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定
値

が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員
が

文
書
で
改
善
指
示
を
行
っ
た
。

 

 

 
契
約
書
第
１
７
条
に
基
づ
き
、
監
督

員
が
改
造
請
求
を
行
っ
た
。

 

 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

ｅ
 

適
切
で
あ
る

 
ほ
ぼ
適
切
で
あ
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 

３
．
出
来
形
及
び

出
来
ば
え

 

  
Ⅱ
．
品
質

 

機
械
設
備
工
事

 

  

※
上
記
欄
に
よ
ら

ず
、
当
該
欄
で
評
価

 

       

●
評
価
対
象
項
目

 

 
材
料
、
部
品
の
品
質
照
合
の
書
類
（
現
物
照
合
）
の
内
容
が
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
。

 

 
設
備
の
機
能
及
び
性
能
を
、
承
諾
図
書
の
と
お
り
確
保
し
て
い
る
。

 

 
設
計
図
書
の
仕
様
を
踏
ま
え
た
詳
細
設
計
を
行
い
、
承
諾
図
書
と
し
て
提
出
し
て
い
る
。

 

 
機
器
の
品
質
、
機
能
及
び
性
能
が
設
計
図
書
を
満
足
し
て
、
成
績
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

 

 
溶
接
管
理
基
準
の
品
質
管
理
項
目
に
つ
い
て
規
格
値
を
満
足
し
て
い
る
。

 

 
塗
装
管
理
基
準
の
品
質
管
理
項
目
に
つ
い
て
規
格
値
を
満
足
し
て
い
る
。

 

 
操
作
制
御
設
備
に
つ
い
て
、
操
作
ス
イ
ッ
チ
や
表
示
灯
を
承
諾
図
書
の
と
お
り
配
置
し
、
操
作
性
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。

 

 
操
作
制
御
設
備
の
安
全
装
置
及
び
保
護
装
置
が
承
諾
図
書
の
と
お
り
機
能
し
て
い
る
。

 

 
小
配
管
、
電
気
配
線
・
配
管
が
、
承
諾
図
書
の
と
お
り
敷
設
し
て
い
る
。

 

 
設
備
の
取
扱
説
明
書
を
工
夫
し
て
い
る
。

 

 
完
成
図
書
（
取
扱
説
明
書
）
に
定
期
的
な
点
検
及
び
交
換
を
必
要
と
す
る
部
品
並
び
に
箇
所
を
明
示
し
て
い
る
。

 

 
点
検
し
や
す
い
よ
う
機
器
の
配
置
を
工
夫
し
て
い
る
。

 

 
設
備
の
構
造
や
機
器
の
配
置
が
、
部
品
等
の
交
換
作
業
を
容
易
に
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
試
験
及
び
試
験
練
り
が
実
施
さ
れ
、
試
験
成
績
表
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

 

 
バ
ル
ブ
類
の
平
時
の
状
態
を
示
す
ラ
ベ
ル
な
ど
が
見
や
す
い
状
態
で
表
示
し
て
い
る
。

 

 
計
器
類
に
運
転
時
の
適
用
範
囲
を
見
や
す
く
表
示
し
て
い
る
。

 

 
回
転
部
や
高
温
部
等
の
危
険
箇
所
に
表
示
又
は
防
護
を
し
て
い
る
。

 

 
構
造
物
の
劣
化
状
況
を
よ
く
把
握
し
て
、
適
切
な
対
策
を
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
現
地
状
況
を
勘
案
し
施
工
方
法
等
に
つ
い
て
提
案
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

80
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 

評
価
値
が

60
％
以
上

80
%
未
満
・
・
・
・
・

b 

評
価
値
が

60
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

 

  

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定
値

が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員
が

文
書
で
改
善
指
示
を
行
っ
た
。

 

 

 
契
約
書
第
１
７
条
に
基
づ
き
、
監
督

員
が
改
造
請
求
を
行
っ
た
。

 

 

 

①
 
品
質
の
評
定
は
、
工
事
全
般
を
通
じ
て
評
定
す
る
も
の
と
す
る
。

 
②
 
品
質
と
は
、
設
計
図
書
に
示
さ
れ
た
工
事
目
的
物
の
規
格
で
あ
る
。

 
③
 
品
質
管
理
と
は
、
「
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
」
の
試
験
項
目
、
試
験
基
準
及
び
規
格
値
に
基
づ
く
全
て

の
段
階
に
お
け
る
品
質
確
保
の
た
め
の
管
理
体
系
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
管
理
基
準
に
よ
り
が
た
い
場
合

等
に
つ
い
て
は
、
監
督
職
員
と
協
議
の
上
で
品
質
管
理
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

 
④

 
品
質
管
理
項
目
を
設
定
し
て
い
な
い
工
事
は
「
ｃ
」
評
価
と
す
る

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
１
⑦

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
主
任
監
督
職
員
）

 
考
査
項
目

 
工
 
種

 
ａ

 
ｂ

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
適
切
で
あ
る

 
ほ
ぼ
適
切
で
あ
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
電
気
設
備
工
事

 

通
信
設
備
工
事
・
受

変
電
設
備
工
事

 

 ※
上
記
欄
に
よ
ら

ず
、
当
該
欄
で
評
価

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
製
作
着
手
前
に
、
品
質
や
性
能
の
確
保
に
係
る
技
術
検
討
を
実
施
し
て
い
る
。

 
 
材
料
、
部
品
の
品
質
照
合
の
結
果
が
、
品
質
保
証
書
等
（
現
物
照
合
を
含
む
）
で
確
認
で
き
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
。

 
 
機
器
の
品
質
、
機
能
及
び
性
能
が
、
設
計
図
書
を
満
足
し
、
成
績
書
に
ま
と
め
て
い
る
。

 
 
操
作
ス
イ
ッ
チ
や
表
示
灯
が
承
諾
図
書
の
と
お
り
配
置
さ
れ
、
操
作
性
に
優
れ
て
い
る
。

 
 
ケ
ー
ブ
ル
及
び
配
管
の
接
続
な
ど
の
作
業
が
施
工
計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
手
順
に
沿
っ
て
行
わ
れ
、
不
具
合
が
無
い
。

 
 
設
備
の
機
能
及
び
性
能
が
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
。

 
 
操
作
制
御
関
係
の
機
能
及
び
性
能
が
、
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
と
と
も
に
、
必
要
な
安
全
装
置
及
び
保
護
装
置
の
作
動
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
の
総
合
性
能
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
。

 
 
現
場
条
件
に
よ
っ
て
機
器

(製
品

)の
機
能
及
び
性
能
が
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
工
場
試
験
な
ど
で
確
認
し
て
い
る
。

 
 
設
備
全
体
に
つ
い
て
の
取
扱
説
明
書
を
工
夫
し
作
成
（
修
繕
（
改
造
・
更
新
含
む
）
の
場
合
は
、
修
正
又
は
更
新
）
し
て
い
る
。

 
 
完
成
図
書
で
定
期
的
な
点
検
や
交
換
を
要
す
る
部
品
及
び
箇
所
を
明
示
し
て
い
る
。

 
 
設
備
の
構
造
に
お
い
て
、
点
検
や
消
耗
品
の
取
替
え
作
業
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

 
 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

80
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 

評
価
値
が

60
％
以
上

80
%
未
満
・
・
・
・
・

b 

評
価
値
が

60
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

 

    

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定
値

が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
監
督
員
が

文
書
で
改
善
指
示
を
行
っ
た
。

 

 

 
契
約
書
第
１
７
条
に
基
づ
き
、
監

督
員
が
改
造
請
求
を
行
っ
た
。

 

 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

ｅ
 

適
切
で
あ
る

 
ほ
ぼ
適
切
で
あ
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 

３
．
出
来
形
及
び

出
来
ば
え

 

  
Ⅱ
．
品
質

 

 

 
 

維
持
･
修
繕
工
事

 

 ※
上
記
欄
に
よ
ら

ず
、
当
該
欄
で
評
価

 
●
評
価
対
象
項
目

 

 
常
に
緊
急
的
な
作
業
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

 

 
緊
急
的
な
作
業
に
対
し
、
迅
速
に
対
応
し
て
い
る
。

 

 
監
督
員
の
指
示
事
項
に
対
し
、
現
地
状
況
を
勘
案
し
、
施
工
方
法
や
構
造
に
つ
い
て
提
案
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

 
施
工
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
提
言
や
修
繕
サ
イ
ク
ル
等
を
勘
案
し
た
提
案
等
を
行
っ
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ●
判
断
基
準

 
 
 
※
該
当
項
目
が
６
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
 
※
該
当
項
目
が
４
項
目
以
上
・
・
・
ｂ

 
 
※
該
当
項
目
が
３
項
目
以
下
・
・
・
ｃ

 
注
 
記
載
の
４
項
目
を
必
須
の
評
価
対
象
項
目
と
し
、
こ
の
他
に
適
宜
項
目
を
追
加
し
て
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 
 
た
だ
し
、
評
価
対
象
項
目
は
最
大
８
項
目
と
す
る
。

 
  

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又
は
測
定
値

が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
監
督
員
が

文
書
で
改
善
指
示
を
行
っ
た
。

 

 

 
契
約
書
第
１
７
条
に
基
づ
き
、
監

督
員
が
改
造
請
求
を
行
っ
た
。

 

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
１
⑧

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
主
任
監
督
職
員
）

 
考
査
項
目

 
細

別
 

工
 
 
夫
 
 
事
 
 
項

 
Ⅰ
．
創
意
工
夫

 

  

【
施
工
】

 
 
施
工
に
伴
う
器
具
、
工
具
、
装
置
等
に
関
す
る
工
夫
又
は
設
備
据
付
後
の
試
運
転
調
整
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
な
ど
の
代
替
材
の
利
用
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
土
工
、
地
盤
改
良
、
橋
梁
架
設
、
舗
装
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
等
の
施
工
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
部
材
並
び
に
機
材
等
の
運
搬
及
び
吊
り
方
式
な
ど
の
施
工
方
法
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
設
備
工
事
に
お
け
る
加
工
や
組
立
等
又
は
電
気
工
事
に
お
け
る
配
線
や
配
管
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
給
排
水
工
事
や
衛
生
設
備
工
事
等
に
お
け
る
配
管
又
は
ポ
ン
プ
類
の
凍
結
防
止
、
配
管
の
つ
な
ぎ
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
照
明
な
ど
の
視
界
の
確
保
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
仮
排
水
、
仮
道
路
、
迂
回
路
等
の
計
画
的
な
施
工
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
運
搬
車
両
、
施
工
機
械
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
支
保
工
、
型
枠
工
、
足
場
工
、
仮
桟
橋
、
覆
工
板
、
山
留
め
等
の
仮
設
工
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
盛
土
の
締
固
度
、
杭
の
施
工
高
さ
等
の
管
理
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
施
工
計
画
書
の
作
成
、
写
真
の
管
理
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
出
来
形
又
は
品
質
の
計
測
、
集
計
、
管
理
図
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
施
工
管
理
ソ
フ
ト
、
土
量
管
理
シ
ス
テ
ム
等
の
活
用
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
情
報
化
施
工
を
取
り
入
れ
た
工
事
。
 

 
※
本
項
目
は
2
点
の
加
点
と
す
る
。

 
 
特
殊
な
工
法
や
材
料
を
用
い
た
工
事
。

 
 
優
れ
た
技
術
力
又
は
能
力
と
し
て
評
価
す
る
技
術
を
用
い
た
工
事
。

 
 
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
登
録
技
術
を
活
用
し
た
工
事
で
、
活
用
の
効
果
が
従
来
工
法
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
も
の
。

 
※
本
項
目
は
2
点
の
加
点
と
す
る
。
 

 
  【
品
質
】

 
 
土
工
、
設
備
、
電
気
の
品
質
向
上
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
材
料
、
打
設
、
養
生
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
鉄
筋
、
Ｐ
Ｃ
ケ
ー
ブ
ル
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
等
の
使
用
材
料
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
配
筋
、
溶
接
作
業
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
  【
安
全
衛
生
】

 
 
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
が
定
め
る
指
針
に
基
づ
く
安
全
衛
生
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

 
※
本
項
目
は
2
点
の
加
点
と
す
る
。
 

 
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
仮
設
備
等
に
関
す
る
工
夫
。
（
落
下
物
、
墜
落
・
転
落
、
挟
ま
れ
、
看
板
、
立
入
禁
止
柵
、
手
摺

り
、
足
場
等
）

 
 
安
全
教
育
、
技
術
向
上
講
習
会
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
現
場
事
務
所
、
労
務
者
宿
舎
等
の
空
間
及
び
設
備
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
有
毒
ガ
ス
並
び
に
可
燃
ガ
ス
の
処
理
及
び
粉
塵
防
止
並
び
に
作
業
中
の
換
気
等
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
一
般
車
両
突
入
時
の
被
害
軽
減
方
策
又
は
一
般
交
通
の
安
全
確
保
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
厳
し
い
作
業
環
境
の
改
善
に
関
す
る
工
夫
。

 
 
環
境
保
全
に
関
す
る
工
夫
。

 

【
そ
の
他
】

 
  

 
そ
の
他

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
そ
の
他

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
そ
の
他

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
そ
の
他

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
そ
の
他

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
そ
の
他

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
そ
の
他

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

【
創
意
工
夫
の
詳
細
評
価
】
工
夫
の
内
容
及
び
具
体
的
内
容
を
記
載

 
  

５
．
創
意
工
夫

 

 

記
述
評
価

 
（
レ
マ
ー
ク
を
付
し
た

評
価
内
容
を
詳
細
記
述
）

 

  
評
点
：
 
 
 
 
 
点

 
 

 
※
１
．
特
に
評
価
す
べ
き
創
意
工
夫
事
例
を
加
点
評
価
す
る
。

 
※
２
．
評
価
は
各
項
目
に
お
い
て
１
つ
レ
点
が
付
さ
れ
れ
ば
１
、
２
点
で
評
価
し
、
最
大
７
点
の
加
点
評
価
と
す
る
。

 
※
３
．
該
当
す
る
数
と
重
み
を
勘
案
し
て
評
定
す
る
。
１
項
目
１
点
を
目
安
と
す
る
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
上
の
点
数
を
与
え
て
も
よ
い
。

 
※
４
．
上
記
の
考
査
項
目
の
他
に
評
価
に
値
す
る
企
業
の
工
夫
が
あ
れ
ば
、
そ
の
他
に
具
体
の
内
容
を
記
載
し
て
加
点
す
る
。
な
お
、
統
括
監
督
職
員
が
評
価
す
る
「
工
事
特
性
」
と
の
二
重
評
価
は
行
わ
な
い
。

 



別
紙
１
－
２
①

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
統
括
監
督
職
員
）

 
考
査
項
目

 
細

別
 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

ｅ
 

優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
劣
っ
て
い
る

 
劣
っ
て
い
る

 
Ⅱ
．
工
程
管
理

 
●
評
価
対
象
項
目

 

 
隣
接
す
る
他
の
工
事
な
ど
と
の
工
程
調
整
に
取
り
組
み
、
遅
れ
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
な
く
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。

 

 
地
元
及
び
関
係
機
関
と
の
調
整
に
取
り
組
み
、
遅
れ
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
な
く
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。

 

 
工
程
管
理
を
適
切
に
行
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
休
日
や
夜
間
工
事
の
回
避
等
を
行
い
、
地
域
住
民
に
公
共
工
事
に
対
す
る
好
印
象
を
与
え
た
。

 

 
工
程
管
理
に
係
る
積
極
的
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
た
。

 

 
災
害
復
旧
工
事
な
ど
特
に
工
期
的
な
制
約
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
余
裕
を
も
っ
て
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。

 

 
工
事
施
工
箇
所
が
広
範
囲
に
点
在
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
工
程
管
理
を
的
確
に
行
い
、
余
裕
を
も
っ
て
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

●
判
断
基
準

 

上
記
該
当
項
目
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
ａ
、
ｂ
、
ｃ
、
ｄ
、
ｅ
評
価
を
行
う
。

 

   

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

ｅ
 

優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
劣
っ
て
い
る

 
劣
っ
て
い
る

 

２
．
施
工
状
況

 

 

Ⅲ
．
安
全
対
策

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
建
設
労
働
災
害
及
び
公
衆
災
害
の
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

 

 
安
全
衛
生
を
確
保
す
る
た
め
の
管
理
体
制
を
整
備
し
、
組
織
的
に
取
り
組
ん
だ
。

 

 
安
全
衛
生
を
確
保
す
る
た
め
、
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

 

 
安
全
対
策
に
関
す
る
技
術
開
発
や
創
意
工
夫
に
取
り
組
ん
だ
。

 

 
安
全
協
議
会
で
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

 

 
安
全
対
策
に
係
る
取
り
組
み
が
地
域
か
ら
評
価
さ
れ
た
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
判
断
基
準

 

上
記
該
当
項
目
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
ａ
、
ｂ
、
ｃ
、
ｄ
、
ｅ
評
価
を
行
う
。

 

             

 



別
紙
１
－
２
②

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
統
括
監
督
職
員
）

 
考
査
項
目

 
細
 
 
別

 
対

応
事

項
 

【
事
例

】
具
体

的
な
施

工
条
件

等
へ
の

対
応

事
例

 
Ⅰ
構
造
物
の
特
殊
性
へ
の
対
応

 
 

1.
対
象
構
造
物
の
高
さ
、
延
長
、
施
工
（
断
）
面
積
、
施
工
深
度
等
の
規
模
が
特
殊
な
工
事

 
 

2.
対
象
構
造
物
の
形
状
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
施
工
条
件
が
特
に
変
化
す
る
工
事

 
 

3.
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
※
上
記
の
対
応
事
項
に
１
つ
以
上
レ
点
が
付
け
ば
４
点
の
加
点
と
す
る
。

 
 

 

（
1
.
に
つ
い
て
）
 

切
土
の
土
工
量
：
20
万
m
3
以
上
、
盛
土
の
土
工
量
：
1
5
万
m
3
以
上
、
護
岸
・
築
堤
の
平
均
高
さ
：
1
0
m
以
上
 
、
ト
ン
ネ
ル
(
ｼｰ
ﾙ
ﾄ
ﾞ)
の
直
径
：
8
m
以
上
、

ダ
ム
用
水
門
の
設
計
水
深
：
25
ｍ
以
上
、
樋
門
又
は
樋
管
の
内
空
断
面
積
：
1
5
m2
以
上
、
揚
排
水
機
場
の
吐
出
管
径
：
2
,
00
0
m
m
以
上
、
堰
又
は
水
門
の
最
大

径
間
長
：
2
5
m
以
上
、
堰
又
は
水
門
の
径
間
数
：
3
径
間
以
上
、
堰
又
は
水
門
の
扉
体
面
積
：
5
0m
2
/門
以
上
、
ト
ン
ネ
ル
(開
削
工
法
)
の
開
削
深
さ
：
2
0
ｍ
以

上
、
ト
ン
ネ
ル
(
N
AT
M
)
の
内
空
平
均
面
積
：
1
00
m
2
以
上
、
ト
ン
ネ
ル
(沈
埋
工
法
)
の
内
空
平
均
面
積
：
3
00
m
2
以
上
、
海
岸
堤
防
、
護
岸
、
突
堤
又
は
離
岸
提

の
水
深
：
10
m
以
上
、
地
滑
り
防
止
工
：
幅
1
0
0ｍ
以
上
か
つ
法
長
15
0
ｍ
以
上
、
浚
渫
工
の
浚
渫
土
量
：
10
0
万
m3
以
上
、
流
路
工
の
計
画
高
水
流
量
：
50
0
m
3

以
上
、
砂
防
ダ
ム
の
堤
高
：
1
5
m
以
上
、
ダ
ム
の
堤
高
：
1
5
0ｍ
以
上
、
転
流
ト
ン
ネ
ル
の
流
下
能
力
：
4
00
m
3
/
s
以
上
、
橋
梁
下
部
工
の
高
さ
：
3
0
m
以
上
、

橋
梁
上
部
工
の
最
大
支
間
長
：
1
0
0
m
以
上
 
  
 

（
2
.
に
つ
い
て
）
 

・
砂
防
工
事
な
ど
に
お
い
て
、
現
地
合
わ
せ
に
基
づ
い
て
再
設
計
が
必
要
な
工
事
。
 
 

・
鉄
道
に
隣
接
し
た
橋
脚
の
耐
震
補
強
工
事
又
は
河
道
内
の
流
水
部
に
お
け
る
橋
脚
の
撤
去
工
事
。
 

・
供
用
中
の
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
拡
幅
工
事
。
 

（
3
.
に
つ
い
て
）
 

・
そ
の
他
、
構
造
物
固
有
の
難
し
さ
へ
の
対
応
が
特
に
必
要
な
工
事
 

・
そ
の
他
、
技
術
固
有
の
難
し
さ
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
工
事
。
 

・
地
山
強
度
が
低
い
又
は
土
被
り
が
薄
い
た
め
、
Ｆ
Ｅ
Ｍ
解
析
な
ど
に
よ
る
検
討
が
必
要
な
工
事
。

 

Ⅱ
都
市
部
等
の
作
業
環
境
、
社
会
条
件
等
へ
の
対
応

 
 

4.
地
盤
の
変
形
、
近
接
構
造
物
、
地
中
埋
設
物
へ
の
影
響
に
配
慮
す
る
工
事

 
 

5.
周
辺
環
境
条
件
に
よ
り
、
作
業
条
件
、
工
程
等
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
工
事

 
 

6.
周
辺
住
民
等
に
対
す
る
騒
音
・
振
動
を
特
に
配
慮
す
る
工
事

 
 

7.
現
道
上
で
の
交
通
規
制
に
大
き
く
影
響
す
る
工
事

 
 

8.
緊
急
時
に
対
応
が
特
に
必
要
な
工
事

 
 

9.
施
工
箇
所
が
広
範
囲
に
わ
た
る
工
事

 
 

10
.そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
※
上
記
の
対
応
事
項
に
１
つ
以
上
レ
点
が
付
け
ば
６
点
の
加
点
と
す
る
。

 
 

（
4
.
に
つ
い
て
）
 

・
供
用
中
の
鉄
道
又
は
道
路
と
交
差
す
る
橋
梁
な
ど
の
工
事
。
 
 
 

・
市
街
地
等
の
家
屋
密
集
地
で
の
、
鉄
道
又
は
道
路
を
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
す
る
工
事
。
 
 
 

・
監
視
な
ど
の
結
果
に
基
づ
き
、
工
法
の
変
更
を
行
っ
た
工
事
。
 
 

（
5
.
に
つ
い
て
）
 

・
ガ
ス
管
、
水
道
管
、
電
話
線
等
の
支
障
物
件
の
移
設
に
つ
い
て
、
施
工
工
程
の
管
理
に
特
に
注
意
を
要
し
た
工
事
。
 

・
地
元
調
整
や
環
境
対
策
な
ど
の
制
約
が
特
に
多
い
工
事
。
 

・
そ
の
ほ
か
各
種
制
約
が
あ
り
、
施
工
に
特
に
厳
し
い
制
限
を
受
け
た
工
事
。
 

（
6
.
に
つ
い
て
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

・
市
街
地
で
の
夜
間
工
事
。
 
 
 
  
 
 

・
Ｄ
Ｉ
Ｄ
地
区
で
の
工
事
。
 
  
 
 
 
 
 

（
7
.
に
つ
い
て
）
 

・
日
交
通
量
が
概
ね
１
万
台
以
上
の
道
路
で
片
側
交
互
通
行
の
交
通
規
制
を
し
た
工
事
。
 

・
供
用
し
て
い
る
自
動
車
専
用
道
路
等
の
路
上
工
事
で
、
交
通
規
制
が
必
要
な
工
事
。
 

・
工
事
期
間
中
の
大
半
に
わ
た
っ
て
、
交
通
開
放
を
行
う
た
め
規
制
標
識
の
設
置
撤
去
を
日
々
行
っ
た
工
事
。
  

（
8
.
に
つ
い
て
）
 

・
緊
急
時
の
作
業
が
あ
り
、
そ
の
作
業
の
全
て
に
対
応
し
た
工
事
。
 

（
9
.
に
つ
い
て
）
 

・
作
業
現
場
が
広
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
工
事
。
 

（
1
0
.に
つ
い
て
）
 

・
施
工
ヤ
ー
ド
の
広
さ
や
高
さ
に
制
限
が
あ
り
、
機
械
の
使
用
な
ど
施
工
に
制
約
を
受
け
た
工
事
。
 

・
そ
の
他
、
周
辺
環
境
又
は
社
会
条
件
へ
の
対
応
が
特
に
必
要
な
工
事
。

 
Ⅲ
厳
し
い
自
然
・
地
盤
条
件
へ
の
対
応

 
 

11
.特
殊
な
地
盤
条
件
へ
の
対
応
が
必
要
な
工
事

 
 

12
.雨
・
雪
・
風
・
気
温
・
波
浪
等
の
自
然
条
件
の
影
響
が
大
き
な
工
事

 
 

13
.急
峻
な
地
形
及
び
土
石
流
危
険
渓
流
内
で
の
工
事

 
 

14
.動
植
物
等
の
自
然
環
境
の
保
全
に
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
工
事

 
 

15
.そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

※
上
記
の
対
応
事
項
に
１
つ
以
上
レ
点
が
付
け
ば
４
点
の
加
点
と
す
る
。

 

（
1
1
.に
つ
い
て
）
 

・
河
川
内
の
橋
脚
工
事
に
お
い
て
地
下
水
位
が
高
く
、
ウ
ェ
ル
ポ
イ
ン
ト
工
法
な
ど
に
よ
る
排
水
や
大
規
模
な
山
留
め
な
ど
が
必
要
な
工
事
。
 

・
支
持
地
盤
の
形
状
が
複
雑
な
た
め
、
深
礎
杭
基
礎
毎
に
地
質
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
支
持
地
盤
を
確
認
し
な
が
ら
再
設
計
し
た
工
事
。
 

・
施
工
不
可
能
日
が
多
い
こ
と
か
ら
、
施
工
機
械
の
稼
働
率
や
台
数
な
ど
を
的
確
に
把
握
す
る
必
要
が
生
じ
た
工
事
。
 
 

（
1
2
.に
つ
い
て
）
 

・
海
岸
又
は
河
川
区
域
内
の
た
め
、
設
計
書
で
計
上
す
る
以
上
に
波
浪
等
の
影
響
で
不
稼
働
日
が
多
く
、
主
に
作
業
船
や
台
船
を
使
用
す
る
工
事
。
 

・
潜
水
夫
を
多
用
し
た
工
事
又
は
波
浪
や
水
位
変
動
が
大
き
い
た
め
作
業
構
台
等
を
設
置
し
た
工
事
。
 

（
1
3
.に
つ
い
て
）
 

・
急
峻
な
地
形
の
た
め
、
作
業
構
台
や
作
業
床
の
設
置
が
制
限
さ
れ
る
工
事
。
も
し
く
は
、
命
綱
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
工
事
（
法
面
工
は
除
く
）
。
 

・
斜
面
上
又
は
急
峻
な
地
形
直
下
で
の
工
事
の
た
め
、
工
事
に
伴
う
地
滑
り
防
止
対
策
等
の
安
全
対
策
を
必
要
と
し
た
工
事
。
 

・
土
石
流
危
険
渓
流
に
指
定
さ
れ
た
区
域
内
に
お
け
る
工
事
 
 
 

（
1
4
.に
つ
い
て
）
 

・
イ
ヌ
ワ
シ
等
の
猛
禽
類
な
ど
の
貴
重
な
動
植
物
へ
の
配
慮
の
た
め
、
工
程
や
施
工
方
法
に
制
約
を
受
け
た
工
事
 
 

（
1
5
.に
つ
い
て
）
 

・
そ
の
他
、
自
然
条
件
又
は
地
盤
条
件
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
っ
た
工
事
。
 

・
そ
の
他
、
災
害
等
に
お
け
る
臨
機
の
措
置
の
う
ち
特
に
評
価
す
べ
き
事
項
が
認
め
ら
れ
る
工
事

 

Ⅰ
．
施
工
条
件
等
へ
の

対
応

 

Ⅳ
長
期
工
事
に
お
け
る
安
全
確
保
へ
の
対
応

 
 

16
. 1

2
ヶ
月
を
超
え
る
工
期
で
、
事
故
が
な
く
完
成
し
た
工
事
（
全
面
一
時
中
止
期
間
は
除
く
）

 
※
但
し
、
文
書
注
意
に
至
ら
な
い
事
故
は
除
く
。

 
17

.そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
※
上
記
の
対
応
事
項
に
１
つ
以
上
レ
点
が
付
け
ば
６
点
の
加
点
と
す
る
。

 

４
．
工
事
特
性

 

評
 
価

 
評
点
：
 
 
 
 
 
点

 

  

※
１
．
工
事
特
性
は
、
最
大
２
０
点
の
加
点
評
価
と
す
る
。
 

※
２
．
主
任
監
督
職
員
が
評
価
す
る
「
５
．
創
意
工
夫
」
と
の
二
重
評
価
は
行
わ
な
い
。
 

※
３
．
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
主
任
監
督
職
員
等
の
意
見
も
参
考
に
評
価
す
る
。

 



別
紙
１
－
２
③

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
統
括
監
督
職
員
）

 
考
査
項
目

 
細

別
 

ａ
 

ａ
‘

 
ｂ

 
ｂ
‘

 
ｃ

 
優
れ
て
い
る

 
ｂ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
ｃ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
６
．
社
会
性
等

 
Ⅰ
．
地
域
へ
の
貢
献
等

 
●
評
価
対
象
項
目

 

 
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

 

 
現
場
事
務
所
や
作
業
現
場
の
環
境
を
周
辺
地
域
と
の
景
観
に
合
わ
せ
る
な
ど
、
積
極
的
に
周
辺
地
域
と
の
調
和
を
図
っ
た
。

 

 
定
期
的
に
広
報
紙
の
配
布
や
現
場
見
学
会
等
を
実
施
し
て
、
積
極
的
に
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
。

 

 
道
路
清
掃
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
し
、
地
域
に
貢
献
し
た
。

 

 
地
域
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
。

 

 
災
害
時
な
ど
に
お
い
て
、
地
域
へ
の
支
援
又
は
行
政
な
ど
に
よ
る
救
援
活
動
へ
の
積
極
的
な
協
力
を
行
っ
た
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 ●
判
断
基
準

 

※
上
記
該
当
項
目
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
ａ
、
ａ
’
、
ｂ
、
ｂ
’
、
ｃ
評
価
を
行
う
。

 

 

 

                           

 



別
紙
１
－
２
④

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
統
括
監
督
職
員
）

 
考
査
項
目

 
法
令
遵

守
等
の

該
当
項

目
一
覧

表
 

７
．
法
令
遵
守
等

 
 

                

  
①
 
本
考
査
項
目
（
７

.法
令
遵
守
等
）
で
評
価
す
る
事
例
は
、
施
工
に
あ
た
っ
て
工
事
関
係
者
が
下
記
の
適
応
事
例
で
上
表
の
措
置
が
あ
っ
た
場
合
に
適
用
す
る
。

 
②
 
「
施
工
」
と
は
、
請
負
契
約
書
の
記
載
内
容
（
工
事
名
、
工
期
、
施
工
場
所
等
）
を
履
行
す
る
こ
と
に
限
定
す
る
。

 
③
 
「
工
事
関
係
者
」
と
は
、
当
該
工
事
現
場
に
従
事
す
る
現
場
代
理
人
、
監
理
技
術
者
、
主
任
技
術
者
、
品
質
証
明
員
、
請
負
会
社
の
現
場
従
事
職
員
及
び
当
該
工
事
に
あ
た
っ
て
下
請
契
約
し
、
そ
れ
を
履
行
す
る
た
め
に
従
事
す
る
者
に
限
定
す
る
。

 
④
 
総
合
評
価
落
札
方
式
に
お
け
る
技
術
提
案
が
、
受
注
者
の
責
に
よ
り
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
８
．
そ
の
他
の
項
目
で
減
ず
る
措
置
を
行
う
。

 
 

【
上
記
で
評
価
す
る
場
合
の
適
応
事
例
】

 

1.
入
札
前
に
提
出
し
た
調
査
資
料
な
ど
に
お
い
て
、
虚
偽
の
事
実
が
判
明
し
た
。

 

 2
.承
諾
な
し
に
権
利
又
は
義
務
を
第
三
者
に
譲
渡
又
は
承
継
し
た
。

 

 3
.使
用
人
に
関
す
る
労
働
条
件
に
問
題
が
あ
り
送
検
さ
れ
た
。

 

 4
.産
業
廃
棄
物
処
理
法
に
違
反
す
る
不
法
投
棄
、
砂
利
採
取
法
に
違
反
す
る
無
許
可
採
取
等
の
関
係
法
令
に
違
反
す
る
事
実
が
判
明
し
た
。

 

 5
.当
該
工
事
関
係
者
が
贈
収
賄
な
ど
に
よ
り
逮
捕
又
は
公
訴
さ
れ
た
。

 

 6
. 
一
括
下
請
や
技
術
者
の
専
任
違
反
等
の
建
設
業
法
に
違
反
す
る
事
実
が
判
明
し
た
。

 

 7
.入
国
管
理
法
に
違
反
す
る
外
国
人
の
不
法
就
労
者
が
判
明
し
、
送
検
さ
れ
た
。

 

 8
.労
働
基
準
法
に
違
反
す
る
事
実
が
判
明
し
、
送
検
等
さ
れ
た
。

 

 9
.監
督
又
は
検
査
の
実
施
を
、
不
当
な
圧
力
を
か
け
る
な
ど
に
よ
り
妨
げ
た
。

 

10
.下
請
代
金
を
期
日
以
内
に
支
払
っ
て
い
な
い
、
不
当
に
下
請
代
金
の
額
を
減
じ
て
い
る
な
ど
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
第
４
条
に
規
定
す
る
親
事
業
者
の
遵
守
事
項
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
る
。

 

11
.過
積
載
等
の
道
路
交
通
法
違
反
に
よ
り
、
逮
捕
又
は
送
検
さ
れ
た
。

 

12
.受
注
企
業
の
社
員
に
「
指
定
暴
力
団
」
又
は
「
指
定
暴
力
団
の
傘
下
組
織
（
団
体
）
」
に
所
属
す
る
構
成
員
、
準
構
成
員
、
企
業
舎
弟
等
の
暴
力
団
関
係
者
が
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

 

13
.下
請
に
暴
力
団
関
係
企
業
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
あ
る
い
は
、
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
９
条
に
記
さ
れ
て
い
る
砂
利
、
砂
、
防
音
シ
ー
ト
、
軍
手
等
の
物
品
の
納
入
、
土
木
作
業
員
や
ガ
ー
ド
マ
ン
の
受
け
入
れ
、

 

土
木
作
業
員
用
の
自
動
販
売
機
の
設
置
等
を
行
っ
て
い
る
事
実
が
判
明
し
た
。

 

14
.安
全
管
理
が
不
適
切
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
死
傷
者
を
生
じ
さ
せ
た
工
事
関
係
者
事
故
又
は
重
大
な
損
害
を
与
え
た
公
衆
損
害
事
故
を
起
こ
し
た
。

 

    

措
置
内

容
 

点
数

 

 
１

.指
名
停
止
３
ヶ
月
以
上

 
－
 
２
０
点

 

 
２

.指
名
停
止
２
ヶ
月
以
上
３
ヶ
月
未
満

 
－
 
１
５
点

 

 
３

.指
名
停
止
１
ヶ
月
以
上
２
ヶ
月
未
満

 
－
 
１
３
点

 

 
４

.指
名
停
止
２
週
間
以
上
１
ヶ
月
未
満

 
－
 
１
０
点

 

 
５

.文
書
注
意

 
－
 
８
点

 

 
６

.口
頭
注
意

 
－
 
５
点

 

 
７

. 
工
事
関
係
者
事
故
又
は
公
衆
災
害
が
発
生
し
た
が
、
当
該
事
故
に
係
る
安
全
管
理
の
措
置
の
不
適
切
な
程
度
が
軽
微
な
た
め
、
口
頭
注
意

以
上
の
処
分
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合

 

（
不
問
で
処
分
し
た
案
件
。
 
も
ら
い
事
故
や
交
通
事
故
は
含
ま
な
い
。
）

 

－
 
３
点

 

 

 
８

.そ
の
他
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

－
 
 
 
点

 

□
 

 ９
.項
目
該
当
な
し

 

 



別
紙
１
－
３
①

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
査
員

）
 

 
考
査
項
目
 
 

細
別

 
ａ

 
ｂ

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
劣
っ
て
い
る

 
劣
っ
て
い
る

 
２
．
施
工
状
況

 
Ⅰ
．
施
工
管
理

 

●
 
評
価
対
象
項
目

 
 

 
契
約
書
第
１
８
条
第
１
項
第
１
号
～
５
号
に
基
づ
く
設
計
図
書
の
照
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
施
工
計
画
書
が
工
事
着
手
前
に
提
出
さ
れ
、
所
定
の
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
設
計
図
書
の
内
容
及
び
現
場
条
件
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
工
事
期
間
を
通
じ
て
、
施
工
計
画
書
の
記
載
内
容
と
現
場
施
工
方
法
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
現
場
条
件
又
は
計
画
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
当
該
工
事
着
手
前
に
変
更
計
画
書
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
工
事
材
料
の
品
質
に
影
響
が
無
い
よ
う
工
事
材
料
を
保
管
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
立
会
確
認
の
手
続
き
を
事
前
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
建
設
副
産
物
の
再
利
用
等
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
施
工
体
制
台
帳
及
び
施
工
体
系
図
を
法
令
等
に
沿
っ
た
内
容
で
適
確
に
整
備
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
下
請
に
対
す
る
引
き
取
り
（
完
成
）
検
査
を
書
面
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
品
質
証
明
体
制
が
確
立
さ
れ
、
品
質
証
明
員
に
よ
る
関
係
書
類
、
出
来
形
、
品
質
等
の
確
認
を
工
事
全
般
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
工
事
の
関
係
書
類
を
不
足
な
く
簡
潔
に
整
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
社
内
の
管
理
基
準
に
基
づ
き
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
そ
の
他
 

  
 
 

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

90
%
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・

a 

評
価
値
が

80
％
以
上

90
%
未
満
・
・
・
・
・

b 

評
価
値
が

80
%
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・

c 

               

 
施
工
管
理
に
つ
い
て
、
監
督

員
が
文
書
に
よ
る
改
善
指

示
を
行
っ
た
。

 

 

 
施
工
管
理
に
つ
い
て
、
監
督

員
か
ら
の
文
書
に
よ
る
改

善
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
。

 

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
３
②

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検

査
員
）

 
考
査
項
目

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
出
来
形
の
測
定
が
、
必
要
な
測
定

項
目
に
つ
い
て
所
定
の
測
定
基

準
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
、
測

定
値
が
規
格
値
を
満
足
し
、
そ
の

ば
ら
つ
き
が
規
格
値
の
概
ね
５

０
％
以
内
で
、
下
記
の
「
評
定
対

象
項
目
」
の
４
項
目
以
上
が
該
当

す
る
。

 

 
出
来
形
の
測
定
が
、
必
要
な
測
定

項
目
に
つ
い
て
所
定
の
測
定
基

準
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
、
測

定
値
が
規
格
値
を
満
足
し
、
そ
の

ば
ら
つ
き
が
規
格
値
の
概
ね
５

０
％
以
内
で
、
下
記
の
「
評
定
対

象
項
目
」
の
３
項
目
以
上
が
該
当

す
る
。

 

 
出
来
形
の
測
定
が
、
必
要
な
測
定
項

目
に
つ
い
て
所
定
の
測
定
基
準
に

基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
、
測
定
値
が

規
格
値
を
満
足
し
、
そ
の
ば
ら
つ
き

が
規
格
値
の
概
ね
８
０
％
以
内
で
、

下
記
の
「
評
定
対
象
項
目
」
の
３
項

目
以
上
が
該
当
す
る
。

 

 
出
来
形
の
測
定
が
、
必
要
な
測
定

項
目
に
つ
い
て
所
定
の
測
定
基
準

に
基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
、
測
定

値
が
規
格
値
を
満
足
し
、
そ
の
ば

ら
つ
き
が
規
格
値
の
概
ね
８
０
％

以
内
で
、
下
記
の
「
評
定
対
象
項

目
」
の
２
項
目
以
上
が
該
当
す
る
。

 
出
来
形
の
測
定
が
、
必
要
な
測
定

項
目
に
つ
い
て
所
定
の
測
定
基
準

に
基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
、
測
定

値
が
規
格
値
を
満
足
し
、
ａ
～
ｂ
’

に
該
当
し
な
い
。

 

 
出
来
形
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で

あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い

改
善
さ
れ
た
。

 

 
出
来
形
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で

あ
っ
た
た
め
、
検
査
員

が
修
補
指
示
を
行
っ

た
。

 
 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
出
来
形
管
理
が
容
易
に
把
握
で
き
る
よ
う
、
出
来
形
管
理
図
及
び
出
来
形
管
理
表
を
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
社
内
の
管
理
基
準
に
基
づ
き
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
不
可
視
部
分
の
出
来
形
が
写
真
で
確
認
で
き
る
。

 
 
写
真
管
理
基
準
の
管
理
項
目
を
満
足
し
て
い
る
。

 
 
出
来
形
管
理
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
工
種
に
つ
い
て
、
監
督
員
と
協
議
の
上
で
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 
  

  

 
 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
優
れ
て
い
る

 
ｂ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
ｃ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
劣
っ
て
い
る

 
劣
っ
て
い
る

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

 

Ⅰ
．
出
来
形

    

機
械
設
備
工
事

 

 

※
上
記
欄
に
よ
ら
ず
、

当
該
欄
で
評
価

 

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
据
付
に
関
す
る
出
来
形
管
理
が
容
易
に
把
握
で
き
る
よ
う
、
出
来
形
管
理
図
な
ど
を
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
全
般
に
わ
た
り
、
形
状
及
び
寸
法
の
実
測
値
が
許
容
範
囲
内
で
あ
り
、
出
来
形
の
確
認
が
で
き
る
。

 
 
工
事
写
真
の
撮
影
記
録
が
撮
影
基
準
を
満
足
し
て
い
る
。

 
 
設
計
図
書
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
出
来
形
管
理
項
目
に
つ
い
て
、
監
督
員
と
協
議
の
上
で
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
不
可
視
部
分
の
出
来
形
が
写
真
で
確
認
で
き
る
。

 
 
塗
装
管
理
基
準
の
塗
膜
厚
管
理
が
適
切
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
出
来
形
の
確
認
が
で
き
る
。

 
 
溶
接
管
理
基
準
の
出
来
形
管
理
が
適
切
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
出
来
形
の
確
認
が
で
き
る
。

 
 
社
内
の
管
理
基
準
に
基
づ
き
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
て
い
る
予
備
品
に
不
足
が
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
分
解
整
備
に
お
け
る
既
設
部
品
等
の
摩
耗
、
損
傷
等
に
つ
い
て
、
整
備
前
と
整
備
後
の
老
化
状
況
及
び
回
復
状
況
が
図
表
等
に
記
録
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
●
判
断
基
準

 
評
価
値
が

90
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

 

評
価
値
が

80
％
以
上

90
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
ａ
’

 

評
価
値
が

70
％
以
上

80
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

 

評
価
値
が

60
％
以
上

70
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
ｂ
’

 

評
価
値
が

60
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

 

        

 
出
来
形
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で

あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い

改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
出
来
形
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適

切
で
あ
っ
た
た
め
、

検
査
員
が
修
補
指
示

を
行
っ
た
。

 
 

 

①
 
出
来
形
は
、
工
事
全
般
を
通
じ
て
評
定
す
る
も
の
と
す
る
。

 
②
 
出
来
形
と
は
、
設
計
図
書
に
示
さ
れ
た
工
事
目
的
物
の
形
状
及
び
寸
法
を
い
う
。

 
③
 
出
来
形
管
理
と
は
、「
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
」
の
測
定
項
目
、
測
定
基
準
及
び
規
格
値
に
基
づ
き
所
定

の
出
来
形
を
確
保
す
る
管
理
体
系
で
あ
る
。

 
④

出
来
形
管
理
項
目
を
設
定
し
て
い
な
い
工
事
は
「
ｃ
」
評
価
と
す
る
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
３
③

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検

査
員
）

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
優
れ
て
い
る

 
ｂ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
ｃ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
や
や
劣
っ
て
い
る

 
劣
っ
て
い
る

 
３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

  
Ⅰ
．
出
来
形

  

電
気
設
備
工
事

 

通
信
設
備
工
事
・
受
変

電
設
備
工
事

 

 ※
上
記
欄
に
よ
ら
ず
、

当
該
欄
で
評
価

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
据
付
に
関
す
る
出
来
形
管
理
が
容
易
に
把
握
で
き
る
よ
う
、
出
来
形
管
理
図
及
び
出
来
形
管
理
表
を
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
機
器
等
の
測
定
（
試
験
）
結
果
が
、
そ
の
都
度
管
理
図
表
な
ど
に
記
録
さ
れ
、
適
切
に
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
写
真
管
理
基
準
の
管
理
項
目
を
満
足
し
て
い
る
。

 

 
不
可
視
部
分
の
出
来
形
が
写
真
に
よ
り
確
認
で
き
る
。

 

 
設
計
図
書
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
出
来
形
管
理
項
目
に
つ
い
て
、
監
督
員
と
協
議
の
上
で
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
設
備
全
般
に
わ
た
り
、
形
状
、
寸
法
の
実
測
値
が
許
容
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
設
備
の
据
付
、
固
定
方
法
が
、
設
計
図
書
又
は
承
諾
図
書
の
と
お
り
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
配
管
及
び
配
線
が
設
計
図
書
又
は
承
諾
図
書
通
り
敷
設
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
行
先
な
ど
を
表
示
し
た
名
札
が
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
に
分
か
り
易
く
堅
固
に
取
り
付
け
て
い
る
。

 

 
配
管
及
び
配
線
の
支
持
間
隔
や
絶
縁
抵
抗
等
に
つ
い
て
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
社
内
の
管
理
基
準
に
基
づ
き
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

●
判
断
基
準

 

評
価
値
が

90
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

 

評
価
値
が

80
％
以
上

90
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
ａ
’

 

評
価
値
が

70
％
以
上

80
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

 

評
価
値
が

60
％
以
上

70
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
ｂ
’

 

評
価
値
が

60
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

 

                

 
出
来
形
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で

あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い

改
善
さ
れ
た
。

 

 
出
来
形
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で

あ
っ
た
た
め
、
検
査
員

が
修
補
指
示
を
行
っ

た
。

 

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

 

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
３
④

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検

査
員
）

 
考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト

 

構
造
物
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
試
験
及
び
試
験
練
り
を
行
っ
て
お
り
､
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質

(強
度
・
ｗ
／
ｃ
、
最
大
骨
材
粒
径
、
塩
化
物
総
量
、
単
位
水
量
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
等
）
が

確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
受
け
入
れ
時
に
必
要
な
試
験
を
実
施
し
て
お
り
、
温
度
、
ス
ラ
ン
プ
、
空
気
量
等
の
測
定
結
果
が
確
認
で
き
る
。

 

 
圧
縮
強
度
試
験
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
供
試
体
が
、
当
該
現
場
の
供
試
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
施
工
条
件
や
気
象
条
件
に
適
し
た
運
搬
時
間
､
打
設
時
の
投
入
高
さ
及
び
締
固
め
方
法
が
、
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

（
寒
中
及
び
暑
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
を
含
む
）

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度
を
管
理
し
、
必
要
な
強
度
に
達
し
た
後
に
型
枠
及
び
支
保
工
の
取
り
外
し
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
前
に
、
打
継
ぎ
目
処
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
鉄
筋
の
品
質
が
、
証
明
書
類
で
確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
ま
で
に
さ
び
、
ど
ろ
、
油
等
の
有
害
物
が
鉄
筋
に
付
着
し
な
い
よ
う
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
鉄
筋
の
組
立
及
び
加
工
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
圧
接
作
業
に
あ
た
り
、
作
業
員
の
技
量
確
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
養
生
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
ス
ペ
ー
サ
ー
の
品
質
及
び
個
数
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
有
害
な
ク
ラ
ッ
ク
が
無
い
。
 
 

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い

改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
検
査
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 
 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

ｂ
’

ｃ
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

  
Ⅱ
．
品
質

 

 

土
工
事

 

（
切
土
、
盛
土
、

 

堤
防
等
工
事
）

 
●
評
価
対
象
項
目

 

 
雨
水
に
よ
る
崩
壊
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
排
水
対
策
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
段
切
り
を
設
計
図
書
に
基
づ
き
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
置
換
え
の
た
め
の
掘
削
を
行
う
に
あ
た
り
､
掘
削
面
以
下
を
乱
さ
な
い
よ
う
に
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
締
固
め
が
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
一
層
あ
た
り
の
ま
き
出
し
厚
を
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
芝
付
け
及
び
種
子
吹
付
を
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
条
件
で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 

 
構
造
物
周
辺
の
締
固
め
を
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
条
件
で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
土
羽
土
の
土
質
が
設
計
図
書
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
Ｃ
Ｂ
Ｒ
試
験
な
ど
の
品
質
管
理
に
必
要
な
試
験
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
法
面
に
有
害
な
亀
裂
が
無
い
。

 

 
伐
開
除
根
作
業
が
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い

改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
検
査
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 

 

5
0
％
以
下

8
0
％
以
下

8
0
%
を
超
え
る

9
0
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

7
5
％
以
上
9
0
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

6
0
％
以
上
7
5
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

6
0
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

●
判
断
基
準

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

5
0
％
以
下

8
0
％
以
下

8
0
%
を
超
え
る

9
0
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

7
5
％
以
上
9
0
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

6
0
％
以
上
7
5
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

6
0
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

●
判
断
基
準

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
３
⑤

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検

査
員
）

 
考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 

護
岸
・
根
固
・

 

水
制
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
施
工
基
面
を
平
滑
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
裏
込
材
及
び
胴
込
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
締
固
め
を
、
空
隙
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
緑
化
ブ
ロ
ッ
ク
、
石
積
（
張
）
、
法
枠
、
か
ご
マ
ッ
ト
等
に
お
け
る
材
料
の
か
み
合
わ
せ
又
は
連
結
が
、
裏
込
材
の
吸
出
し
が
無
い
よ
う
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
石
積
（
張
）
工
に
お
い
て
、
大
き
さ
及
び
重
さ
が
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
護
岸
工
の
端
部
や
曲
線
部
の
処
理
が
適
切
で
あ
り
、
必
要
な
強
度
及
び
水
密
性
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
遮
水
シ
ー
ト
が
所
定
の
幅
で
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
、
端
部
処
理
が
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
植
生
工
で
、
植
生
の
種
類
、
品
質
、
配
合
及
び
養
生
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
根
固
工
、
水
制
工
、
沈
床
工
、
捨
石
工
等
に
お
い
て
、
材
料
の
連
結
及
び
か
み
合
わ
せ
が
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
指
定
材
料
の
品
質
が
、
証
明
書
類
で
確
認
で
き
る
。

 
 
基
礎
工
に
お
い
て
、
掘
り
過
ぎ
が
無
く
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
損
傷
無
く
設
置
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
施
工
に
あ
た
っ
て
、
床
堀
箇
所
の
湧
水
及
び
滞
水
等
は
、
排
除
し
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
埋
戻
し
材
料
に
つ
い
て
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
有
害
な
ク
ラ
ッ
ク
が
無
い
。

 
 
そ
の
他

 
 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
監
督
員
が
文
書

で
指
示
を
行
い
改
善
さ
れ

た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
検
査
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 
 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

  
Ⅱ
．
品
質

 

 

鋼
橋
工
事

 

（
Ｒ
Ｃ
床
版
工
事
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
に
準
ず
る
）

 

 
評
価
対
象
項
目

 

【
工
場
製
作
関
係
】

 
 
鋼
材
の
種
別
を
、
品
質
を
証
明
す
る
書
類
又
は
現
物
に
よ
り
照
合
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
溶
接
作
業
に
あ
た
り
、
作
業
員
の
技
量
確
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
溶
接
作
業
に
あ
た
り
、
溶
接
材
料
の
使
用
区
分
が
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
溶
接
施
工
に
係
る
施
工
計
画
書
を
提
出
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
孔
空
け
に
よ
っ
て
生
じ
た
ま
く
れ
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
き
め
細
や
か
に
製
作
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
欠
陥
部
の
発
生
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
塗
装
作
業
に
あ
た
り
、
塗
布
面
を
十
分
に
乾
燥
さ
せ
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
素
地
調
整
を
行
う
場
合
、
第
１
種
ケ
レ
ン
後
４
時
間
以
内
に
金
属
前
処
理
塗
装
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
塗
料
の
空
缶
管
理
に
つ
い
て
、
写
真
等
で
確
実
に
空
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
塗
料
の
品
質
が
出
荷
証
明
書
、
塗
料
成
績
表
に
よ
り
、
製
造
年
月
日
、
ロ
ッ
ト
番
号
、
色
彩
、
数
量
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他
 
 

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【
架
設
関
係
】

 
 
ボ
ル
ト
の
締
付
確
認
が
実
施
さ
れ
、
記
録
を
保
管
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ボ
ル
ト
の
締
付
機
及
び
測
定
機
器
の
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
高
力
ボ
ル
ト
の
締
め
付
け
を
、
中
心
か
ら
外
側
に
向
か
っ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
高
力
ボ
ル
ト
の
品
質
が
、
証
明
書
類
で
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
支
承
の
据
付
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
面
の
チ
ッ
ピ
ン
グ
及
び
仕
上
げ
面
に
水
切
勾
配
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
架
設
に
あ
た
っ
て
、
部
材
の
応
力
と
変
形
等
を
十
分
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
架
設
に
用
い
る
仮
設
備
及
び
架
設
用
機
材
に
つ
い
て
品
質
、
性
能
が
確
保
で
き
る
規
模
及
び
強
度
を
有
し
て
確
認
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
現
場
塗
装
部
の
ケ
レ
ン
及
び
膜
厚
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 

 
 
現
場
塗
装
に
お
い
て
、
温
度
、
湿
度
、
風
速
等
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
監
督
員
が
文
書

で
指
示
を
行
い
改
善
さ
れ

た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
検
査
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 
 

  

5
0
％
以
下

8
0
％
以
下

8
0
%
を
超
え
る

9
0
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

7
5
％
以
上
9
0％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

6
0
％
以
上
7
5％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

6
0
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

●
判
断
基
準

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

5
0
％
以
下

8
0
％
以
下

8
0
%
を
超
え
る

9
0
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

7
5
％
以
上
9
0
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

6
0
％
以
上
7
5
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

6
0
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

●
判
断
基
準

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
３
⑥

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
査
員

）
 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

  
Ⅱ
．
品
質

 

 

砂
防
構
造
物
工
事

 

及
び
地
す
べ
り
防
止

工
事

 

（
集
水
井
工
事
を
含

む
）

 

●
評
価
対
象
項
目
 
 
 

 

【
共
通
】

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
試
験
及
び
試
験
練
り
を
行
っ
て
お
り
､
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質

(強
度
・
ｗ
／
ｃ
、
最
大
骨
材
粒
径
、
塩
化
物
総
量
、
単
位
水
量
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
等
）
が

確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
受
け
入
れ
時
に
必
要
な
試
験
を
実
施
し
て
お
り
、
温
度
、
ス
ラ
ン
プ
、
空
気
量
等
の
測
定
結
果
が
確
認
で
き
る
。

 

 
圧
縮
強
度
試
験
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
供
試
体
が
、
当
該
現
場
の
供
試
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
運
搬
時
間
､
打
設
時
の
投
入
高
さ
､
締
固
時
の
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
の
機
種
及
び
養
生
方
法
が
、
施
工
条
件
及
び
気
象
条
件
に
適
し
て
お
り
、
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
（
寒
中
及
び
暑
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
を
含
む
）

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度
を
管
理
し
て
お
り
、
必
要
な
強
度
に
達
し
た
後
に
型
枠
及
び
支
保
工
の
取
り
外
し
を
行
っ
て
い
る
。

 

 
地
山
と
の
取
り
合
わ
せ
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
鉄
筋
及
び
鋼
材
の
品
質
が
、
証
明
書
類
で
確
認
で
き
る
。

 

 
有
害
な
ク
ラ
ッ
ク
が
無
い
。

 

 
そ
の
他
 
 

 理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

【
砂
防
構
造
物
工
事
に
適
用
】

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
ま
で
さ
び
、
ど
ろ
、
油
等
の
有
害
物
が
、
鉄
筋
に
付
着
し
な
い
よ
う
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
鉄
筋
の
組
立
及
び
加
工
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
施
工
基
面
を
平
滑
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
ア
ン
カ
ー
の
施
工
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
ボ
ル
ト
の
締
付
確
認
が
実
施
さ
れ
、
記
録
を
保
管
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
ボ
ル
ト
の
締
付
機
及
び
測
定
機
器
の
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【
地
す
べ
り
対
策
工
事
（
抑
止
杭
・
集
水
井
戸
工
事
を
含
む
）
】

 

 
ア
ン
カ
ー
の
施
工
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
の
組
み
立
て
に
あ
た
り
、
偏
心
と
歪
み
に
配
慮
し
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
と
地
山
と
の
隙
間
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
集
・
排
水
ボ
ー
リ
ン
グ
工
の
方
向
及
び
角
度
が
、
適
正
と
な
る
よ
う
に
施
工
上
の
配
慮
を
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
そ
の
他

 

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

     

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
監
督
員
が
文
書

で
指
示
を
行
い
改
善
さ
れ

た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
検
査
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 
 

 

5
0
％
以
下

8
0
％
以
下

8
0
%
を
超
え
る

9
0
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

7
5
％
以
上
9
0
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

6
0
％
以
上
7
5
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

6
0
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

●
判
断
基
準

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
３
⑦

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
査
員

）
 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

  
Ⅱ
．
品
質

 

 

舗
装
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 

【
路
床
・
路
盤
工
関
係
】

 

 
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験
方
法
で
Ｃ
Ｂ
Ｒ
値
を
測
定
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
路
床
及
び
路
盤
工
の
プ
ル
ー
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
路
床
及
び
路
盤
工
の
密
度
管
理
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
路
盤
の
安
定
処
理
は
材
料
が
均
一
に
な
る
よ
う
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
路
盤
の
施
工
に
先
立
っ
て
、
路
床
面
、
下
層
路
盤
面
の
浮
き
石
及
び
有
害
物
を
除
去
し
て
か
ら
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
路
床
盛
土
に
お
い
て
、
一
層
の
仕
上
が
り
厚
を
２
０
ｃ
ｍ
以
下
と
し
、
各
層
ご
と
に
締
固
め
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
路
床
盛
土
に
お
い
て
、
構
造
物
の
隣
接
箇
所
や
狭
い
箇
所
に
お
け
る
締
固
め
が
、
タ
ン
パ
等
の
小
型
締
固
め
機
械
に
よ
り
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

【
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
関
係
】

 
 
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
の
品
質
が
、
配
合
設
計
及
び
試
験
練
り
の
結
果
又
は
事
前
審
査
制
度
の
証
明
書
類
に
よ
り
確
認
で
き
る
。

 
 
舗
装
工
の
施
工
に
あ
た
っ
て
、
上
層
路
盤
面
の
浮
き
石
な
ど
の
有
害
物
を
除
去
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
プ
ラ
ン
ト
出
荷
時
、
現
場
到
着
時
、
舗
設
時
等
に
お
い
て
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
の
温
度
管
理
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
舗
設
後
の
交
通
開
放
が
、
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
各
層
の
継
ぎ
目
の
位
置
が
、
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
数
値
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
縦
継
目
及
び
横
継
目
の
位
置
、
構
造
物
と
の
接
合
面
の
処
理
等
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
の
運
搬
及
び
舗
設
に
あ
た
っ
て
、
気
象
条
件
を
配
慮
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
密
度
管
理
が
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
そ
の
他
 
 

 理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

【
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
関
係
】
 
 

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
試
験
及
び
試
験
練
り
を
行
っ
て
お
り
､
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質

(強
度
・
ｗ
／
ｃ
、
最
大
骨
材
粒
径
、
塩
化
物
総
量
、
単
位
水
量
、

 

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
等
）
が
確
認
で
き
る
。

 

 
舗
装
工
の
施
工
に
先
だ
っ
て
、
上
層
路
盤
面
の
浮
き
石
等
の
有
害
物
を
除
去
し
て
か
ら
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
受
け
入
れ
時
に
必
要
な
試
験
を
実
施
し
て
お
り
、
温
度
、
ス
ラ
ン
プ
、
空
気
量
等
の
測
定
結
果
が
確
認
で
き
る
。

 

 
圧
縮
強
度
試
験
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
供
試
体
が
当
該
現
場
の
供
試
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
運
搬
時
間
､
打
設
方
法
及
び
養
生
方
法
が
、
施
工
条
件
及
び
気
象
条
件
に
適
し
て
お
り
、
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
材
料
が
分
離
し
な
い
よ
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
敷
均
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
チ
ェ
ア
ー
及
び
タ
イ
バ
ー
を
損
傷
な
ど
が
発
生
し
な
い
よ
う
保
管
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
       

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
監
督
員
が
文
書

で
指
示
を
行
い
改
善
さ
れ

た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
検
査
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 
 

     

5
0
％
以
下

8
0
％
以
下

8
0
%
を
超
え
る

9
0
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

7
5
％
以
上
9
0％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

6
0
％
以
上
7
5％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

6
0
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

●
判
断
基
準

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
３
⑧

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
査
員

）
 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次

製
品

 

水
路
工
事

 
●
 
評
価
対
象
項
目

 

【
ｺﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
二
次
製
品
水
路
工
事
】（
Ｌ
型
・
ﾎ
ﾞ
ｯ
ｸ
ｽ
ｶ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾄ
・
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
積
み
水
路
を
対
象
と
し
、
Ｕ
字
溝
・
Ｂ
Ｆ
等
は
対
象
外
）

 
□
 
材
料
の
品
質
が
証
明
書
等
で
確
認
で
き
る
。

 

□
 
施
工
基
面
が
平
滑
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

 

□
 
設
計
図
書
で
示
す
条
件
に
よ
り
締
め
固
め
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 

□
 
根
入
れ
部
分
が
設
計
図
書
ど
お
り
施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

□
 
二
次
製
品
の
吊
り
込
み
、
据
付
け
の
際
に
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

□
 
二
次
製
品
の
仮
置
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

□
 
継
目
が
設
計
図
書
で
示
す
条
件
に
よ
り
施
工
さ
れ
て
い
る
。

 

□
 
有
害
な
ク
ラ
ッ
ク
が
な
い
。

 

□
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
          

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
監
督
員
が
文
書

で
指
示
を
行
い
改
善
さ
れ

た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
検
査
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 
 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

  
Ⅱ
．
品
質

 

 

管
水
路
工
事

 

 ●
 評
価
対
象
項
目

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
材
料
の
品
質
が
証
明
書
等
で
確
認
で
き
る
。

  
 
管
の
接
合
が
設
計
図
書
で
示
す
条
件
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
計
図
書
で
示
す
条
件
に
よ
り
締
め
固
め
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
管
の
両
端
が
均
等
に
埋
め
戻
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
地
盤
面
、
基
礎
面
に
不
陸
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
管
の
吊
り
込
み
、
据
付
け
の
際
に
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 
管
の
仮
置
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
           

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
監
督
員
が
文
書

で
指
示
を
行
い
改
善
さ
れ

た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
検
査
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 
 

  

5
0
％
以
下

8
0
％
以
下

8
0
%
を
超
え
る

9
0
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

7
5
％
以
上
9
0％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

6
0
％
以
上
7
5％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

6
0
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

●
判
断
基
準

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

●
判
断
基
準

5
0
％
以
下

8
0
％
以
下

8
0
%
を
超
え
る

9
0
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

7
5
％
以
上
9
0％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

6
0
％
以
上
7
5％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

6
0
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。



別
紙
１
－
３
⑨

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
査
員

）
 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

  
Ⅱ
．
品
質

 

 

法
面
工
事

 

  
●
評
価
対
象
項
目

 
【
共
通
】

 
 
施
工
基
面
を
平
滑
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
（
特
に
法
枠
工
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
又
は
モ
ル
タ
ル
吹
付
工
関
係
）

 
 
施
工
に
際
し
て
、
品
質
に
害
と
な
る
施
工
面
の
浮
き
石
や
ゴ
ミ
等
を
除
去
し
て
か
ら
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
盛
土
の
施
工
に
あ
た
り
、
法
面
の
崩
壊
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
締
固
め
を
十
分
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
雨
水
に
よ
る
崩
壊
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
排
水
対
策
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

【
種
子
吹
付
工
、
客
土
吹
付
工
、
植
生
基
材
吹
付
工
関
係
】

 
 
土
壌
試
験
の
結
果
を
施
工
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ネ
ッ
ト
な
ど
の
境
界
に
隙
間
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ネ
ッ
ト
な
ど
が
破
損
を
生
じ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
吹
付
け
厚
さ
が
均
等
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
使
用
す
る
材
料
の
種
類
、
品
質
、
配
合
等
が
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
施
工
時
期
が
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

【
コ
ン
ク
リ
ー
ト
又
は
モ
ル
タ
ル
吹
付
工
関
係
】

 
 
使
用
す
る
材
料
の
種
類
、
品
質
及
び
配
合
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
金
網
の
重
ね
幅
が
、
１
０
ｃ
ｍ
以
上
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
金
網
が
破
損
を
生
じ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
吸
水
性
の
吹
付
け
面
に
お
い
て
、
事
前
に
吸
水
さ
せ
て
か
ら
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
吹
付
け
厚
さ
が
均
等
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
吹
付
け
厚
さ
に
応
じ
て
２
層
以
上
に
分
割
し
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
圧
縮
強
度
試
験
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
供
試
体
が
、
当
該
現
場
の
供
試
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
不
良
箇
所
が
生
じ
な
い
よ
う
跳
ね
返
り
材
料
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
法
肩
の
吹
付
け
に
あ
た
り
、
地
山
に
沿
っ
て
巻
き
込
ん
で
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

【
現
場
打
法
枠
工
関
係
（
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
法
枠
工
含
む
）
】

 
 
使
用
す
る
材
料
の
種
類
、
品
質
及
び
配
合
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ア
ン
カ
ー
を
設
計
図
書
ど
お
り
の
長
さ
で
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
現
場
養
生
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
す
る
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
強
度
試
験
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
供
試
体
が
当
該
現
場
の
供
試
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
枠
内
に
空
隙
が
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
層
間
に
は
く
離
が
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
不
良
箇
所
が
生
じ
な
い
よ
う
跳
ね
返
り
材
料
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他
 
 

 理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     

①
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
監
督
員
が
文
書

で
指
示
を
行
い
改
善
さ
れ

た
。

 
 

②
 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
検
査
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 
 

 

5
0
％
以
下

8
0
％
以
下

8
0
%
を
超
え
る

9
0
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

7
5
％
以
上
9
0
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

6
0
％
以
上
7
5
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

6
0
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

●
判
断
基
準

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
３
⑩

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検

査
員
）

 
考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 

基
礎
工
事
及
び

 

地
盤
改
良
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 
【
杭
関
係
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
鋼
管
・
鋼
管
井
筒
、
場
所
打
、
深
礎
等
）
】

 
 
杭
に
損
傷
及
び
補
修
痕
が
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
既
製
杭
の
打
止
め
管
理
の
方
法
及
び
場
所
打
杭
の
施
工
管
理
の
方
法
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
記
録
を
整
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
杭
頭
処
理
に
お
い
て
、
杭
本
体
を
損
傷
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
水
平
度
、
鉛
直
度
等
が
、
設
計
図
書
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
溶
接
の
品
質
管
理
に
関
し
て
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
支
持
地
盤
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
、
掘
削
深
さ
、
掘
削
土
砂
等
に
よ
り
確
認
で
き
る
。
 

 
場
所
打
杭
に
つ
い
て
、
ト
レ
ミ
ー
管
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
に
２
ｍ
以
上
挿
入
し
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
掘
削
深
度
、
排
出
土
砂
、
孔
内
水
位
の
変
動
及
び
安
定
液
を
用
い
る
場
合
の
孔
内
の
安
定
液
濃
度
並
び
に
比
重
等
が
、
設
計
図
書
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
配
筋
、
ス
ペ
ー
サ
ー
の
配
置
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
等
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
の
組
み
立
て
に
あ
た
り
、
偏
心
と
歪
み
に
配
慮
し
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
裏
込
材
注
入
の
圧
力
な
ど
が
施
工
記
録
に
よ
り
確
認
で
き
る
。
 
 

 
強
度
確
認
、
セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
の
比
重
管
理
な
ど
の
品
質
に
係
わ
る
事
項
の
管
理
資
料
を
整
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
地
盤
改
良
関
係
】

 
 
改
良
材
の
バ
ッ
チ
管
理
記
録
が
整
理
さ
れ
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
の
比
重
、
ス
ラ
リ
ー
噴
出
量
、
強
度
等
の
管
理
資
料
を
整
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
事
前
に
土
質
試
験
を
実
施
し
、
改
良
材
の
選
定
、
必
要
添
加
量
の
設
定
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
施
工
箇
所
が
均
一
に
改
良
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
十
分
な
強
度
及
び
支
持
力
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
  

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い

改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
検
査
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 
 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

  
Ⅱ
．
品
質

 

 

海
岸
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目
 
 

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度
を
管
理
し
、
必
要
な
強
度
に
達
し
た
後
に
型
枠
及
び
支
保
工
の
取
り
外
し
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
運
搬
、
打
設
、
締
め
固
め
が
、
気
象
条
件
に
適
し
て
お
り
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
圧
縮
強
度
試
験
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
供
試
体
が
当
該
現
場
の
供
試
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
転
置
及
び
仮
置
に
あ
た
っ
て
、
強
度
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

 
 
転
倒
や
崩
壊
等
が
無
い
よ
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
仮
置
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
捨
石
基
礎
の
均
し
面
を
平
坦
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
 
工
事
期
間
中
、

1
日

1
回
は
潮
位
観
測
を
実
施
し
て
記
録
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
台
風
な
ど
の
異
常
気
象
に
備
え
て
施
工
前
に
避
難
場
所
の
確
保
及
び
退
避
設
備
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
そ
の
他
 
 

 理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

        

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い

改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
検
査
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 

 

50
％
以
下

80
％
以
下
8
0%
を
超
え
る

9
0％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

75
％
以
上
9
0％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

60
％
以
上
7
5％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

6
0％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

●
判
断
基
準

 

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

7
5
％
以
上
9
0
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

6
0
％
以
上
7
5
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

●
判
断
基
準

 

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。
 

①
 

 当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 

 削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 

 評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 

④
 

 な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

①
 

 当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 

 削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 

 評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 

④
 

 な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
３
⑪

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
査
員

）
 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

  
Ⅱ
．
品
質

 

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

 

上
部
工
事

 

（
Ｐ
Ｃ
及
び
Ｒ
Ｃ
を

対
象
）

 

  

●
評
価
対
象
項
目
 
 
 

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
試
験
及
び
試
験
練
り
を
行
っ
て
お
り
､
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質

(強
度
・
ｗ
／
ｃ
、
最
大
骨
材
粒
径
、
塩
化
物
総
量
、
単
位
水
量
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
等
）

 

が
確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
受
け
入
れ
時
に
必
要
な
試
験
を
実
施
し
て
お
り
、
温
度
、
ス
ラ
ン
プ
、
空
気
量
等
の
測
定
結
果
が
確
認
で
き
る
。

 

 
圧
縮
強
度
試
験
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
供
試
体
が
、
当
該
現
場
の
供
試
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
施
工
条
件
や
気
象
条
件
に
適
し
た
運
搬
時
間
､
打
設
時
の
投
入
高
さ
及
び
締
固
め
方
法
が
、
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

（
寒
中
及
び
暑
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
を
含
む
）

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
圧
縮
強
度
を
管
理
し
て
、
必
要
な
強
度
に
達
し
た
後
に
型
枠
及
び
支
保
工
の
取
り
外
し
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
鉄
筋
の
品
質
が
、
証
明
書
類
で
確
認
で
き
る
。

 

 
鉄
筋
の
引
張
強
度
及
び
曲
げ
強
度
の
試
験
値
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
ま
で
に
さ
び
、
ど
ろ
、
油
等
の
有
害
物
が
鉄
筋
に
付
着
し
な
い
よ
う
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
圧
接
作
業
に
あ
た
り
、
作
業
員
の
技
量
確
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
鉄
筋
の
組
立
及
び
加
工
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
養
生
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
ス
ペ
ー
サ
ー
の
品
質
及
び
個
数
が
、
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
プ
レ
ビ
ー
ム
桁
の
プ
レ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
管
理
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
使
用
す
る
装
置
及
び
機
器
の
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
事
前
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
Ｐ
Ｃ
鋼
材
の
緊
張
及
び
グ
ラ
ウ
ト
注
入
管
理
値
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
プ
レ
ス
ト
レ
ッ
シ
ン
グ
時
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
縮
強
度
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
縮
強
度
の
確
認
は
、
構
造
物
と
同
様
な
養
生
条
件
に
お
か
れ
た
供
試
体
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
有
害
な
ク
ラ
ッ
ク
が
無
い
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

   
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                  

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い

改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
検
査
員

が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 

 

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%
を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

7
5
％
以
上
9
0
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

6
0
％
以
上
7
5
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

●
判
断
基
準

 

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
３
⑫

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検

査
員
）

 
考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 

塗
装
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
塗
装
作
業
に
あ
た
り
、
塗
布
面
を
十
分
に
乾
燥
さ
せ
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ケ
レ
ン
を
入
念
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
天
候
状
況
の
確
認
、
気
温
及
び
湿
度
の
測
定
を
行
い
、
塗
装
作
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
塗
料
を
使
用
前
に
撹
拌
し
、
容
器
の
塗
料
を
均
一
な
状
態
に
し
て
か
ら
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
鋼
材
表
面
及
び
被
塗
装
面
の
汚
れ
、
油
類
等
を
除
去
し
塗
装
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
塗
料
の
空
缶
管
理
に
つ
い
て
写
真
等
で
確
実
に
空
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
塗
り
残
し
、
な
が
れ
、
し
わ
等
が
無
く
塗
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
溶
接
部
、
ボ
ル
ト
の
接
合
部
分
、
構
造
の
複
雑
な
部
分
に
つ
い
て
、
必
要
な
塗
膜
厚
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
塗
料
の
品
質
が
出
荷
証
明
書
、
塗
料
成
績
表
に
よ
り
、
製
造
年
月
日
、
ロ
ッ
ト
番
号
、
色
彩
、
数
量
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
        

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
監
督

員
が
文
書
で
指
示
を
行

い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
検
査
員

が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

  
Ⅱ
．
品
質

 

 

ト
ン
ネ
ル
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目
 
 
 

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
試
験
及
び
試
験
練
り
を
行
っ
て
お
り
､
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質

(強
度
・
ｗ
／
ｃ
、
最
大
骨
材
粒
径
、
塩
化
物
総
量
、
単
位
水
量
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
抑
制
等
）
が

確
認
で
き
る
。

 

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
受
け
入
れ
時
に
必
要
な
試
験
を
実
施
し
て
お
り
、
温
度
、
ス
ラ
ン
プ
、
空
気
量
等
の
測
定
結
果
が
確
認
で
き
る
。

 

 
圧
縮
強
度
試
験
に
使
用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
供
試
体
が
、
当
該
現
場
の
供
試
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
施
工
条
件
や
気
象
条
件
に
適
し
た
運
搬
時
間
､
打
設
方
法
及
び
締
固
め
方
法
が
、
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
吹
付
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
及
び
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
の
種
別
、
規
格
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
岩
区
分
（
支
保
工
パ
タ
ー
ン
含
む
）
の
境
界
を
確
認
し
て
施
工
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
坑
内
観
察
調
査
な
ど
に
つ
い
て
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
計
測
管
理
を
日
々
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
た
施
工
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
金
網
の
継
ぎ
目
を
１
５
ｃ
ｍ
以
上
重
ね
合
わ
せ
て
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
吹
付
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工
に
あ
た
っ
て
、
浮
石
等
を
除
い
た
後
に
､
吹
付
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
一
層
の
厚
さ
が
１
５
ｃ
ｍ
以
下
で
地
山
と
密
着
す
る
よ
う

 

施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
吹
付
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
継
ぎ
す
る
場
合
は
、
吹
付
完
了
面
を
清
掃
し
た
上
、
湿
潤
状
態
で
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
の
定
着
長
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

 
防
水
工
に
防
水
シ
ー
ト
を
使
用
す
る
場
合
は
、
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
等
の
突
起
物
に
モ
ル
タ
ル
や
保
護
マ
ッ
ト
等
で
防
護
対
策
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
逆
巻
き
の
場
合
に
お
い
て
、
側
壁
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ア
ー
チ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
継
目
が
同
一
線
上
で
施
工
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
そ
の
他
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
監
督

員
が
文
書
で
指
示
を
行

い
改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
検
査
員

が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%
を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

7
5
％
以
上
9
0
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

6
0
％
以
上
7
5
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

●
判
断
基
準

 

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%
を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

7
5
％
以
上
9
0
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

6
0
％
以
上
7
5
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

●
判
断
基
準

 

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
３
⑬

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検

査
員
）

 
考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 

植
栽
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
活
着
が
促
さ
れ
る
よ
う
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
樹
木
な
ど
に
損
傷
､
は
ち
く
ず
れ
等
が
無
い
よ
う
保
護
養
生
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
樹
木
等
の
生
育
に
害
の
あ
る
害
虫
等
が
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
施
工
完
了
後
、
余
剰
枝
の
剪
定
､
整
形
そ
の
他
必
要
な
手
入
れ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
肥
料
が
直
接
樹
木
の
根
に
触
れ
な
い
よ
う
均
一
に
施
肥
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
植
生
す
る
樹
木
に
応
じ
て
、
余
裕
の
あ
る
植
穴
を
堀
り
植
穴
底
部
を
耕
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
添
木
を
ぐ
ら
つ
き
が
な
い
よ
う
設
置
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
樹
名
板
を
視
認
し
や
す
い
場
所
に
据
付
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
そ
の
他
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
          

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い

改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
検
査
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 
 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

  
Ⅱ
．
品
質

 

 

防
護
柵
（
網
）
・

 

標
識
・
区
画
線
等

 

設
置
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
防
護
柵
設
置
要
綱
､
視
線
誘
導
標
設
置
基
準
､
道
路
標
識
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
の
規
定
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
防
護
柵
等
の
床
堀
り
の
仕
上
が
り
面
に
お
い
て
、
地
山
の
乱
れ
や
不
陸
が
生
じ
な
い
よ
う
に
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
防
護
柵
等
の
基
礎
工
の
施
工
に
あ
た
っ
て
、
無
筋
及
び
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
規
定
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
防
護
柵
等
の
支
柱
の
施
工
に
あ
た
っ
て
、
既
設
舗
装
面
へ
影
響
が
無
い
よ
う
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
基
礎
設
置
箇
所
に
つ
い
て
地
盤
の
地
耐
力
を
把
握
し
て
、
施
工
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
防
護
柵
の
支
柱
の
根
入
長
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル
を
支
柱
に
取
付
け
る
場
合
、
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
所
定
の
張
力
を
与
え
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル
の
端
末
支
柱
を
土
中
に
設
置
す
る
場
合
、
打
設
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
強
度
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ペ
イ
ン
ト
式

(常
温
式

)区
画
線
に
使
用
す
る
ｼ
ﾝ
ﾅ
ｰ
の
使
用
量
が
、
１
０
％
以
下
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
区
画
線
の
厚
さ
が
見
本
等
で
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
区
画
線
施
工
後
の
昼
間
及
び
夜
間
の
視
認
性
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
区
画
線
の
施
工
に
あ
た
っ
て

 設
置
路
面
の
水
分
、
泥
、
砂
じ
ん
及
び
ほ
こ
り
を
取
り
除
い
て
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
区
画
線
を
消
去
の
場
合
、
表
示
材
（
塗
料
）
の
み
の
除
去
と
な
っ
て
お
り
、
路
面
へ
の
影
響
が
最
小
限
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

  
  

 
プ
ラ
イ
マ
ー
の
施
工
に
あ
た
っ
て
、
路
面
に
均
等
に
塗
布
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
区
画
線
の
材
料
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い

改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
検
査
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 
 

 

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%
を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

7
5
％
以
上
9
0
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

6
0
％
以
上
7
5
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

●
判
断
基
準

 

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%
を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

7
5
％
以
上
9
0
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

6
0
％
以
上
7
5
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

●
判
断
基
準

 

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
３
⑭

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
査
員

）
 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

  
Ⅱ
．
品
質

 

 

電
線
共
同
溝
工
事

 

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
指
定
材
料
の
規
格
が
、
品
質
を
証
明
す
る
書
類
で
確
認
で
き
る
。

 

 
管
路
の
通
過
試
験
を
行
っ
て
お
り
、
試
験
結
果
か
ら
全
箇
所
が
導
通
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
プ
ラ
ン
ト
出
荷
時
、
現
場
到
着
時
、
舗
設
時
等
に
お
い
て
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
の
温
度
管
理
が
記
録
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
特
殊
部
の
施
工
基
面
の
支
持
力
が
、
均
等
と
な
る
よ
う
に
か
つ
不
陸
が
無
い
よ
う
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
特
殊
部
等
の
施
工
に
お
い
て
、
隣
接
す
る
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
目
違
い
に
よ
る
段
差
及
び
蛇
行
等
が
無
い
よ
う
敷
設
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
埋
戻
し
に
お
い
て
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
舗
装
の
復
旧
等
が
適
時
行
わ
れ
、
路
面
の
沈
下
や
不
陸
が
無
く
平
坦
性
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
管
枕
及
び
埋
設
シ
ー
ト
の
設
置
及
び
土
被
り
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
管
設
置
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
の
最
小
曲
げ
半
径
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 
そ
の
他

 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

          
 
 
 
 
 
 
 

 
                             

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い

改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
検
査
員

が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 

  

50
％
以
下

80
％
以
下

80
%
を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
ｂ

7
5
％
以
上
9
0
％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

ｂ
'

6
0
％
以
上
7
5
％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
ｃ

60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
不
可
能

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

●
判
断
基
準

 

注
 
試
験
結
果
の
打
点
数
等
が
少
な
く
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評
価
値
）
だ
け
で
評
価
す
る
。

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



別
紙
１
－
３
⑮

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検

査
員
）

 
考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 

維
持
工
事

 

（
清
掃
工
、
除
草

工
、
付
属
物
工
、
除

雪
、
応
急
処
理
等
）

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
使
用
す
る
材
料
の
品
質
・
形
状
等
が
適
切
で
あ
り
、
か
つ
現
場
に
お
い
て
材
料
確
認
を
適
宜
・
的
確
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
構
造
物
の
劣
化
状
況
を
よ
く
把
握
し
て
、
適
切
な
対
策
を
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
監
督
員
の
指
示
事
項
に
対
し
て
、
現
地
状
況
を
勘
案
し
、
施
工
方
法
や
構
造
に
つ
い
て
の
提
案
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
緊
急
的
な
作
業
に
お
い
て
、
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ●
判
断
基
準

 
※
 
該
当
項
目
が
６
項
目
以
上
・
・
・
・
・
・
・
ａ

 
※
 
該
当
項
目
が
５
項
目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ
’

 
※
 
該
当
項
目
が
４
項
目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

 
※
 
該
当
項
目
が
３
項
目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ
’

 
※
 
該
当
項
目
が
２
項
目
以
下
 
・
・
・
・
・
・
ｃ

 
 

注
 
記
載
の
４
項
目
を
必
須
の
評
価
対
象
項
目
と
し
、
こ
の
他
に
適
宜
項
目
を
追
加
し
て
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。

 
た
だ
し
、
評
価
対
象
項
目
は
最
大
８
項
目
と
す
る
。

 
     

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い

改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
検
査
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 
 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

  
Ⅱ
．
品
質

 

 

修
繕
工
事

 

（
橋
脚
補
強
、
耐
震

補
強
、
落
橋
防
止
等
）
 

●
評
価
対
象
項
目
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
使
用
す
る
材
料
の
品
質
・
形
状
等
が
適
切
で
あ
り
、
か
つ
現
場
に
お
い
て
材
料
確
認
を
適
宜
・
的
確
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 

 
構
造
物
の
劣
化
状
況
を
よ
く
把
握
し
て
、
適
切
な
対
策
を
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
監
督
員
の
指
示
事
項
に
対
し
て
、
現
地
状
況
を
勘
案
し
、
施
工
方
法
や
構
造
に
つ
い
て
の
提
案
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
施
工
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
提
言
や
修
繕
サ
イ
ク
ル
等
を
勘
案
し
た
提
案
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ●
判
断
基
準

 
※
 
該
当
項
目
が
６
項
目
以
上
・
・
・
・
・
・
・
ａ

 
※
 
該
当
項
目
が
５
項
目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ
’

 
※
 
該
当
項
目
が
４
項
目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ

 
※
 
該
当
項
目
が
３
項
目
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｂ
’

 
※
 
該
当
項
目
が
２
項
目
以
下
 
・
・
・
・
・
・
ｃ

 
 

注
 
記
載
の
４
項
目
を
必
須
の
評
価
対
象
項
目
と
し
、
こ
の
他
に
適
宜
項
目
を
追
加
し
て
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。

 
  

  
た
だ
し
、
評
価
対
象
項
目
は
最
大
８
項
目
と
す
る
。

 
  

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い

改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法
又

は
測
定
値
が
不
適
切
で
あ

っ
た
た
め
、
検
査
員
が
修
補

指
示
を
行
っ
た
。

 
 

 



別
紙
１
－
３
⑯

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
査
員

）
 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 

優
れ
て
い
る

 
ｂ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
ｃ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
機
械
設
備
工
事

 

  

●
評
価
対
象
項
目

 
 
材
料
、
部
品
の
品
質
照
合
の
書
類
（
現
物
照
合
）
を
整
理
し
品
質
の
確
認
が
で
き
る
。

 
 
設
備
の
機
能
及
び
性
能
が
、
承
諾
図
書
の
と
お
り
確
保
さ
れ
、
品
質
の
確
認
が
で
き
る
。

 
 
設
計
図
書
の
仕
様
を
踏
ま
え
た
詳
細
設
計
を
行
い
、
承
諾
図
書
と
し
て
提
出
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
機
器
の
機
能
及
び
性
能
に
係
わ
る
成
績
書
が
整
理
さ
れ
、
品
質
の
確
認
が
で
き
る
。

 
 
溶
接
管
理
基
準
の
品
質
管
理
項
目
に
つ
い
て
、
品
質
管
理
書
類
を
整
理
し
品
質
の
確
認
が
で
き
る
。

 
 
塗
装
管
理
基
準
の
品
質
管
理
項
目
に
つ
い
て
、
品
質
管
理
書
類
を
整
理
し
品
質
の
確
認
が
で
き
る
。

 
 
操
作
制
御
設
備
に
つ
い
て
、
操
作
ス
イ
ッ
チ
や
表
示
灯
が
承
諾
図
書
の
と
お
り
配
置
さ
れ
、
操
作
性
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
操
作
制
御
設
備
の
安
全
装
置
及
び
保
護
装
置
の
機
能
・
性
能
確
認
試
験
に
つ
い
て
、
試
験
書
類
を
整
理
し
品
質
の
確
認
が
で
き
る
。

 
 
小
配
管
、
電
気
配
線
、
配
管
が
承
諾
図
書
の
と
お
り
敷
設
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
の
取
扱
説
明
書
を
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
完
成
図
書
（
取
扱
説
明
書
）
に
部
品
等
の
点
検
及
び
交
換
方
法
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
点
検
し
や
す
い
よ
う
機
器
の
配
置
を
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
交
換
頻
度
の
高
い
部
品
等
の
交
換
作
業
を
容
易
に
で
き
る
よ
う
設
備
の
構
造
や
機
器
の
配
置
を
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
二
次
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
試
験
及
び
試
験
練
り
を
実
施
し
、
試
験
成
績
表
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
バ
ル
ブ
類
の
平
時
の
状
態
を
示
す
ラ
ベ
ル
な
ど
が
見
や
す
い
状
態
で
表
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
計
器
類
に
運
転
時
の
適
用
範
囲
を
見
や
す
く
表
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
回
転
部
や
高
温
部
等
の
危
険
箇
所
に
表
示
又
は
防
護
を
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
構
造
物
の
劣
化
状
況
を
よ
く
把
握
し
て
、
適
切
な
対
策
を
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
現
地
状
況
を
勘
案
し
、
施
工
方
法
等
に
つ
い
て
の
提
案
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

●
判
断
基
準

 
※
 
評
価
値
が

90
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

 
※
 
評
価
値
が

80
％
以
上

90
％
未
満
・
・
・
・
・
ａ
’

 
※
 
評
価
値
が

70
％
以
上

80
％
未
満
・
・
・
・
・
ｂ

 
※
 
評
価
値
が

60
％
以
上

70
％
未
満
・
・
・
・
・
ｂ
’

 
※
 
評
価
値
が

60
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い

改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
検
査
員

が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
優
れ
て
い
る

 
ｂ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
ｃ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

  
Ⅱ
．
品
質

 

 

電
気
設
備
工
事

 

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
製
作
着
手
前
に
、
品
質
や
性
能
の
確
保
に
係
る
技
術
検
討
が
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
材
料
・
部
品
の
品
質
照
合
の
結
果
が
品
質
保
証
書
等
（
現
物
照
合
を
含
む
）
で
確
認
で
き
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
機
器
の
品
質
、
機
能
及
び
性
能
が
設
計
図
書
を
満
足
し
て
、
成
績
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
操
作
ス
イ
ッ
チ
や
表
示
灯
が
承
諾
図
書
の
と
お
り
配
置
さ
れ
、
操
作
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
ケ
ー
ブ
ル
及
び
配
管
の
接
続
な
ど
の
作
業
が
、
施
工
計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
手
順
に
沿
っ
て
行
わ
れ
、
不
具
合
が
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
の
機
能
及
び
性
能
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
操
作
制
御
関
係
の
機
能
及
び
性
能
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
と
と
も
に
、
必
要
な
安
全
装
置
及
び
保
護
装
置
の
作
動
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
の
総
合
性
能
が
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
現
場
条
件
に
よ
っ
て
機
器

(製
品

)の
機
能
及
び
性
能
が
確
認
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
工
場
試
験
な
ど
で
確
認
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
全
体
に
つ
い
て
の
取
扱
説
明
書
を
工
夫
し
作
成
（
修
繕
（
改
造
・
更
新
含
む
）
の
場
合
は
、
修
正
又
は
更
新
）
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
完
成
図
書
で
定
期
的
な
点
検
や
交
換
を
要
す
る
部
品
及
び
箇
所
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
の
構
造
に
お
い
て
、
点
検
や
消
耗
品
の
取
替
え
作
業
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
 

理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●
判
断
基
準

 

※
 
評
価
値
が

90
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

 

※
 
評
価
値
が

80
％
以
上

90
％
未
満
・
・
・
・
・
ａ
’

 

※
 
評
価
値
が

70
％
以
上

80
％
未
満
・
・
・
・
・
ｂ

 

※
 
評
価
値
が

60
％
以
上

70
％
未
満
・
・
・
・
・
ｂ
’

 
※
 
評
価
値
が

60
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い

改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
検
査
員

が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



 別
紙
１
－
３
⑰

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
査
員

）
 

考
査
項
目

 
工
種

 
ａ

 
ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 

優
れ
て
い
る

 
ｂ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
ｃ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
ｄ

 
ｅ

 
通
信
設
備
工
事
・
受

変
電
設
備
工
事

 

               

●
評
価
対
象
項
目

 
 
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
て
い
る
品
質
管
理
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
材
料
及
び
構
成
部
品
の
品
質
及
び
形
状
に
つ
い
て
、
設
計
図
書
等
と
適
合
が
確
認
で
き
る
証
明
書
等
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
材
料
の
品
質
照
合
の
結
果
が
、
品
質
保
証
書
等
（
現
物
照
合
を
含
む
）
で
確
認
で
き
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
設
備
、
機
器
の
品
質
、
機
能
及
び
性
能
が
、
成
績
等
で
確
認
で
き
、
設
計
図
書
の
仕
様
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 
ケ
ー
ブ
ル
及
び
配
管
の
接
続
な
ど
の
作
業
が
、
施
工
計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
手
順
に
沿
っ
て
行
わ
れ
、
不
具
合
が
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
全
体
と
し
て
の
運
転
性
能
が
所
定
の
能
力
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
完
成
図
書
に
お
い
て
、
設
備
の
機
能
並
び
に
性
能
及
び
操
作
方
法
が
容
易
に
判
別
で
き
る
資
料
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
完
成
図
書
に
お
い
て
、
単
体
品
の
製
造
年
月
日
及
び
製
造
者
が
判
別
で
き
る
資
料
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
全
体
及
び
各
機
器
に
お
い
て
、
設
計
図
書
に
規
定
し
た
品
質
及
び
性
能
を
工
場
試
験
記
録
に
よ
り
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
全
体
に
つ
い
て
の
取
扱
説
明
書
を
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
完
成
図
書
で
定
期
的
な
点
検
や
交
換
を
要
す
る
部
品
及
び
箇
所
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
設
備
の
構
造
に
お
い
て
、
点
検
や
消
耗
品
の
取
替
え
作
業
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 
 
そ
の
他

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
判
断
基
準

 

※
 
評
価
値
が

90
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

 

※
 
評
価
値
が

80
％
以
上

90
％
未
満
・
・
・
・
・
ａ
’

 

※
 
評
価
値
が

70
％
以
上

80
％
未
満
・
・
・
・
・
ｂ

 

※
 
評
価
値
が

60
％
以
上

70
％
未
満
・
・
・
・
・
ｂ
’

 
※
 
評
価
値
が

60
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い

改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
検
査
員

が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

 

ａ
 

ａ
’

 
ｂ

 
ｂ
’

 
ｃ

 
ｄ

 
ｅ

 
＜
Ａ
＞

 
優
れ
て
い
る

 
ｂ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
ｃ
よ
り
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 

＜
Ｂ
＞

 

 
品
質
関
係
の
試
験
結
果
の
ば
ら
つ
き
と
評
価
対
象
項
目
の
履
行
状
況
（
評
価
値
）
か
ら
判
断
す
る
。
＜
判
断
基
準
参
照
＞

 
[関
連
基
準
、
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
、
そ
の
他
設
計
図
書
に
定
め
ら
れ
た
試
験

] 
※
 
ば
ら
つ
き
の
判
断
は
別
紙
１
－
４
参
照
。

 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

  
Ⅱ
．
品
質

 

  

上
記
以
外
の
工
事

 

（
情
報
ボ
ッ
ク
ス
、
浚

渫
工
等
）
又
は
合
併
工

事
 

                    

●
評
価
対
象
項
目

 
 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ●
判
断
基
準

 
            

 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
監
督
員

が
文
書
で
指
示
を
行
い

改
善
さ
れ
た
。

 
 

 
品
質
関
係
の
測
定
方
法

又
は
測
定
値
が
不
適
切

で
あ
っ
た
た
め
、
検
査
員

が
修
補
指
示
を
行
っ
た
。

  

①
 
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
対
象
と
し
な
い
項
目
は
削
除
す
る
。

 

②
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 
④
 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

※
 
該
当
項
目
が

90
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

 
※
 
該
当
項
目
が

80
％
以
上

90
％
未
満
・
・
・
・
・
ａ
’

 
※
 
該
当
項
目
が

70
％
以
上

80
％
未
満
・
・
・
・
・
ｂ

 
※
 
該
当
項
目
が

60
％
以
上

70
％
未
満
・
・
・
・
・
ｂ
’

 
※
 
該
当
項
目
が

60
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｃ

 
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

 
＜
Ａ
＞
 
対
象
工
事
が
ば
ら
つ
き
に
よ
る
評
価
が
不
適
切
な
工
事
 

ｅ
ｘ
）
浚
渫
工
、
取
壊
し
工
等

 

50
％
以
下

80
％
以
下
8
0%
を
超
え
る

90
％
以
上

ａ
ａ
'

ｂ
75
％
以
上
9
0％
未
満

ａ
'

ｂ
ｂ
'

60
％
以
上
7
5％
未
満

ｂ
ｂ
'

ｃ
60
％
未
満

ｂ
'

ｃ
ｃ

評 価 値

ば
ら
つ
き
で
判
断
可
能

＜
Ｂ
＞
 
対
象
工
事
が
ば
ら
つ
き
に
よ
る
評
価
が
適
切
な
工
事

 

①
 
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
計
算
し
た
比
率

(％
)計
算
の
値
で

評
価
す
る
。

 

②
 
評
価
値
（
 
 
 
％
）
＝
該
当
項
目
数
（
 
 
）
／
評
価
対
象
項
目
数
（
 
 
）

 

③
 
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 



 別
紙
１
－
３
⑱

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
査

員
）

 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

考
査
項
目

 
工
種

 
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
劣
っ
て
い
る

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
工
事

 

砂
防
構
造
物
工
事

 

海
岸
工
事

 

ト
ン
ネ
ル
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
表
面
状
態
が
良
い
。

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
通
り
が
良
い
。

 
 
天
端
仕
上
げ
、
端
部
仕
上
げ
等
が
良
い
。

 
 
ク
ラ
ッ
ク
が
無
い
。

 
 
漏
水
が
無
い
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 

●
判
断
基
準

 
該
当
５
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
４
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
２
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

土
工
事

 

（
盛
土
・
築
堤
工
事

等
）

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
仕
上
げ
が
良
い
。

 
 
通
り
が
良
い
。

 
 
天
端
及
び
端
部
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
 
構
造
物
へ
の
す
り
つ
け
な
ど
が
良
い
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
４
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

切
土
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
規
定
さ
れ
た
勾
配
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

 
 
切
土
法
面
の
施
工
に
あ
た
っ
て
、
法
面
の
浮
き
石
が
除
去
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
適
切
に
施
工
さ
れ
て
い
る
。

 
 
法
面
勾
配
の
変
化
部
に
つ
い
て
、
干
渉
部
を
設
け
る
な
ど
適
切
に
施
工
さ
れ
て
い
る
。

 
 
滞
水
な
ど
に
よ
る
施
工
面
の
損
傷
が
発
生
し
な
い
よ
う
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 
 
関
係
構
造
物
等
と
の
取
り
合
い
が
設
計
図
書
を
満
足
す
る
よ
う
施
工
さ
れ
て
い
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
５
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
４
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
２
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

護
岸
・
根
固
・
水
制
工

事
 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
通
り
が
良
い
。

 
 
材
料
の
か
み
合
わ
せ
が
よ
く
、
ク
ラ
ッ
ク
が
無
い
。

 
 
天
端
及
び
端
部
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
 
既
設
構
造
物
と
の
す
り
つ
け
が
良
い
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
４
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

鋼
橋
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
表
面
に
補
修
箇
所
が
無
い
。

 
 
部
材
表
面
に
傷
及
び
錆
が
無
い
。

 
 
溶
接
に
均
一
性
が
あ
る
。

 
 
塗
装
に
均
一
性
が
あ
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
４
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

地
す
べ
り
防
止
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
地
山
と
の
取
り
合
い
が
良
い
。

 
 
天
端
、
端
部
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
 
施
工
管
理
記
録
な
ど
か
ら
不
可
視
部
分
の
出
来
ば
え
の
良
さ
が
伺
え
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
３
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
１
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
項
目
な
し
・
・
・
・
ｄ

 

舗
装
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
舗
装
の
平
坦
性
が
良
い
。

 
 
構
造
物
の
通
り
が
良
い
。

 
 
端
部
処
理
が
良
い
。

 
 
構
造
物
へ
の
す
り
つ
け
等
が
良
い
。

 
 
雨
水
処
理
が
良
い
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 

●
判
断
基
準

 
該
当
５
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
４
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
２
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

 Ⅲ
．
出
来
ば
え

 

法
面
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
通
り
が
良
い
。

 
 
植
生
、
吹
付
等
の
状
態
が
均
一
で
あ
る
。

 
 
端
部
処
理
が
良
い
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
３
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
１
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
項
目
な
し
・
・
・
・
ｄ

 

 
  



 別
紙
１
－
３
⑲

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
査

員
）

 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

考
査
項
目

 
工
種

 
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
劣
っ
て
い
る

 
基
礎
工
事

 

(地
盤
改
良
等
を
含
む
）

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
土
工
関
係
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
 
通
り
が
良
い
。

 
 
端
部
及
び
天
端
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
 
施
工
管
理
記
録
な
ど
か
ら
不
可
視
部
分
の
出
来
ば
え
の
良
さ
が
伺
え
る
。

 
 
※
地
盤
改
良
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

 

●
判
断
基
準

 
該
当
３
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
１
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
項
目
な
し
・
・
・
・
ｄ

 
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
表
面
状
態
が
良
い
。

 
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
通
り
が
良
い
。

 
 
天
端
及
び
端
部
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
 
支
承
部
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
 
ク
ラ
ッ
ク
が
無
い
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
５
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
４
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
２
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

塗
装
工
事

 

（
工
場
塗
装
を
除
く
）

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
塗
装
の
均
一
性
が
良
い
。

 
 
細
部
ま
で
き
め
細
か
な
施
工
が
さ
れ
て
い
る
。

 
 
補
修
箇
所
が
無
い
。

 
 
ケ
レ
ン
の
施
工
状
況
が
良
好
で
あ
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
４
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

植
栽
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
樹
木
の
活
着
状
況
が
良
い
。

 
 
支
柱
の
取
り
付
け
が
き
め
細
か
く
施
工
さ
れ
て
い
る
。

 
 
支
柱
の
取
り
付
け
が
堅
固
で
あ
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
３
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
１
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
項
目
な
し
・
・
・
・
ｄ

 
 

防
護
柵
（
網
）
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
通
り
が
良
い
。

 
 
端
部
処
理
が
良
い
。

 
 
部
材
表
面
に
傷
及
び
錆
が
無
い
。

 
 
既
設
構
造
物
等
と
の
す
り
つ
け
が
良
い
。

 
 
き
め
細
や
か
に
施
工
さ
れ
て
い
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
５
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
４
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
２
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

標
識
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
設
置
位
置
に
配
慮
が
あ
る
。

 
 
標
識
板
の
向
き
並
び
に
角
度
及
び
そ
の
支
柱
の
通
り
が
良
い
。

 
 
標
識
板
の
支
柱
に
変
色
が
無
い
。

 
 
支
柱
基
礎
が
入
念
に
埋
め
戻
さ
れ
て
い
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
４
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

 Ⅲ
．
出
来
ば
え

 

区
画
線
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
塗
料
の
塗
布
が
均
一
で
あ
る
。

 
 
視
認
性
が
良
い
。

 
 
接
着
状
態
が
良
い
。

 
 
施
工
前
の
清
掃
が
入
念
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
４
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

     



別
紙
１
－
３
⑳

 

工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
検
査

員
）

 

ａ
 

ｂ
 

ｃ
 

ｄ
 

考
査
項
目

 
工
種

 
優
れ
て
い
る

 
や
や
優
れ
て
い
る

 
他
の
評
価
に
該
当
し
な
い

 
劣
っ
て
い
る

 

管
水
路
工
事

 

   

●
評
価
対
象
項
目

 
□
 
管
路
の
通
り
が
良
い
。

 
□
 
管
の
外
観
に
欠
損
、
亀
裂
等
及
び
塗
覆
装
表
面
に
む
ら
が
な
い
。

 
□
 
管
の
接
合
部
（
継
目
、
目
地
、
溶
接
部
）
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
□
 
付
帯
構
造
物
と
の
取
り
付
け
部
の
施
工
が
良
い
。

 
□
 
土
工
関
係
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
□
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 

●
判
断
基
準

 
該
当
５
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
４
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
２
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
   

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
水

路
（

U
字
溝
、

B
F
等
付
帯
的

な
も
の
を
除
く
）

 

   

●
評
価
対
象
項
目

 
□
 
土
工
関
係
の
仕
上
げ
が
良
い
。

 
□
 
法
面
の
通
り
が
良
い
。

 
□
 
土
工
の
構
造
物
等
へ
の
す
り
つ
け
が
良
い
。

 
□
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
通
り
が
良
い
。

 
□
 
天
端
仕
上
げ
、
端
部
仕
上
げ
が
良
い
。

 
□
 
施
設
の
通
り
が
良
い
。
（
排
水
側
溝
、
フ
ェ
ン
ス
等
）

 
□
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
６
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
４
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
２
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

機
械
設
備
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
主
設
備
、
関
連
設
備
及
び
操
作
制
御
設
備
が
全
体
的
に
統
制
さ
れ
て
お
り
、
運
転
操
作
性
が
良
い
。

 
 
き
め
細
か
な
施
工
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
土
木
構
造
物
、
既
設
設
備
等
と
の
す
り
つ
け
が
良
い
。

 
 
溶
接
、
塗
装
、
組
立
等
に
あ
た
っ
て
、
細
部
に
渡
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当

4
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 

電
気
設
備
工
事

 

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
き
め
細
や
か
な
施
工
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
公
共
物
と
し
て
、
安
全
性
の
確
保
、
環
境
及
び
維
持
管
理
等
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
動
作
状
態
に
お
い
て
、
電
気
的
及
び
機
械
的
な
異
常
が
無
く
、
総
合
的
な
機
能
及
び
運
用
性
が
良
い
。

 
 
ケ
－
ブ
ル
等
の
接
続
方
法
及
び
収
納
状
況
が
適
切
で
あ
る
。

 
 
操
作
、
保
守
点
検
等
の
容
易
さ
を
確
保
す
る
た
め
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
５
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
４
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
２
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

維
持
修
繕
工
事

 
●
評
価
対
象
項
目

 
 
小
構
造
物
等
に
も
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。

 
 
き
め
細
か
な
施
工
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
既
設
構
造
物
と
の
す
り
つ
け
が
良
い
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 

●
判
断
基
準

 
該
当
３
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
１
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
項
目
な
し
・
・
・
・
ｄ

 
電
線
共
同
溝
工
事

 

   

●
評
価
対
象
項
目

 
 
歩
道
及
び
車
道
の
舗
装

(含
､
仮
復
旧
舗
装

)の
勾
配
が
適
切
で
、
有
害
な
段
差
が
無
く
平
坦
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

 
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｷ
ｬ
ｽ
ﾄ
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
の
蓋
に
、
が
た
つ
き
や
不
要
な
隙
間
が
生
じ
て
い
な
い
。

 
 
施
工
管
理
記
録
な
ど
か
ら
、
不
可
視
部
分
の
出
来
映
え
の
良
さ
が
伺
え
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 

●
判
断
基
準

 
該
当
３
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
１
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
項
目
な
し
・
・
・
・
ｄ

 

通
信
設
備
工
事

 

受
変
電
設
備
工
事

 

 

●
評
価
対
象
項
目

 
 
主
設
備
、
関
連
設
備
等
に
き
め
細
か
な
施
工
が
さ
れ
て
い
る
。

 
 
公
共
物
と
し
て
、
安
全
性
の
確
保
、
環
境
及
び
維
持
管
理
等
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
動
作
状
態
に
お
い
て
、
電
気
的
及
び
機
械
的
な
異
常
が
無
く
、
総
合
的
な
機
能
や
運
用
性
が
良
い
。

 
 
当
該
設
備
及
び
関
連
設
備
が
全
体
的
に
協
調
及
び
統
制
さ
れ
、
総
合
的
な
性
能
向
上
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
操
作
、
保
守
点
検
等
の
容
易
さ
を
確
保
す
る
た
め
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 
 
全
体
的
な
美
観
が
良
い
。

 
 

●
判
断
基
準

 
該
当
５
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
４
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
２
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

３
．
出
来
形

 

及
び

 

出
来
ば
え

 

 Ⅲ
．
出
来
ば
え

 

上
記
以
外
の
工
事

 

又
は

 

合
併
工
事

 

●
評
価
対
象
項
目

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
理
由
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※
 
該
当
工
種
か
ら
の
評
価
対
象
項
目
で
評
価
を
行
う
。
た
だ
し
、
評
価
対
象
項
目
は
最
大
５
項
目
と
す
る
。

 

●
判
断
基
準

 
該
当
４
項
目
以
上
・
・
・
ａ

 
該
当
３
項
目
・
・
・
・
・
ｂ

 
該
当
２
項
目
・
・
・
・
・
ｃ

 
該
当
１
項
目
以
下
・
・
・
ｄ

 
 

 



別
紙
１
－
４
記
入
方
法
及
び
留
意
事
項

出
来
形
及
び
品
質
の
ば
ら
つ
き
の
考
え
方

［
管
理
図
の
場
合
］

（
上
・
下
限
値
が
あ
る
場
合
）

（
下
限
値
の
み
の
場
合
）

【
注
意
事
項
】

・
規
格
値
の
5
0
％
値
以
内
に
測
定
値
の
８
割
以
上
が
収
ま
っ
て
い
れ
ば
、
「
ば
ら
つ
き
が
5
0
％
以
下
」
と

　
判
断
す
る
。

＜
例
①
＞
  
2
0
点
中
1
6
点
が
、
規
格
値
の
5
0
％
値
以
内
に
収
ま
っ
て
い
る
。

・
規
格
値
の
8
0
％
値
以
内
に
測
定
値
の
８
割
以
上
が
収
ま
っ
て
い
れ
ば
、
「
ば
ら
つ
き
が
8
0
％
以
下
」
と

　
判
断
す
る
。

＜
例
②
＞
　
2
0
点
中
1
6
点
が
、
規
格
値
の
8
0
％
値
以
内
に
収
ま
っ
て
い
る
。

・
上
限
値
が
な
い
場
合
は
、
下
限
値
と
同
様
な
値
が
あ
る
も
の
と
仮
定
す
る
。

・
測
定
値
が
少
な
く
（
概
ね
1
0
点
未
満
）
ば
ら
つ
き
の
判
断
が
で
き
な
い
場
合
は
評
価
対
象
項
目
（
評

　
価
値
）
だ
け
で
判
断
す
る
。

［
度
数
表
ま
た
は
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
の
場
合
］

ば
ら
つ
き
が
小
さ
い

ば
ら
つ
い
て
い
る

ば
ら
つ
き
が
大
き
い

規 格 値

規 格 値

規
格
値

規
格
値

設
計
値

50％50％

80％80％

①
ば
ら
つ
き
が
5
0
％
以
下
と
判
断
で
き
る
例

規
格
値

規
格
値

設
計
値

50％50％

80％80％

②
ば
ら
つ
き
が
8
0
％
以
下
と
判
断
で
き
る
例

仮
想
の
上
限
値

規
格
値

設
計
値

50％

80％80％

上
限
値
を
仮
定

下
限
値
を
規
定

50％

規 格 値

規 格 値

規 格 値

規 格 値



別
紙
１
－
５
①

1
　
．

2
　
．

3
　
．

①
「
施
工
プ
ロ
セ
ス
」
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
共
通
仕
様
書
、
契
約
書
等
に
基
づ
き
、
施
工
に
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
が
適
切
に
施
工
さ
れ
て
い
る
か
を
監
督
員
が
確
認
す
る
。

②
チ
ェ
ッ
ク
欄
で
は
、
書
類
も
し
く
は
現
場
等
で
確
認
し
た
月
日
、
及
び
そ
の
内
容
が
Ｏ
Ｋ
で
あ
れ
ば
□
に
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
を
記
入
し
、
Ｏ
Ｋ
で
な
け
れ
ば
、
備
考
欄
に
指
示
事
項
や
是
正
状
況
等
を
記
入
す
る
。

③
用
語
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
契
約
後
：
当
初
契
約
後
、
変
更
後
：
工
期
内
に
行
う
契
約
変
更
後
と
す
る
。

（
1
／
4
）

・
　
契
約
締
結
の
1
4
日
以
内
に
、
契
約
工
程
表
が
提
出

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

さ
れ
た
。
　
　
　
　

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
　
　
（
契
約
後
、
変
更
後
）

・
　
事
前
に
監
督
員
の
確
認
を
受
け
、
契
約
締
結
後
等

（
　
/
　
）
（
  
/
  
）
（
  
/
  
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

の
1
0
日
以
内
に
登
録
機
関
に
申
請
し
た
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
　
　
（
契
約
後
、
変
更
後
、
完
成
時
）

完
了

・
　
品
質
証
明
員
の
資
格
（
身
分
及
び
経
歴
）
が
適
正

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

で
あ
る
。
ま
た
、
品
質
証
明
員
に
関
す
る
資
料
を
書
面

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
で
提
出
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
契
約
後
、
変
更
後
）

・
　
工
事
途
中
及
び
検
査
時
の
事
前
に
品
質
確
認
を
行

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

い
、
そ
の
結
果
を
所
定
の
様
式
に
よ
り
提
出
し
た
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
検
査
の
前
等
）

・
　
品
質
証
明
は
、
出
来
高
、
品
質
及
び
写
真
管
理
等
、

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

工
事
全
般
に
わ
た
り
適
切
（
数
量
も
含
む
）
に
実
施
し
た
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
品
質
証
明
実
施
時
）

・
　
掛
金
収
納
書
の
写
し
を
契
約
締
結
後
1
ヵ
月
以
内
に

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

提
出
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
　
　
　
　
　
　
　
（
契
約
後
、
増
額
変
更
後
）

・
　
「
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
適
用
事
業
主
工
事
現

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

場
」
の
標
識
が
現
場
に
掲
示
し
て
い
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
施
工
時
1
回
程
度
）

・
　
労
災
保
険
関
係
の
項
目
が
現
場
の
見
や
す
い
場
所

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

に
掲
示
し
て
い
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
施
工
時
1
回
程
度
）

・
　
建
設
業
退
職
金
共
済
証
紙
の
配
布
を
受
け
払
い
簿

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

等
に
よ
り
適
切
に
管
理
し
て
い
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
契
約
締
結
後
1
4
日
以
内
に
、
所
定
の
様
式
で
提
出

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

し
た
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
契
約
後
、
変
更
後
）

・
　
施
工
体
制
台
帳
を
現
場
に
備
え
付
け
、
か
つ
、
同
一

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

の
も
の
を
提
出
し
た
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
　
　
（
施
工
時
の
当
初
、
変
更
時
）

・
　
施
工
体
制
台
帳
に
下
請
負
契
約
書
（
写
）
及
び
再
下

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

請
負
通
知
書
を
添
付
し
て
い
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
　
　
（
施
工
時
の
当
初
、
変
更
時
）

・
　
施
工
体
制
台
帳
に
、
下
請
負
金
額
を
記
入
し
て
い
る
。

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
　
　
（
施
工
時
の
当
初
、
変
更
時
）

・
工
事
目
的
物
及
び
工
事
材
料
に
生
じ
る
損
害
を
補
填

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

す
る
保
険
に
加
入
し
て
い
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
　
　
（
施
工
時
の
当
初
、
変
更
時
）

○
火
災
保
険
等

　 １ 　 施 工 体 制

　 Ⅰ 　 施 工 体 制 一 般

考 査 項 目

○
請
負
代
金
内
訳

　
書

○
施
工
体
制
台
帳
、

　
施
工
体
系
図

○
契
約
工
程
表

　
共
済
制
度
等

○
建
設
業
退
職
金

○
工
事
カ
ル
テ

○
品
質
証
明

事
業
所
等
名

主
任
監
督
職
員

工
事
名

工
期

施
工
業
者

着
手
前

完
成
時

細 　 　 別

確
認
項
目

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
一
覧
表

（
チ
ェ
ッ
ク
の
目
安
）

チ
ェ
ッ
ク
時
期
（
指
示
事
項
）

施
　
工
　
中

（
指
示
事
項
及
び
そ
の
是
正
状
況
等
）

備
考

「
施
工
プ
ロ
セ
ス
」
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト



別
紙
１
－
５
②

（
2
／
4
）

・
　
施
工
体
系
図
を
現
場
の
工
事
関
係
者
及
び
公
衆
の

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

見
や
す
い
場
所
に
掲
げ
て
い
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
 　
　
（
施
工
時
の
当
初
、
変
更
時
）

　
　
（
続
き
）
･　
施
工
体
系
図
に
記
載
の
な
い
業
者
が
作
業
し
て
い
な

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

い
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
　
　
　
　
（
施
工
時
　
1
回
/
月
程
度
）

・
　
施
工
体
系
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
主
任
技
術
者
及

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

び
施
工
計
画
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
技
術
者
が
本
人

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
施
工
時
の
当
初
、
変
更
時
）
　

・
　
元
請
負
人
が
そ
の
下
請
工
事
の
施
工
に
実
質
的
に

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

関
与
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
　
　
（
施
工
時
の
当
初
、
変
更
時
）
　

・
　
建
設
業
許
可
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
標
識
を
公
衆
の

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

見
や
す
い
場
所
に
設
置
し
、
監
理
技
術
者
を
正
し
く
記

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

載
し
て
い
る
。
　
　
　
　

　
（
施
工
時
1
回
程
度
）

・
　
現
場
代
理
人
は
、
現
場
に
常
駐
し
て
い
る
。

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
　
　
　
（
施
工
時
　
1
回
/
月
程
度
）

・
　
現
場
代
理
人
は
、
監
督
員
と
の
連
絡
調
整
及
び
対

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

応
を
書
面
で
行
っ
て
い
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
専
門
技
術
者
を
専
任
し
、
配
置
し
て
い
る
。

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

建
設
業
法
に
よ
り
配
置
が
必
要
な
場
合
が
対
象

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
　
　
　
（
施
工
計
画
時
、
施
工
時
適
宣
）

・
　
作
業
主
任
者
を
選
任
し
、
配
置
し
て
い
る
。

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
　
　
　
（
施
工
計
画
時
、
施
工
時
適
宣
）

・
　
資
格
者
証
の
内
容
を
確
認
し
た
。

（
　
/
　
）

□
　
　
　
　
　
（
着
手
前
）

・
　
配
置
予
定
技
術
者
、
通
知
に
よ
る
監
理
技
術
者
施
工
体
制

（
　
/
　
）

台
帳
に
記
載
さ
れ
た
監
理
技
術
者
と
監
理
技
術
者
証
に
記

□
載
さ
れ
た
技
術
者
及
び
本
人
が
同
一
で
あ
っ
た
。
（
着
手
前
）
　
　

・
　
現
場
に
常
駐
し
て
い
た
。

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
　
　
（
施
工
時
　
1
回
/
月
程
度
）

・
　
施
工
計
画
や
工
事
に
係
る
工
程
、
技
術
的
事
項
を

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

把
握
し
、
主
体
的
に
係
わ
っ
て
い
た
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

（
施
工
時
、
打
合
せ
時
）

・
 施
工
に
先
立
ち
、
創
意
工
夫
又
は
提
案
を
も
っ
て
工

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

事
を
進
め
て
い
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
現
場
技
術
者
の
対
応
が
適
切
で
あ
る
。

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
下
請
負
者
が
水
資
源
機
構
の
工
事
指
名
競
争

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

参
加
資
格
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
指
名
停
止
期
間
中
で

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

な
い
。

　
　
　
（
施
工
時
適
宣
）

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
一
覧
表

備
考

（
指
示
事
項
及
び
そ
の
是
正
状
況
等
）

（
チ
ェ
ッ
ク
の
目
安
）

考 査 項 目

細 　 　 別

確
認
項
目

○
現
場
代
理
人

　
施
工
体
系
図

○
施
工
体
制
台
帳
、

○
建
設
業
許
可
標
　

　
　
識

○
専
門
技
術
者
の

　
　
配
置

○
作
業
主
任
者
の

○
監
理
技
術
者

　
　
選
任

　
（
主
任
技
術
者
）
　

　 Ⅰ 　 施 工 体 制 一 般

　 １ 　 施 工 体 制

　 Ⅱ 　 配 置 技 術 者 / 現 場 代 理 人 ・ 監 理 技 術 者 ・ 主 任 技 術 者

　
の
専
任
制

○
現
場
技
術
者

○
下
請
負
者
の
把

　
握

「
施
工
プ
ロ
セ
ス
」
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

チ
ェ
ッ
ク
時
期
（
指
示
事
項
）

着
手
前

施
　
工
　
中

完
成
時



別
紙
１
－
５
③

（
3
／
4
）

・
　
契
約
書
第
1
8
条
第
1
条
第
1
号
か
ら
第
5
号
に
係
わ
る
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

設
計
図
書
の
照
査
を
行
っ
て
い
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
　
　
　
　
　
　
　
（
着
手
前
、
施
工
時
適
宣
）

・
　
現
場
と
の
相
違
事
実
が
あ
る
場
合
、
そ
の
事
実
が
確

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

認
で
き
る
資
料
を
書
面
に
よ
り
提
出
し
て
確
認
を
受
け
た
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
　
　
　
　
　
（
着
手
前
、
施
工
時
適
宣
）

・
　
施
工
（
変
更
を
含
む
）
に
先
立
ち
、
提
出
し
た
。

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
（
着
手
前
、
変
更
時
）

・
　
記
載
内
容
と
現
場
施
工
方
法
が
一
致
し
て
い
る
。

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
記
載
内
容
（
作
業
手
順
書
等
）
と
現
場
施
工
体
制

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

が
一
致
し
て
い
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
記
載
内
容
が
、
設
計
図
書
・
現
場
条
件
等
を
反
映
し

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

て
い
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
（
着
手
前
、
変
更
時
）

・
　
工
事
材
料
の
資
料
の
整
理
及
び
確
認
が
さ
れ
、
管
理

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

し
て
い
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
品
質
管
理
確
保
の
た
め
の
対
策
な
ど
施
工
に
関
す
る

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

工
夫
を
書
面
で
確
認
で
き
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
日
常
の
出
来
形
、
品
質
管
理
が
書
面
に
て
確
認
で
き

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
特
記
仕
様
書
等
に
定
め
ら
れ
た
事
項
や
独
自
の
取
り

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

組
み
又
、
地
域
等
よ
り
評
価
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
監
督
員
の
立
会
い
に
あ
た
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
立
会

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

簿
を
提
出
し
て
い
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
段
階
確
認
の
確
認
時
期
が
、
適
切
で
あ
る
。

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
工
事
開
始
日
後
、
3
0
日
以
内
に
工
事
に
着
手
し
た
。
（
　
/
　
）

□
　
　
　
　
　
（
着
手
時
）

・
　
受
領
予
定
1
4
日
前
ま
で
に
、
品
名
、
数
量
、
品
質
、

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

規
格
又
は
性
能
を
記
し
た
要
求
書
を
提
出
し
た
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
請
負
者
は
、
産
業
廃
棄
物
管
理
票
（
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
）

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

に
よ
り
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
監
督
員

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

に
提
示
し
た
。
　

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
再
生
資
源
利
用
計
画
書
及
び
再
生
資
源
利
用
促
進

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

計
画
書
を
所
定
の
様
式
に
基
づ
き
作
成
し
、
施
工
計
画

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

書
に
含
め
て
提
出
し
た
。

　
　
（
着
手
時
、
完
了
時
）

・
　
指
定
建
設
機
械
（
排
出
ガ
ス
対
策
型
・
低
騒
音
型
・
低

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

振
動
型
建
設
機
械
）
を
使
用
し
て
い
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
　
（
施
工
時
　
1
回
程
度
）

確
認
項
目

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
一
覧
表

（
チ
ェ
ッ
ク
の
目
安
）

備
考

着
手
前

完
成
時

（
指
示
事
項
及
び
そ
の
是
正
状
況
等
）

○
施
工
計
画
書

　
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

む
）
及
び
立
会
い

等
の
調
整

○
設
計
図
書
の
照

　
･出
来
形
、

　
・
工
事
材
料
管
理

　
　
品
質
管
理

○
検
査
（
確
認
を
含

○
建
設
副
産
物
及

　 ２ 　 施 工 状 況

　 Ⅰ 　 施 工 管 理

考 査 項 目

細 　 　 別

○
施
工
管
理

　
査
等

○
工
事
の
着
手

　
及
び
貸
与
品

○
支
給
品

　
び
建
設
廃
棄
物

○
指
定
建
設
機
械

　
類
の
確
認

「
施
工
プ
ロ
セ
ス
」
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

チ
ェ
ッ
ク
時
期
（
指
示
事
項
）

施
　
工
　
中



別
紙
１
－
５
④

（
4
／
4
）

・
　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
を
実
施
し
、
工
程
の
管
理
を
行
っ

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

て
い
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
現
場
条
件
変
更
へ
の
対
応
、
地
元
調
整
を
積
極
的

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

に
行
い
、
そ
の
結
果
を
書
類
で
提
出
し
た
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
作
業
員
の
休
日
の
確
保
を
行
っ
た
記
録
が
整
理
さ

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

れ
て
い
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
災
害
防
止
協
議
会
等
を
設
置
し
、
活
動
記
録
が

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

あ
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
店
社
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
記
録
が
あ
る
。

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

（
施
工
時
　
1
回
/
月
程
度
）

・
　
安
全
・
訓
練
等
を
実
施
し
、
記
録
が
あ
る
。

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
安
全
巡
視
、
T
B
M
、
K
Y
等
を
実
施
し
、
記
録
が
あ
る
。

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
新
規
入
場
者
教
育
を
実
施
し
、
記
録
が
あ
る
。

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
過
積
載
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
記
録
が
あ
る
。

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
使
用
機
械
、
車
輌
等
の
点
検
整
備
が
管
理
さ
れ
、

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

記
録
が
あ
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

（
施
工
時
　
1
回
/
月
程
度
）

・
　
重
機
操
作
で
、
誘
導
員
配
置
や
重
機
と
人
と
の
行

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

動
範
囲
の
分
離
借
置
が
な
さ
れ
た
点
検
記
録
等
が

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

あ
る
。

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
山
留
め
、
仮
締
切
等
の
設
置
後
の
点
検
及
び
管
理

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

の
記
録
が
あ
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

･　
足
場
や
支
保
工
の
組
立
完
了
時
や
使
用
中
の
点
検

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

及
び
管
理
が
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
記
録

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

が
あ
る
。

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

･　
保
安
施
設
等
の
整
理
・
設
置
・
管
理
が
的
確
で
あ
り
、

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

記
録
が
あ
る
。

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
各
種
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
で
の
指
摘
事
項
や
是
正
事
項

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

に
つ
い
て
、
速
や
か
に
改
善
を
図
り
、
か
つ
関
係
者
に
是

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

正
報
告
し
た
記
録
が
あ
る
。
　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
関
係
官
公
庁
等
の
関
係
機
関
と
の
折
衝
及
び
調
整

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

を
し
た
記
録
が
あ
る
。

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□

・
　
地
元
住
民
等
と
の
施
工
上
必
要
な
交
渉
、
工
事
の

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

施
工
に
関
し
て
の
苦
情
対
応
を
適
切
に
行
い
、
記
録

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
が
あ
る
。

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

・
　
隣
接
工
事
又
は
施
工
上
密
接
に
関
連
す
る
工
事

（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
）
（
　
/
　
）
（
　
/
　
）

の
請
負
業
者
と
相
互
に
協
力
を
行
っ
て
い
る
記
録
が

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
あ
る
。

　
　
（
施
工
時
適
宣
）

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
一
覧
表

（
チ
ェ
ッ
ク
の
目
安
）

考 査 項 目

細 　 　 別

備
考

着
手
前

完
成
時

（
指
示
事
項
及
び
そ
の
是
正
状
況
等
）

チ
ェ
ッ
ク
時
期
（
指
示
事
項
）

施
　
工
　
中

　 ２ 　 施 工 状 況

　 Ⅱ 　 工 程 管 理 　 Ⅲ 　 安 全 対 策 　 Ⅳ 　 対 外 関 係

確
認
項
目

○
工
程
管
理

○
安
全
活
動
　

○
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

○
関
係
機
関
等

　
の
指
摘
事
項
の

　
処
理

「
施
工
プ
ロ
セ
ス
」
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト



４．工事技術的難易度評価手順

工事の技術的難易度の評価は、次の手順により行うものとする。

１．土木工事等

土木一式工事、橋梁上部工事、舗装工事、法面処理工事等の工事の技術的

難易度の評価は、工事技術的難易度評価表（別記様式２）に次の手順に従い

評価結果を記入することとする。

手順１ 工事区分

工事区分は、別紙２－３「工事区分別難易度対応表」の工事区分欄を基

に、対象工事に含まれる難易度の最も高い工事区分を記入する。なお、技

術的難易度に用いる工事区分は、別紙２－１「工事区分表」による。

手順２ 小項目の評価

各小項目の評価は、別紙２－２「工事技術的難易度評価の小項目別運用

表」の評価対象事項について、各小項目の評価をＡ、Ｂ、Ｃで行い、別記

様式２に記入する。

手順３ 大項目の評価

各大項目の評価は、手順２の各小項目ごとの評価結果から表－１の判定

、 、 、 、 。基準に基づき 大項目の評価をＡ Ｂ Ｃで行い 別記様式２に記入する

表－１ 大項目判定基準

大項目評価 小 項 目 評 価

Ａ 対象大項目に対する各小項目にＡ判定が１つ以上ある。

Ｂ 対象大項目に対応する各小項目評価にＢ判定が１つ以上あ

り、かつ、Ａ判定がない。

、 。Ｃ 対象大項目に対応する各小項目にＡ 若しくはＢ判定がない

手順４ 工事の技術的難易度判定

工事の技術的難易度判定は、大項目の評価結果から表－２の判定基準に

基づき、当該対象工事の｢易、やや難、難｣の判定を行うものとする。

なお、難易度の判定を行う際に、別記様式２に示される特別考慮要因

が存在する場合には、特別考慮要因のＡ、Ｂの判定も数に含めるものとす

る。



また、判定にあたっては、大項目の評価にＡ判定が１つあり、かつ、Ｂ

判定が３個以下の場合は「やや難」と判定することを標準とするが、Ａ判

定項目の工事特性に鑑み 「難」と判定してもよいものとする。、

表－２ 「易、やや難、難」判定基準

易、やや難、難 大 項 目 評 価

の 判 定

・大項目の評価にＡ判定が２つ以上ある。

・大項目の評価にＡ判定が１つあり、かつＢ判定が４個

難 以上ある。

・大項目の評価にＡ判定が１つあり、かつＢ判定が３個

以下の場合にも、工事特性により 「難」と判定して、

もよい。

・大項目の評価にＢ判定が１つ以上あり、かつＡ判定が

やや難 ない。

・大項目の評価にＡ判定が１つ以上あり、かつＢ判定が

３個以下である。

易 ・大項目の評価にＡ若しくは、Ｂ判定項目がない。

手順５ 工事の技術的難易度の評価

工事の技術的難易度の評価は、手順４の判定結果から別紙２－３「工事

区分別難易度対応表 の当該対象工事の工事区分に対応する工事難易度 Ⅰ」 「

～Ⅵ」の評価を行い、別記様式２に記録する。



別
紙
２
－
１

工
 事
 区
 分
 表

事
業
分
類

構
造
物
分
類

構
造
形
式
･
工
法
分
類
区
分
番
号

事
業
分
類

構
造
物
分
類

構
造
形
式
･
工
法
分
類
区
分
番
号

１
．
河
川

1
.
1
河
川
堤
防

1
0
1
0
５
．
道
路

5
.
2
共
同
溝

5
.
2
.
1
ｼ
ｰ
ﾙ
ﾄ
ﾞ
工
法

5
0
2
1

1
.
2
河
川
護
岸

1
0
2
0

5
.
2
.
2
推
進
工
法

5
0
2
2

1
.
3
床
止
め
･
床
固
め

1
0
3
0

5
.
2
.
3
開
削
工
法

5
0
2
3

1
.
4
堰
･
水
門

1
0
4
0

5
.
3
橋
梁
上
部

5
.
3
.
1
R
C
橋

5
0
3
1

1
.
5
樋
門
･
樋
管

1
0
5
0

5
.
3
.
2
P
C
橋

5
0
3
2

1
.
6
水
路
ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ

1
.
6
.
1
山
岳
ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ
工
法

1
0
6
1

5
.
3
.
3
鋼
橋

5
0
3
3

1
.
6
.
2
ｼ
ｰ
ﾙ
ﾄ
ﾞ
工
法

1
0
6
2

5
.
3
.
4
床
版
工
（
鋼
橋
）

5
0
3
4

1
.
6
.
3
推
進
工
法

1
0
6
3

5
.
4
橋
梁
下
部

5
.
4
.
1
R
C
橋
脚
･
橋
台

5
0
4
1

1
.
6
.
4
開
削
工
法

1
0
6
4

5
.
4
.
2
鋼
製
橋
脚
･
橋
台

5
0
4
2

1
.
7
伏
せ
越
し

1
0
7
0

5
.
4
.
3
合
成
構
造
橋
脚
･
橋
台

5
0
4
3

1
.
8
揚
排
水
機
場

1
0
8
0

5
.
5
舗
装

5
.
5
.
1
ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
舗
装

5
0
5
1

1
.
9
河
川
浚
渫

1
0
9
0

5
.
5
.
2
ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
舗
装

5
0
5
2

1
.
1
0
河
川
維
持
管
理

1
1
0
0

5
.
5
.
3
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
舗
装

5
0
5
3

(
補
強
･
改
築
は
含
ま
な
い
)

5
.
6
道
路
付
属
施
設

5
0
6
0

1
.
1
1
そ
の
他

1
1
1
0

5
.
7
切
土
工

5
0
7
0

２
．
海
岸

2
.
1
海
岸
堤
防

2
0
1
0

5
.
8
盛
土
工

5
0
8
0

2
.
2
護
岸

2
0
2
0

5
.
9
斜
面
安
定
･
法
面
工

5
0
9
0

2
.
3
突
堤
･
離
岸
堤

2
0
3
0

5
.
1
0
ｶ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾄ
工

5
1
0
0

2
.
4
養
浜

2
0
4
0

5
.
1
1
擁
壁
工

5
1
1
0

2
.
5
海
岸
浚
渫

2
0
5
0

5
.
1
2
排
水
工

5
1
2
0

2
.
6
海
岸
維
持
管
理

2
0
6
0

5
.
1
3
電
線
共
同
溝
･
C
A
B

5
1
3
0

(
補
強
･
改
築
は
含
ま
な
い
)

5
.
1
4
情
報
B
O
X

5
1
4
0

2
.
7
そ
の
他

2
0
7
0

5
.
1
5
ｼ
ｪ
ｯ
ﾄ
ﾞ

5
1
5
0

３
．
砂
防

3
.
1
砂
防
ﾀ
ﾞ
ﾑ

3
0
1
0

5
.
1
6
道
路
維
持
管
理

5
1
6
0

･
地
滑
り
3
.
2
流
路
工

3
0
2
0

(
補
強
･
改
築
は
含
ま
な
い
)

3
.
3
斜
面
対
策

3
0
3
0

5
.
1
7
そ
の
他

5
1
7
0

(
地
下
水
排
除
工
、
抑
止
杭
工
を
含
む
）

６
．
公
園

6
.
1
基
盤
整
備

6
0
1
0

3
.
4
砂
防
維
持
管
理

3
0
4
0

6
.
2
植
栽

6
0
2
0

(
補
強
･
改
築
は
含
ま
な
い
)

6
.
3
施
設
整
備

6
0
3
0

3
.
5
そ
の
他

3
0
5
0

6
.
4
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
･
ｺ
ｰ
ﾄ
整
備

6
0
4
0

４
．
ﾀ
ﾞ
ﾑ

4
.
1
ﾀ
ﾞ
ﾑ

4
.
1
.
1
重
力
式
ﾀ
ﾞ
ﾑ
工
事

4
0
1
1

6
.
5
自
然
育
成

6
0
5
0

(
転
流
ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ
は
、
５
．
道
路
－

4
.
1
.
2
ｱ
ｰ
ﾁ
式
ﾀ
ﾞ
ﾑ
工
事

4
0
1
2

6
.
6
公
園
維
持
管
理

6
0
6
0

5
.
1
ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ
で
評
価
す
る
。
)
4
.
1
.
3
ﾛ
ｯ
ｸ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ﾑ
工
事

4
0
1
3

(
補
強
･
改
築
は
含
ま
な
い
)

4
.
1
.
4
ｱ
ｰ
ｽ
ﾀ
ﾞ
ﾑ
工
事

4
0
1
4

6
.
7
そ
の
他

6
0
7
0

4
.
1
.
5
表
面
遮
水
壁
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ﾑ

4
0
1
5
７
．
そ
の
他
7
.
1
そ
の
他

7
0
1
0

4
.
1
.
6
複
合
ﾀ
ﾞ
ﾑ
工
事

4
0
1
6
1
5
．
水
　
路
　
1
5
.
1
　
開
水
路

1
5
.
1
.
1
　
現
場
打
水
路

8
5
1
1

4
.
1
.
7
ﾀ
ﾞ
ﾑ
維
持
管
理

4
0
1
7

1
5
.
1
.
2
　
二
次
製
品
水
路

8
5
1
2

(
補
強
･
改
築
は
含
ま
な
い
)

1
5
.
2
　
函
　
 
渠

1
5
.
2
.
１
　
現
場
打
水
路
　

8
5
2
1

4
.
1
.
8
そ
の
他

4
0
1
8

1
5
.
2
.
2
　
二
次
製
品
水
路

8
5
2
2

５
．
道
路

5
.
1
ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ

5
.
1
.
1
山
岳
ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ
工
法

5
0
1
1

1
5
.
3
　
サ
イ
ホ
ン

8
5
3
0

5
.
1
.
2
ｼ
ｰ
ﾙ
ﾄ
ﾞ
工
法

5
0
1
2
1
7
．
管
　
水
　
1
7
.
1
　
既
成
管

1
7
.
1
.
1
　
Ｒ
Ｃ
管

8
7
1
1

5
.
1
.
3
開
削
工
法

5
0
1
3

1
7
.
1
.
2
　
Ｖ
Ｐ
管

8
7
1
2

5
.
1
.
4
沈
埋
工
法

5
0
1
4

1
7
.
1
.
3
　
Ｄ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
管

8
7
1
3

1
7
.
1
.
4
　
Ｆ
Ｒ
Ｐ
Ｍ
管

8
7
1
4

1
7
.
1
.
5
　
Ｓ
Ｐ
管

8
7
1
5

1
7
.
1
.
6
　
コ
ル
ゲ
ー
ト
管

8
7
1
6



別
紙
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工
事
技
術
的
難
易
度
評
価
の
小
項
目
別
運
用
表

大
項
目

小
項
目

評
価
対
象
事
項
（
代
表
的
事
項
等
）

１
．
構
造
物
条
件
①
規
模

対
象
構
造
物
の
高
さ
、
延
長
、
施
工
（
断
）
面
積
、
施
工
深
度
等
の
規
模

②
形
状

対
象
構
造
物
の
形
状
の
複
雑
さ
（
土
被
り
厚
や
ト
ン
ネ
ル
線
形
等
を
含
む
）

③
そ
の
他

既
設
構
造
物
の
補
強
、
撤
去
等
特
殊
な
工
事
対
象

２
．
技
術
特
性
　
①
工
法
等

工
法
、
使
用
機
械
、
使
用
材
料
等

②
そ
の
他

施
工
方
法
に
関
す
る
技
術
提
案
等

３
．
自
然
条
件

①
湧
水
・
地
下
水

湧
水
の
発
生
、
掘
削
作
業
等
に
対
す
る
地
下
水
位
の
影
響
等

②
軟
弱
地
盤

支
持
地
盤
の
状
況

③
作
業
用
道
路
・
ヤ
ー
ド
河
川
内
・
海
域
・
急
峻
な
地
形
条
件
下
等
、
工
事
用
道
路
・
作
業
ス
ペ
ー
ス
等
の
制
約

④
気
象
・
海
象

雨
・
雪
・
風
・
気
温
・
波
浪
等
の
影
響

⑤
そ
の
他

地
す
べ
り
等
の
地
質
条
件
、
急
流
河
川
に
お
け
る
水
流
、
海
域
に
お
け
る
潮
流
等
の
影
響
、
動
植
物
等
に
対
す
る
配
慮
等

４
．
社
会
条
件

①
地
中
障
害
物

地
下
埋
設
物
等
の
地
中
内
の
作
業
障
害
物

②
近
接
施
工

工
事
の
影
響
に
配
慮
す
べ
き
鉄
道
営
業
線
・
供
用
中
道
路
・
架
空
線
・
建
築
物
等
の
近
接
物

③
騒
音
・
振
動

周
辺
住
民
等
に
対
す
る
騒
音
・
振
動
の
配
慮

④
水
質
汚
濁

周
辺
水
域
環
境
に
対
す
る
水
質
汚
濁
の
配
慮

⑤
作
業
用
道
路
・
ヤ
ー
ド
生
活
道
路
を
利
用
し
て
の
資
機
材
搬
入
等
の
工
事
用
道
路
の
制
約
、
路
面
覆
工
下
・
高
架
下
等
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
制
約

⑥
現
道
作
業

現
道
上
で
の
交
通
規
制
を
伴
う
作
業

⑦
そ
の
他

騒
音
・
振
動
・
水
質
汚
濁
以
外
の
環
境
対
策
、
廃
棄
物
処
理
等

５
．
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞﾒ
ﾝ
ﾄ特
性
①
他
工
区
調
整

隣
接
工
区
と
の
工
程
調
整

②
住
民
対
応

近
隣
住
民
と
の
対
応

③
関
係
機
関
対
応

関
係
行
政
機
関
・
公
益
事
業
者
等
と
の
調
整

④
工
程
管
理

工
期
・
工
程
の
制
約
・
変
更
へ
の
対
応
（
工
法
変
更
等
に
伴
う
も
の
を
含
む
）

⑤
品
質
管
理

品
質
管
理
の
煩
雑
さ
、
複
雑
さ
（
高
い
品
質
管
理
精
度
の
要
求
等
を
含
む
）

⑥
安
全
管
理

高
所
作
業
、
夜
間
作
業
、
潜
水
作
業
等
の
危
険
作
業

⑦
そ
の
他

災
害
時
の
応
急
復
旧
等

［
評
価
方
法
］

　
以
下
の
３
ラ
ン
ク
の
評
価
を
行
う
。

　
　
Ａ
：
　
特
に
困
難
な
、
ま
た
は
、
特
に
高
度
な
技
術
を
要
す
る
「
条
件
・
状
況
」

　
　
Ｂ
：
　
困
難
な
、
ま
た
は
、
高
度
な
技
術
を
要
す
る
「
条
件
・
状
況
」

　
　
Ｃ
：
　
一
般
的
に
生
ず
る
、
ま
た
は
、
通
常
の
技
術
で
対
応
可
能
な
「
条
件
・
状
況
」
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工
事
区
分
別
難
易
度
対
応
表

 

 手
順
４
の
「
易
、
や
や
難
、
難
」
判
定
結
果
か
ら
、
工
事
区
分
に
応
じ
、
以
下
の
工
事
難
易
度
Ⅰ
～
Ⅵ
と
し
て
評
価
す
る
。
 

な
お
、
特
に
難
易
度
を
高
め
る
特
別
な
要
因
が
あ
る
場
合
,
難
易
度
を
高
め
る
要
因
が
特
に
多
岐
に
わ
た
る
場
合
等
に
は
、
各
工
事
区
分
の
「
難
」
よ
り
上
位
の
ラ

ン
ク
に
評
価
す
る
。
 

事
業
分
類
 

工
事
区
分
（
構
造
物
分
類
･
構
造
形
式
･
工
法
分
類
）
 

Ⅰ
 

Ⅱ
 

Ⅲ
 

Ⅳ
 

Ⅴ
 

Ⅵ
 

１
．
河
川
 

河
川
堤
防
,
河
川
護
岸
,床
止
め
･
床
固
め
,
河
川
浚
渫
,
維
持
管
理
 

易
 

や
や
難

難
 

 

樋
門
･
樋
管
,水
路
ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ
(
推
進
工
法
)
,
伏
せ
越
し
,
揚
排
水
機
場
 

 
易
 

や
や
難

難
 

 

堰
･水
門
,
水
路
ﾄ
ﾝﾈ
ﾙ
(山
岳
ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ工
法
,
ｼｰ
ﾙ
ﾄ
ﾞ工
法
,
開
削
工
法
)
 

 
易
 
や
や
難

難
 

 

２
．
海
岸
 

海
岸
堤
防
,護
岸
,養
浜
,
海
岸
浚
渫
,維
持
管
理
 

易
 

や
や
難

難
 

 

突
堤
･
離
岸
堤
 

 
易
 

や
や
難

難
 

 

３
．
砂
防
･地
滑
り
流
路
工
,維
持
管
理
 

易
 

や
や
難

難
 

 

砂
防
ﾀ
ﾞ
ﾑ,
斜
面
対
策
 

 
易
 

や
や
難

難
 

 

４
．
ﾀ
ﾞ
ﾑ
 

維
持
管
理
 

易
 

や
や
難

難
 

 

転
流
ﾄ
ﾝ
ﾈﾙ
 

 
易
 
や
や
難

難
 

 

堤
体
工
 

 
易
 
や
や
難

難
 

５
．
道
路
 

舗
装
,
道
路
付
属
施
設
,
切
土
工
,
盛
土
工
,
斜
面
安
定
･
法
面
工
,
ｶ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾄ
工
,
 

擁
壁
工
,排
水
工
,情
報
B
O
X,
ｼ
ｪ
ｯ
ﾄﾞ
,維
持
管
理
 

易
 

や
や
難

難
 

 

共
同
溝
(推
進
工
法
,
開
削
工
法
)
,
橋
梁
上
部
工
,
橋
梁
下
部
工
，
 

電
線
共
同
溝
・
C
A
B
 

  
易
 

や
や
難

難
 

 

ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ(
山
岳
ﾄﾝ
ﾈ
ﾙ
工
法
,ｼ
ｰ
ﾙﾄ
ﾞ
工
法
,開
削
工
法
)
,共
同
溝
(
ｼｰ
ﾙ
ﾄﾞ
工
法
)
 

 
易
 
や
や
難

難
 

 

ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ
(
沈
埋
工
法
)
 

 
易
 
や
や
難

難
 

６
．
公
園
 

易
 

や
や
難

難
 

 

1
5
．
水
路
工
 

開
水
路
(
現
場
打
水
路
,
二
次
製
品
水
路
)
,
管
渠
(
現
場
打
水
路
,
二
次
製
品
水
路
)
 

易
 

や
や
難

難
 

 

サ
イ
ホ
ン
 

 
易
 

や
や
難

難
 

 

1
7
．
管
水
路
 

既
成
管
(R
C管
,
V
P管
,
DC
P
I管
,
FR
P
M管
,S
P
管
,ｺ
ﾙ
ｹﾞ
ｰ
ﾄ管
)
 

易
 

や
や
難

難
 

 

※
 工
事
区
分
「
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
、
類
似
の
工
事
区
分
と
の
関
係
等
か
ら
類
推
す
る
。

 



２．電気工事 
 
  電気工事（土木工事に係る電気工事）の技術的難易度の評価は、工事技術的難易度評

 価表（別記様式２の２）に次の手順に従い評価結果を記入することとする。 
 
 手順１ 設備区分 
   設備区分は、別紙２－５「設備区分別難易度対応表」の設備区分欄及び構造物分類

  等欄を基に、評価対象工事に含まれる最も工事難易度の高い設備区分及び構造物分類

  等を記入する。 
 
 手順２ 小項目の評価 
   各小項目の評価は、別紙２－４「工事技術的難易度評価の小項目別運用表」の評価

  対象事項について、各小項目の評価をＡ，Ｂ，Ｃで行い、別記様式２の２に記入する。 
 
  手順３ 大項目の評価 
      各大項目の評価は、手順２の各小項目ごとの評価結果から表－３の判定基準に  
  基づき、大項目の評価をＡ、Ｂ、Ｃで行い、別記様式２の２に記入する。 
 

表－３ 大項目判定基準 

 大項目評価                       小 項 目 評 価 

     Ａ 対象大項目に対する各小項目にＡ判定が１つ以上ある。 

     Ｂ 対象大項目に対応する各小項目評価にＢ判定が１つ以上あり、かつ、 

  Ａ判定がない。 

     Ｃ 対象大項目に対応する各小項目にＡ、若しくはＢ判定がない。 

 
  手順４ 工事の技術的難易度判定 
      工事の技術的難易度判定は、大項目の評価結果から表－４の判定基準に基づき、 
  当該対象工事の｢易、やや難、難｣の判定を行うものとする。 
   なお、難易度の判定を行う際に、別記様式２の２に示される特別考慮要因が存在す 

  る場合には、特別考慮要因のＡ、Ｂの判定も数に含めるものとする。 
 
 
 



表－４「易、やや難、難」判定基準 
 
「易、やや難、難」

 の 判 定 
大 項 目 評 価 

 
・大項目の評価にＡ判定が２つ以上ある。 

 ・大項目の評価にＡ判定が１つあり、かつＢ判定が３つ以上ある。 
 ・大項目の評価にＡ判定が１つあり、かつＢ判定が２つ以下の場 
 

難 

 合にも、工事特性により、「難」と判定してもよい。 

 
・大項目の評価にＡ判定が１つあり、かつＢ判定が２つ以下である。

 
やや難 

・大項目の評価にＡ判定がなく、かつＢ判定１つ以上ある。 
 

・大項目の評価にＡ、若しくは、Ｂ判定がない。 
 ・大項目の評価にＡ判定がなく、かつＢ判定が１つ以上の場合にも、

 
易 

 工事特性により、「易」と判定してもよい 

 
 手順５ 工事の技術的難易度の評価 
   工事の技術的難易度の評価は、手順４の判定結果から別紙２－５「設備区分別難易度

  対応表」の当該対象工事の設備区分に対応する工事難易度「Ⅰ～Ⅵ」の評価を行い、

  別記様式２の２に記録する。 



別
紙
２
－
４

大
項
目

小
項
目

評
価
対
象
事
項
（
代
表
的
事
項
等
）

１
．
設
備
条
件

①
設
備
種
別

主
な
設
備
の
種
別
（
低
圧
設
備
、
高
圧
設
備
等
）

②
設
備
規
模

主
な
設
備
の
規
模
（
照
明
灯
数
、
線
路
亘
長
、
設
備
容
量
等
）

③
そ
の
他

既
設
設
備
の
改
造
・
転
用
、
特
殊
な
対
象
設
備
等

２
．
設
備
技
術
特
性
①
設
備
仕
様

省
エ
ネ
仕
様
、
監
視
制
御
仕
様
、
耐
震
仕
様
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
配
慮
等

②
施
工
方
法

工
法
、
使
用
材
料
等

③
そ
の
他

設
備
の
運
用
に
係
る
付
加
技
術
等

３
．
設
備
設
置
条
件
①
設
置
環
境

湿
度
、
温
度
、
高
度
等

②
設
置
構
造
物

設
置
構
造
物
の
形
状
の
複
雑
さ
、
設
置
箇
所
の
条
件
等

③
そ
の
他

設
置
に
際
し
特
に
配
慮
す
べ
き
特
殊
要
因
等

４
．
社
会
条
件

①
地
中
障
害
物

地
下
埋
設
物
等
の
地
中
内
の
作
業
障
害
物

②
近
接
施
工

工
事
の
影
響
に
配
慮
す
べ
き
鉄
道
営
業
線
・
供
用
中
道
路
・
架
空
線
・
建
築
物
等
の
近
接
物

③
騒
音
・
振
動

周
辺
住
民
等
に
対
す
る
騒
音
・
振
動
の
配
慮

④
水
質
汚
濁

周
辺
水
域
環
境
に
対
す
る
水
質
汚
濁
の
配
慮

⑤
作
業
用
道
路
・
ヤ
ー
ド
生
活
道
路
を
利
用
し
て
の
資
機
材
搬
入
等
の
工
事
用
道
路
の
制
約
、
路
面
覆
工
下
・
高
架
下
等
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
制
約

⑥
現
道
作
業

現
道
上
で
の
交
通
規
制
を
伴
う
作
業

⑦
そ
の
他

騒
音
・
振
動
・
水
質
汚
濁
以
外
の
環
境
対
策
、
廃
棄
物
処
理
等

５
．
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞﾒ
ﾝ
ﾄ特
性
①
他
工
区
調
整

隣
接
工
区
と
の
工
程
調
整

②
住
民
対
応

近
隣
住
民
と
の
対
応

③
関
係
機
関
対
応

関
係
行
政
機
関
・
公
益
事
業
者
等
と
の
調
整

④
工
程
管
理

工
期
・
工
程
の
制
約
・
変
更
へ
の
対
応
（
工
法
変
更
等
に
伴
う
も
の
を
含
む
）

⑤
品
質
管
理

品
質
管
理
の
煩
雑
さ
、
複
雑
さ
（
高
い
品
質
管
理
精
度
の
要
求
等
を
含
む
）

⑥
安
全
管
理

高
所
作
業
、
夜
間
作
業
、
潜
水
作
業
等
の
危
険
作
業

⑦
そ
の
他

災
害
時
の
応
急
復
旧
等

［
評
価
方
法
］

　
以
下
の
３
ラ
ン
ク
の
評
価
を
行
う
。

　
　
Ａ
：
　
特
に
困
難
な
、
ま
た
は
、
特
に
高
度
な
技
術
を
要
す
る
「
条
件
・
特
性
」

　
　
Ｂ
：
　
困
難
な
、
ま
た
は
、
高
度
な
技
術
を
要
す
る
「
条
件
・
特
性
」

　
　
Ｃ
：
　
一
般
的
に
生
ず
る
、
ま
た
は
、
通
常
の
技
術
で
対
応
可
能
な
「
条
件
・
特
性
」

工
事
技
術
的
難
易
度
評
価
の
小
項
目
別
運
用
表



評
 価
  
Ａ

評
 価
  
Ｂ

評
 価
  
Ｃ

　
１
．
設
備
条
件

　
①
 設
備
種
別

主
な
設
備
の
種
別
（
低
圧
設
備
、
高
圧
・
高
圧
配
電
・
昇
圧
設
備
あ
リ

・
低
圧
配
電
・
電
源
補
償
設
備
あ
り
・
低
圧
単
独
引
き
込
み

 電
気
設
備

設
備
等
）

・
衛
星
通
信
設
備
（
可
搬
型
を
除
く
。
）
・
多
重
通
信
設
備
、
ヘ
リ
画
像
受
信

設
備
、
K
-
C
O
S
M
O
S
、
有
線
通
信
設

備
、
電
話
交
換
設
備

・
そ
の
他
の
一
般
的
な
通
信
設
備

 通
信
設
備

・
各
種
情
報
通
信
（
処
理
）
設
備

（
デ
ー
タ
処
理
配
信
機
能
あ
リ
）

・
各
種
情
報
通
信
（
処
理
）
設
備

（
デ
ー
タ
処
理
機
能
あ
リ
）

・
各
種
情
報
通
信
（
処
理
）
設
備

（
デ
ー
タ
処
理
機
能
あ
リ
）

・
シ
リ
ン
ダ
ー
鉄
塔

・
パ
イ
プ
ト
ラ
ス
鉄
塔

・
評
価
 Ａ
，
Ｂ
に
該
当
し
な
い
鉄
塔

・
特
別
高
圧
設
備

・
高
圧
設
備

・
低
圧
設
備

 受
変
電
設
備

　
②
 設
備
規
模

主
な
設
備
の
規
模
（
照
明
灯
数
、
線
路
・
道
路
照
明
：
灯
敏
5
0
灯
以
上

・
2
0
灯
≦
灯
数
＜
5
0
灯

・
灯
数
2
0
灯
未
満

 電
気
設
備

亘
長
、
設
備
容
量
等
）

・
ト
ン
ネ
ル
：
延
長
5
0
0
m
以
上

・
7
5
m
≦
延
長
＜
5
0
0
m

・
延
長
7
5
m
未
満

・
配
電
線
路
：
亘
長
1
0
0
0
m
以
上

・
5
0
0
m
≦
亘
長
＜
1
0
0
0
m

・
亘
長
5
0
0
m
未
満

・
共
同
溝
：
延
長
5
0
0
m
以
上

・
2
0
0
m
≦
延
長
＜
5
0
0
m

・
延
長
2
0
0
m
未
満

・
地
下
駐
：
床
面
積
1
0
0
0
㎡
以
上

・
5
0
0
㎡
≦
床
面
積
＜
1
0
0
0
㎡

・
床
面
積
5
0
0
㎡
未
満

・
水
処
理
：
容
量
3
0
kV
A
以
上

・
1
0
0
kV
A
≦
容
量
＜
３
０
０
kV
A

・
容
量
：
1
0
0
kV
A
未
満

・
道
路
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
：
容
量
1
0
0
kV
A

以
上

・
5
0
kV
A
≦
容
量
＜
1
0
0
kV
A

・
容
量
5
0
kV
A
未
満

・
鉄
塔
：
高
さ
5
0
m
以
上

・
3
0
m
≦
高
さ
＜
5
0
m

・
高
さ
3
0
m
未
満

 通
信
設
備

・
反
射
板
：
面
積
5
0
㎡
以
上

・
3
0
㎡
≦
面
積
＜
5
0
㎡

・
面
積
3
0
㎡
未
満

・
光
ケ
ー
ブ
ル
：
接
続
1
0
箇
所
以
上

・
1
箇
所
≦
接
続
＜
1
0
箇
所

・
接
続
箇
所
な
し

・
C
C
T
V
：
画
像
処
理
系
及
び
伝
送
系

を
含
む

・
伝
送
系
を
含
む

・
C
C
T
V
の
み

・
高
圧
受
変
電
：
容
量
1
0
0
0
kW
以
上
・
5
0
0
kW
≦
容
量
＜
1
0
0
0
kW

・
容
量
：
5
0
0
kW
未
満

 受
変
電
設
備

・
特
高
受
変
電
：
容
量
5
0
0
0
kW
以
上
・
3
0
0
0
kW
≦
容
量
＜
5
0
0
0
kW

・
容
量
：
3
0
0
0
kW
未
満

・
発
電
：
容
量
5
0
0
kW
以
上

・
1
0
0
kW
≦
容
量
＜
5
0
0
kW

・
容
量
：
1
0
0
kW
未
満

　
③
 そ
の
他

既
設
設
備
の
改
造
・
転
用
、
特
殊
な
対

象
設
備
等

・
既
設
設
備
を
運
用
し
な
が
ら
一
部

の
機
能
を
更
新

・
評
価
 Ａ
，
Ｃ
に
該
当
し
な
い

・
既
設
設
備
撤
去
後
に
同
程
度
の
設

備
を
設
置

別
 紙
２
－
４
①

小
項
目
別
評
価
運
用
基
準
表

備
  
考

小
項
目

大
項
目

具
 体
 的
 事
 例

評
価
対
象
事
項
（
代
表
的
事
項
）



別
 紙
 ２
－
４
②

評
 価
  
Ａ

評
 価
  
Ｂ

評
 価
  
Ｃ

２
．
設
備
技
術
特
性
　
①
 設
備
仕
様

省
エ
ネ
仕
様
、
監
視
制
御
仕
様
、
耐
震

・
設
備
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
低
減
を
特

・
設
備
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
低
減
を
比

・
特
に
な
し

仕
様
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
配
慮
等

に
考
慮
し
て
い
る

較
的
考
慮
し
て
い
る

・
点
減
ス
イ
ッ
チ
に
よ
る
制
御

・
監
視
制
御
設
備
に
よ
る
制
御

・
自
動
点
滅
装
置
に
よ
る
制
御

　
②
 施
工
方
法

工
法
、
使
用
材
料
等

・
新
規
の
エ
法
、
使
用
材
料
等
を
採
用

・
新
規
の
エ
法
、
使
用
材
料
等
を
採
用

・
特
に
な
し

し
、
特
に
慎
重
な
対
応
が
必
要

し
て
い
る
が
対
処
は
比
較
的
容
易

　
③
 そ
の
他

設
備
の
運
用
に
係
る
付
加
技
術
等

・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
の
考
慮
に
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
の
考
慮
に
・
特
に
な
し

よ
り
、
設
備
の
操
作
性
が
非
常
に
良
い

よ
リ
、
設
備
の
操
作
性
が
比
較
的
良
い

３
．
設
備
設
置
条
件
　
①
 設
置
環
境

湿
度
、
温
度
、
高
度
等

・
冬
季
に
お
い
て
積
雪
や
凍
結
に
特
に

・
積
雪
や
凍
結
は
あ
る
が
対
処
は
比
較
・
一
般
的
な
設
置
環
境

慎
重
な
対
応
が
必
要

的
容
易

・
共
同
溝
の
深
度
が
あ
リ
作
業
が
困
難

　
②
 設
置
構
造
物

設
置
構
造
物
の
形
状
の
複
雑
さ
、
設
置

・
道
路
・
ト
ン
ネ
ル
線
形
が
厳
し
い
な
ど

・
道
路
・
ト
ン
ネ
ル
線
形
は
厳
し
い
が
対

・
特
に
な
し

箇
所
の
条
件
等

特
に
慎
重
な
対
応
が
必
要

処
は
比
較
的
容
易

　
③
 そ
の
他

設
置
に
際
し
特
に
配
慮
す
べ
き
特
殊
要

・
共
同
溝
に
ガ
ス
洞
道
が
あ
リ
特
に
細

・
共
同
溝
に
ガ
ス
洞
道
が
あ
リ
ー
般
的

・
特
に
な
し

因
等

心
の
配
慮
が
必
要

な
配
慮
が
必
要

４
．
社
会
条
件

　
①
 地
中
障
害
物

地
下
埋
設
物
等
の
地
中
内
の
作
業
障

・
対
処
困
難
な
障
害
物
が
あ
る

・
障
害
物
は
あ
る
が
対
処
は
比
較
的

・
特
に
な
し

害
物

容
易

　
②
 近
接
施
工

工
事
の
影
響
に
配
慮
す
べ
き
鉄
道
営
業
・
対
処
困
難
な
近
接
物
が
あ
る

・
近
接
物
は
あ
る
が
対
処
は
比
較
的

・
特
に
な
し

線
・
供
用
中
道
路
・
架
空
線
・
建
築
物
等

容
易

の
近
接
物

　
③
 騒
音
・
振
動

周
辺
住
民
等
に
対
す
る
騒
音
・
振
動
の

・
対
処
が
困
難
で
特
に
慎
重
な
対
応
が

・
騒
音
・
振
動
に
対
す
る
配
慮
が
必
要

・
特
に
な
し

配
慮

必
要

で
あ
る
が
対
処
は
比
較
的
容
易

　
④
 水
質
汚
濁

周
辺
水
域
環
境
に
対
す
る
水
質
汚
濁
の
・
対
処
が
困
難
で
特
に
慎
重
な
対
応
が

・
水
質
汚
濁
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
で
・
特
に
な
し

配
慮

必
要

あ
る
が
対
処
は
比
較
的
容
易

  
⑤
 作
業
道
路
・
ヤ
ー
ド

生
活
道
路
を
利
用
し
て
の
資
機
材
搬
入

・
作
業
道
路
・
ヤ
ー
ド
の
制
約
が
厳
し
い
・
作
業
道
路
・
ヤ
ー
ド
に
制
約
は
あ
る
が
・
特
に
な
し

等
の
工
事
用
道
路
の
制
約
、
路
面
覆
工

対
処
は
比
較
的
容
易

下
・
高
架
下
等
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
制
約

　
⑥
 現
道
作
業

現
道
上
で
の
交
通
規
制
を
伴
う
作
業

・
対
処
が
困
難
で
特
に
慎
重
な
対
応
が

・
一
般
的
な
対
応
が
必
要

・
特
に
な
し

必
要

　
⑦
 そ
の
他

騒
音
・
振
動
・
水
貫
汚
濁
以
外
の
環
境

・
対
処
が
困
難
で
特
に
慎
重
な
対
応
が

・
P
C
B
，
S
F
6
ガ
ス
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
等
の

・
特
に
な
し

対
策
、
廃
棄
物
処
理
等

必
要

処
理
が
必
要

小
項
目
別
評
価
運
用
基
準
表

備
  
考

小
項
目

大
項
目

具
 体
 的
 事
 例

評
価
対
象
事
項
（
代
表
的
事
項
）



別
 紙
 ２
－
４
③

評
 価
  
Ａ

評
 価
  
Ｂ

評
 価
  
Ｃ

５
．
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

①
 他
工
区
調
整

隣
接
工
区
と
の
工
程
調
整

・
特
に
困
難
な
調
整
を
要
す
る
他
工
事

・
調
整
を
要
す
る
他
工
事
（
近
接
工
区
）
・
特
に
な
し

　
  
特
性

（
近
接
工
区
）
の
請
負
者
が
複
数
あ
る

の
請
負
者
が
あ
る

②
 住
民
対
応

近
隣
住
民
と
の
対
応

・
特
に
慎
重
な
対
応
が
必
要

・
一
般
的
な
対
応
が
必
要

・
特
に
な
し

③
 関
係
機
関
対
応

関
係
行
政
機
関
・
公
益
事
業
者
等
と
の

・
特
に
慎
重
な
調
整
が
必
要

・
一
般
的
な
調
整
が
必
要

・
特
に
な
し

調
整

④
 工
程
管
理

工
期
・
工
程
の
制
約
・
変
更
へ
の
対
応

・
工
期
・
工
程
が
特
に
厳
し
い

・
工
期
・
工
程
が
や
や
厳
し
い

・
標
準
的
な
工
期
・
工
程

（
工
法
変
更
等
に
伴
う
も
の
を
含
む
）

⑤
 品
質
管
理

品
質
管
理
の
煩
雑
さ
・
複
雑
さ

・
特
に
厳
し
い
品
質
管
理
が
必
要

・
や
や
厳
し
い
品
質
管
理
が
必
要

・
標
準
的
な
品
質
管
理

(高
い
品
質
管
理
精
度
の
要
求
等
を
含
む
)

⑥
 安
全
管
理

高
所
作
業
、
夜
間
作
業
、
潜
水
作
業
等

・
特
に
危
険
な
作
業

・
や
や
危
険
な
作
業

・
標
準
的
な
作
業

の
危
険
作
業

⑦
 そ
の
他

災
害
時
の
応
急
復
旧
等

・
被
災
時
の
応
急
復
旧
工
事
で
対
処
が
・
被
災
時
の
応
急
復
旧
工
事
で
一
般
的
・
特
に
な
し

困
難

な
対
応
が
必
要

６
．
特
別
考
慮
要
因

難
度
の
高
い
条
件
等

・
新
技
術
の
採
用
、
超
大
規
模
設
備
、

・
新
技
術
の
採
用
、
超
大
規
模
設
備
、

・
特
に
な
し

大
規
模
地
震
災
害
後
の
緊
急
復
旧
等

大
規
模
地
震
災
害
後
の
緊
急
復
旧
等

で
特
に
難
度
が
高
い

で
難
度
は
高
い
が
対
処
は
比
較
的
容
易

　
注
：
本
表
は
、
小
項
目
別
評
価
の
具
体
的
事
例
を
例
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
類
似
の
事
例
、
施
工
条
件
等
か
ら
類
推
す
る
も
の
と
す
る
。

小
項
目
別
評
価
運
用
基
準
表

備
  
考

小
項
目

大
項
目

具
 体
 的
 事
 例

評
価
対
象
事
項
（
代
表
的
事
項
）



 

 別
紙
２
－
５

 

設
備
区
分
別
難
易
度
対
応
表

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
手
順
４
の
「
易
、
や
や
難
、
難
」
判
定
結
果
か
ら
、
設
備
区
分
に
応
じ
、
以
下
の
工
事
難
易
度
Ⅰ
～
Ⅵ
と
し
て
評
価
す
る
。
 

 
な
お
、
特
に
難
易
度
を
高
め
る
特
別
な
要
因
が
あ
る
場
合
、
難
易
度
を
高
め
る
要
因
が
特
に
多
岐
に
わ
た
る
場
合
等
に
は
、
各
設
備
区
分
の
「
難
」
よ
り
上
位
の
ラ
ン
ク
に
評
価
で
き

る
も
の
と
す
る
。
 

 
ま
た
、
特
に
小
規
模
な
施
設
、
施
工
条
件
等
全
般
に
わ
た
り
平
易
な
場
合
等
に
つ
い
て
は
、「
易
」
の
１
ラ
ン
ク
下
に
評
価
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

 

設
備
区
分

 
 
 
 
 
 
 

構
造
物
分
類
等

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ
 

Ⅱ
 

Ⅲ
 

Ⅳ
 

Ⅴ
 

Ⅵ
 

１
．
河
川
電
気
通
信
設
備
 

河
川
本
川
、
河
川
堤
防
、
そ
の
他
河
川
一
般
 

易
 

や
や
難

難
 

 
 

 樋
門
･
樋
管
、
揚
排
水
機
場
、
堰
 

 
易
 

や
や
難

難
 

 
 

２
．
海
岸
電
気
通
信
設
備
 

海
岸
一
般
 

易
 

や
や
難

難
 

 
 

 

３
．
砂
防
・
地
滑
り
電
気
通
信
設
備
 
砂
防
一
般
 

 
易
 

や
や
難

難
 

 
 

４
．
ダ
ム
電
気
通
信
設
備
 

ダ
ム
周
辺
、
そ
の
他
ダ
ム
一
般
 

易
 

や
や
難

難
 

 
 

 

 堤
体
本
体
、
湖
水
 

 
 

易
 

や
や
難

難
 

 

５
．
道
路
電
気
通
信
設
備
 

道
路
付
属
施
設
、
情
報
B
O
X
、
シ
ェ
ッ
ド
、
維
持
管
理
、
そ
の
他
道
路
一
般
 

易
 

や
や
難

難
 

 
 

 

 ト
ン
ネ
ル
、
電
線
共
同
溝
・
C
A
B
、
地
下
駐
車
場
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
、
地
下
道
 

 
易
 

や
や
難

難
 

 
 

 橋
梁
、
共
同
溝
 

 
易
 

や
や
難

難
 

 

６
．
公
園
電
気
通
信
設
備
 

公
園
一
般
 

易
 

や
や
難

難
 

 
 

 ※
 「
○
○
一
般
」
に
は
、
中
継
所
施
設
を
含
む
も
の
と
す
る
。
 



３．機械工事 
 
 機械工事（土木工事に係る機械設備工事）の技術的難易度の評価は、工事技術的

難易度評価表（別記様式２の３）に次の手順に従い評価結果を記入することとする。 
 
手順１ 設備区分 
 設備区分は、別紙２－６③「設備区分別難易度対応表」の設備区分及び構造物分

類等を基に、評価対象工事に含まれる最も工事難易度の高い設備区分を記入する。 
 なお、技術的難易度に用いる設備区分は、別紙２－６①「設備区分表」による。 
 
手順２ 小項目の評価 
 各小項目の評価は、別紙２－６②「工事技術的難易度評価の小項目別運用表（土

木工事に係る機械設備工事）」の評価対象事項欄を基に、各小項目の評価をＡ、Ｂ、

Ｃで行い、別記様式第２の３に記入する。 
 
手順３ 大項目の評価 
 大項目の評価は、手順２の各小項目毎の評価結果から表―７の判定基準に基づき、

大項目の評価をＡ、Ｂ、Ｃで行い、別記様式第２の３に記入する。 
 
                表－７  大項目判定基準 
大項目評価 小項目評価 

Ａ 対象大項目に対応する各小項目にＡ判定が１つ以上ある。 
Ｂ 

 
対象大項目に対応する各小項目にＢ判定が１つ以上あり、かつ、Ａ

判定がない。 
Ｃ 対象大項目に対応する各小項目にＡ、若しくはＢ判定がない。 

 
手順４ 工事の技術的難易度判定 
 工事の技術的難易度判定は、大項目の評価結果から表－８の判定基準に基づき、

当該対象工事の「易、やや難、難」の判定を行うものとする。 
 なお、難易度の判定を行う際に、別記様式第２の３に示される特別考慮要因が存

在する場合には、特別考慮要因のＡ、Ｂの判定も数に含めるものとする。 



            表－８「易、やや難、難」判定基準 
 
「易い、やや難、難」 
の判定 

 
         大 項 目 評 価 
 

    難 ・大項目の評価にＡ判定が２つ以上ある。 
・ 大項目の評価にＡ判定が１つ以上あり、かつＢ判定が４つ以 
 上ある。 
・ 大項目の評価にＡ判定が１つ以上あり、かつＢ判定が３つ以 
 下の場合にも、工事特性により「難」と判定してもよい。 

   やや難 ・大項目の評価にＢ判定が１つ以上あり、かつＡ判定がない。 
・ 大項目の評価にＡ判定が１つ以上あり、かつＢ判定が３つ以 
 下である。 

     
    易 

 
・大項目の評価にＡ、若しくはＢ判定がない。 
 

 
 手順５ 工事の技術的難易度の評価 
  工事の技術的難易度の評価は、手順４の判定結果から別紙２－６③「設備区分 
 別の技術的難易度対応表（土木工事に係る機械設備工事）」の当該対象工事の設 
 備区分に対応する工事難易度「Ⅰ～Ⅳ」の評価を行い、別記様式第２の３に記録 
 する。



設備区分表

別紙２－６①

事業分類 構造物分類 構造形式･工法分類 区分番号

８．機械設備 8.1河川用水門設備 8010

8.2ゴム引布製起伏堰ゲート 8020

8.3ダム放流設備 8030

8.4ダム取水設備 8040

8.5揚排水ポンプ設備 8050

8.6除塵設備 8060

8.7ダム施工機械設備 8070

8.8トンネル喚起設備 8080

8.9トンネル非常用設備 8090

8.10消融雪設備 8100

8.11道路排水設備 8110

8.12共同溝付帯設備 8120

8.13駐車場設備 8130

8.14車両重量計設備 8140

8.15車両計測設備 8150

8.16道路用昇降設備 8160

8.17ダム管理設備 8170

8.18遠方監視操作制御設備 8180

8.19河川浄化設備 8190

8.99その他機械設備 8990



別
紙
２
－
６
②

大
項
目

小
項
目

評
価
対
象
事
項
（
代
表
的
事
項
等
）

１
．
設
備
条
件

①
設
備
種
別

主
な
設
備
の
種
別
（
用
途
、
種
類
、
構
造
等
）

②
設
備
規
模

主
な
設
備
の
規
模
（
寸
法
、
口
径
、
能
力
等
）

③
そ
の
他

機
械
設
備
の
改
造
・
転
用
、
特
殊
な
対
象
設
備
等
）

２
．
設
備
技
術
特
性
①
施
工
技
術

新
技
術
、
新
素
材
等

②
そ
の
他

施
工
技
術
に
関
す
る
技
術
提
案
等

３
．
設
備
据
付
条
件
①
設
備
環
境

気
象
条
件
、
現
場
条
件
等

②
土
木
構
造
物

土
木
構
造
物
の
形
状
等

③
そ
の
他

そ
の
他
の
特
殊
要
因
等

４
．
社
会
条
件

①
地
中
障
害
物

地
下
埋
設
物
等
の
地
中
内
の
作
業
障
害
物

②
近
接
施
工

工
事
の
施
工
に
配
慮
す
べ
き
関
連
工
事
等
と
の
調
整

③
騒
音
・
振
動

周
辺
住
民
等
に
対
す
る
騒
音
・
振
動
の
配
慮

④
水
質
汚
濁

周
辺
水
域
環
境
に
対
す
る
水
質
汚
濁
の
配
慮

⑤
作
業
用
道
路
・
ヤ
ー
ド
生
活
道
路
を
利
用
し
て
の
資
機
材
搬
入
等
の
工
事
用
道
路
の
制
約
、
路
面
覆
工
下
・
高
架
下
等
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
制
約

⑥
現
道
作
業

現
道
上
で
の
交
通
規
制
を
伴
う
作
業

⑦
そ
の
他

騒
音
・
振
動
・
水
質
汚
濁
以
外
の
環
境
対
策
、
廃
棄
物
処
理
等

５
．
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
特
性
①
他
工
区
調
整

隣
接
工
区
と
の
工
程
調
整

②
住
民
対
応

近
隣
住
民
と
の
対
応

③
関
係
機
関
対
応

関
係
行
政
機
関
・
公
益
事
業
者
等
と
の
調
整

④
工
程
管
理

工
期
・
工
程
の
制
約
・
変
更
へ
の
対
応
（
工
法
変
更
等
に
伴
う
も
の
を
含
む
）

⑤
品
質
管
理

品
質
管
理
の
煩
雑
さ
・
複
雑
さ
（
高
い
品
質
管
理
精
度
の
要
求
等
を
含
む
）

⑥
安
全
管
理

高
所
作
業
、
夜
間
作
業
、
潜
水
作
業
等
の
危
険
作
業

⑦
そ
の
他

災
害
時
の
応
急
復
旧
等

［
評
価
方
法
］

　
以
下
の
３
ラ
ン
ク
の
評
価
を
行
う
。

　
　
Ａ
：
　
特
に
困
難
な
、
ま
た
は
、
特
に
高
度
な
技
術
を
要
す
る
「
条
件
・
状
況
」

　
　
Ｂ
：
　
困
難
な
、
ま
た
は
、
高
度
な
技
術
を
要
す
る
「
条
件
・
状
況
」

　
　
Ｃ
：
　
一
般
的
に
生
ず
る
、
ま
た
は
、
通
常
の
技
術
で
対
応
可
能
な
「
条
件
・
状
況
」

工
事
技
術
的
難
易
度
評
価
の
小
項
目
別
運
用
表
（
土
木
工
事
に
係
る
機
械
設
備
工
事
）



 別
紙
２
－
６
③

 
設
備
区
分
別
の
技
術
的
難
易
度
対
比
表
（
土
木
工
事
に
係
る
機
械
設
備
工
事
）

 
 手
順
４
の
「
易
、
や
や
難
、
難
」
判
定
結
果
か
ら
、
設
備
区
分
に
応
じ
、
以
下
の
工
事
難
易
度
Ⅰ
～
Ⅳ
と
し
て
評
価
す
る
。

 
な
お
、
特
に
難
易
度
を
高
め
る
特
別
な
要
因
が
あ
る
場
合
、
難
易
度
を
高
め
る
要
因
が
特
に
多
岐
に
わ
た
る
場
合
等
に
は
、
設
備
区
分
の
「
難
」
よ
り
上
位
の
ラ

ン
ク
に
評
価
で
き
る
も
の
と
す
る
。

 
 

設
備
区
分

 
構
造
物
分
類
等

 
Ⅰ

 
Ⅱ

 
Ⅲ

 
Ⅳ

 
Ⅴ

 
Ⅵ

 
樋
門
・
樋
管
ゲ
ー
ト
設
備
、
ゴ
ム
引
布
製
起
伏
堰
ゲ
ー
ト
設
備
、

 
揚
排
水
ポ
ン
プ
設
備
（
水
中
ポ
ン
プ
）
、
救
急
排
水
ポ
ン
プ
、
除
塵
設
備

 
  
易

 
 や
や
難

 
  
難

 
  

  
  

水
門
ゲ
ー
ト
設
備
、
遠
方
監
視
操
作
制
御
設
備
、
河
川
浄
化
設
備

 
 

 
易

 
や
や
難

 
 
難

 
 

 

１
．
河
川
機
械
設
備

 
 

揚
排
水
ポ
ン
プ
設
備
（
水
中
ポ
ン
プ
除
く
）
、
堰
ゲ
ー
ト
設
備

 
 

 
 
易

 
や
や
難

 
 
難

 
 

ダ
ム
管
理
設
備

 
 
易

 
や
や
難

 
 
難

 
 

 
 

ダ
ム
施
工
機
械
設
備

 
 

 
易

 
や
や
難

 
難

 
 

 
２
．
ダ
ム
機
械
設
備

 
 

ダ
ム
放
流
設
備
、
ダ
ム
取
水
設
備

 
 

 
 
易

 
や
や
難

 
 
難

 
 

ト
ン
ネ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ァ
ン
設
備
、
ト
ン
ネ
ル
非
常
用
設
備
、
消
融
雪
設
備

 
道
路
排
水
設
備
、
共
同
溝
付
帯
設
備
、
自
走
式
駐
車
場
設
備

 
車
両
重
量
計
設
備
、
車
両
計
測
設
備
、
道
路
用
昇
降
設
備

 

   
易

 

  や
や
難

 

   
難

 

   

   

   

３
．
道
路
機
械
設
備

 

ト
ン
ネ
ル
送
風
機
設
備
、
機
械
式
駐
車
場
設
備

 
遠
方
監
視
操
作
制
御
設
備

 
  

  
易

 
 や
や
難

 
  
難

 
  

  
 



別
紙
２
－
６
④

小
項
目
別
評
価
運
用
基
準
表
（
土
木
工
事
に
係
る
機
械
設
備
工
事
）

具
体
的
事
例

評
価
Ａ

評
価
Ｂ

評
価
Ｃ

１
．
設
備
条
件

①
設
備
種
別

主
な
設
備
の
種
別
（
用
途
、
種
類
、
構
造

等
）

・
シ
ェ
ル
構
造
ゲ
ー
ト
等

・
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
タ
構
造
ゲ
ー
ト
、
起
伏
ゲ
ー
ト

等
・
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
タ
構
造
角
落
と
し
ゲ
ー
ト
等
河
川
用
水
門
設
備

･多
段
式
ゴ
ム
堰
ゲ
ー
ト

・
２
段
式
ゴ
ム
堰
ゲ
ー
ト

・
１
段
式
ゴ
ム
堰
ゲ
ー
ト

ゴ
ム
引
布
製
起
伏
堰
ゲ
ー
ト
設
備

・
四
方
水
密
ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト
、
ラ
ジ
ア
ル
ゲ
ー
ト
、

ホ
ロ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ル
ブ
、
フ
ィ
ク
ス
ト
コ
ー
ン
バ
ル

ブ
、
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ー
ゲ
ー
ト
等

・
三
方
水
密
ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト
、
ス
ラ
イ
ド
ゲ
ー

ト
、
ス
ル
ー
ス
バ
ル
ブ
等

・
そ
の
他
の
放
流
設
備

ダ
ム
放
流
設
備

・
円
形
（
半
円
）
多
段
ゲ
ー
ト

・
直
線
多
段
ゲ
ー
ト

・
そ
の
他
の
取
水
設
備

ダ
ム
取
水
設
備

・
横
軸
斜
流
ポ
ン
プ
、
縦
軸
斜
流
ポ
ン
プ
、
縦
軸

渦
巻
ポ
ン
プ
、
横
軸
渦
巻
ポ
ン
プ
等

・
縦
軸
軸
流
ポ
ン
プ
、
横
軸
軸
流
ポ
ン
プ
等

・
救
急
排
水
ポ
ン
プ
設
備
、
そ
の
他
の
ポ
ン

プ
設
備

揚
排
水
ポ
ン
プ
設
備

・
除
塵
設
備
（
ネ
ッ
ト
式
）

・
除
塵
設
備
（
レ
ー
キ
式
）

・
除
塵
設
備
（
コ
ン
ベ
ア
式
）

除
塵
設
備

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
設
備
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
生
産
設

備
、
骨
材
生
産
設
備
等

・
セ
メ
ン
ト
貯
蔵
･輸
送
設
備
、
骨
材
貯
蔵
･輸

送
設
備
、
濁
水
処
理
設
備
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
冷

却
設
備
等

・
そ
の
他
の
ダ
ム
施
工
機
械
設
備

ダ
ム
施
工
機
械
設
備

・
送
風
機
設
備

・
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ァ
ン

・
簡
易
な
換
気
設
備

ト
ン
ネ
ル
換
気
設
備

・
非
常
用
設
備
（
ト
ン
ネ
ル
等
級
が
Ａ
Ａ
ま
た
は

Ａ
）

・
非
常
用
設
備
（
ト
ン
ネ
ル
等
級
が
Ｂ
）

・
非
常
用
設
備
（
ト
ン
ネ
ル
等
級
が
Ｃ
ま
た
は

Ｄ
）

ト
ン
ネ
ル
非
常
用
設
備

・
太
陽
熱
、
地
中
熱
等

・
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
等
無
散
水
型

・
散
水
融
雪
設
備

消
融
雪
設
備

・
掘
割
、
ト
ン
ネ
ル
等

・
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

・
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
（
人
道
）

道
路
排
水
設
備

・
防
爆
仕
様
等

・
換
気
及
び
排
水

・
換
気
又
は
排
水

・
共
同
溝
付
帯
設
備

・
機
械
式
駐
車
場
設
備
（
平
面
往
復
式
）

・
機
械
式
駐
車
場
設
備
（
パ
レ
ッ
ト
式
）

・
自
走
式
駐
車
場
設
備

駐
車
場
設
備

・
車
重
計

・
軸
重
計

・
簡
易
な
重
量
計
設
備

車
両
重
量
計
設
備

・
車
両
諸
元
（
車
重
、
車
高
、
車
幅
、
ナ
ン
バ
ー
）

計
測

・
車
両
諸
元
（
車
重
、
車
高
、
車
幅
）
計
測

・
そ
の
他

車
両
計
測
設
備

・
大
容
量
、
特
殊
型
等

・
エ
レ
ベ
ー
タ
設
備
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
設
備

・
簡
易
な
昇
降
設
備

道
路
用
昇
降
設
備

・
水
質
保
全
設
備
等

・
係
船
設
備
、
昇
降
設
備
等

・
流
木
止
設
備

ダ
ム
管
理
設
備

・
遠
方
制
御
設
備
等

・
監
視
設
備
、
施
設
情
報
管
理
装
置
等

・
伝
送
設
備
、
計
測
設
備
等

遠
方
監
視
操
作
制
御
設
備

・
河
川
浄
化
設
備
（
レ
キ
間
浄
化
設
備
等
）

・
河
川
浄
化
設
備
（
噴
水
･曝
気
設
備
等
）

・
簡
易
な
浄
化
設
備

河
川
浄
化
設
備

②
設
備
規
模

主
な
設
備
の
規
模
（
寸
法
、
口
径
、
能
力

等
）

・
１
門
当
り
扉
体
面
積
：
２
０
０
㎡
以
上

・
５
０
㎡
以
上
２
０
０
㎡
未
満

・
５
０
㎡
未
満

河
川
用
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
タ
構
造

ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト

・
１
門
当
り
純
径
間
：
３
０
ｍ
以
上

・
１
５
ｍ
以
上
３
０
ｍ
未
満

・
１
５
ｍ
未
満

河
川
用
シ
ェ
ル
構
造
ロ
ー
ラ

・
１
門
当
り
投
影
面
積
：
１
０
０
㎡
以
上

・
５
０
㎡
以
上
１
０
０
㎡
未
満

・
５
０
㎡
未
満

ゴ
ム
引
布
製
起
伏
堰
ゲ
ー
ト
設
備

・
設
計
水
深
：
８
０
ｍ
以
上

・
２
５
ｍ
以
上
８
０
ｍ
未
満

・
２
５
ｍ
未
満

ダ
ム
放
流
設
備
・
ダ
ム
制
水
設

備
・
放
流
管
・
小
容
量
放
流
設
備

用
ゲ
ー
ト
・
バ
ル
ブ

・
１
門
当
り
の
段
数
：
４
段
以
上

・
３
段

・
３
段
未
満

ダ
ム
取
水
ゲ
ー
ト

備
考

小
項
目

大
項
目

評
価
対
象
事
項
（
代
表
的
事
項
）



別
紙
２
－
６
⑤

小
項
目
別
評
価
運
用
基
準
表
（
土
木
工
事
に
係
る
機
械
設
備
工
事
）

具
体
的
事
例

評
価
Ａ

評
価
Ｂ

評
価
Ｃ

１
．
設
備
条
件

②
設
備
規
模

主
な
設
備
の
規
模
（
寸
法
、
口
径
、
能
力

等
）

・
１
台
当
り
ポ
ン
プ
口
径
：
２
０
０
０
ｍ
ｍ
以
上

・
高
流
速
ポ
ン
プ

・
１
０
０
０
ｍ
ｍ
以
上
２
０
０
０
ｍ
ｍ
未
満

・
可
動
翼
ポ
ン
プ

・
１
０
０
０
ｍ
ｍ
未
満

軸
流
ポ
ン
プ
、
斜
流
ポ
ン
プ
、
渦

巻
ポ
ン
プ

・
数
量
５
台
以
上

・
数
量
２
～
４
台

・
数
量
１
台

水
中
ポ
ン
プ

・
吊
上
能
力
：
２
０
ｔ以
上

・
吊
上
能
力
：
９
．
５
ｔ以
上
２
０
ｔ未
満

・
吊
上
能
力
：
９
．
５
ｔ未
満

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
設
備

・
骨
材
生
産
能
力
：
５
０
０
ｔ/
ｈ
以
上

・
骨
材
生
産
能
力
：
１
０
０
ｔ/
ｈ
以
上
５
０
０
ｔ/
ｈ

未
満

・
骨
材
生
産
能
力
:１
０
０
ｔ/
ｈ
未
満

骨
材
生
産
設
備

・
ミ
キ
サ
容
量
：
９
．
０
ｍ
3
以
上

・
ミ
キ
サ
容
量
：
３
．
０
ｍ
3
以
上
９
．
０
ｍ
3
未
満
・
ミ
キ
サ
容
量
：
３
．
０
ｍ
3
未
満

コ
ン
ク
リ
ー
ト
生
産
設
備

・
輸
送
能
力
：
８
０
ｔ/
ｈ
以
上

・
輸
送
能
力
：
４
０
ｔ/
ｈ
以
上
８
０
ｔ/
ｈ
未
満

・
輸
送
能
力
：
４
０
ｔ/
ｈ
未
満

セ
メ
ン
ト
貯
蔵
･輸
送
設
備

・
ベ
ル
ト
幅
：
１
２
０
０
m
m
以
上

・
ベ
ル
ト
幅
：
７
５
０
m
m
以
上
１
２
０
０
m
m
未
満
ベ
ル
ト
幅
：
７
５
０
m
m
未
満

骨
材
貯
蔵
・
輸
送
設
備

・
濁
水
処
理
能
力
：
１
０
０
０
ｍ
3
/
ｈ
以
上

・
濁
水
処
理
能
力
：
２
０
０
ｍ
3
/
ｈ
以
上
１
０
０
０

ｍ
3
/
ｈ
未
満

・
濁
水
処
理
能
力
：
２
０
０
ｍ
3
/
ｈ
未
満

濁
水
処
理
設
備

・
冷
凍
能
力
：
３
０
０
Ｊ
Ｒ
Ｔ
以
上

・
冷
凍
能
力
：
２
０
０
Ｊ
Ｒ
Ｔ
以
上
３
０
０
Ｊ
Ｒ
Ｔ
未

満
・
冷
凍
能
力
：
２
０
０
Ｊ
Ｒ
Ｔ
未
満

コ
ン
ク
リ
ー
ト
冷
却
設
備

・
１
台
当
り
口
径
：
３
０
０
０
m
m
以
上

・
１
９
０
０
m
m
以
上
３
０
０
０
m
m
未
満

・
１
９
０
０
m
m
未
満

ト
ン
ネ
ル
送
排
風
機

・
数
量
６
台
以
上

・
数
量
３
～
５
台

・
数
量
２
台
以
下

ト
ン
ネ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ァ
ン

・
ト
ン
ネ
ル
延
長
：
２
０
０
０
ｍ
以
上

・
ト
ン
ネ
ル
延
長
：
１
０
０
０
ｍ
以
上
２
０
０
０
ｍ
未

満
・
ト
ン
ネ
ル
延
長
１
０
０
０
m
未
満

ト
ン
ネ
ル
非
常
用
設
備

・
融
雪
延
長
１
５
０
０
ｍ
以
上

・
融
雪
延
長
７
５
０
ｍ
以
上
１
５
０
０
ｍ
未
満

・
融
雪
延
長
：
７
５
０
ｍ
未
満

消
融
雪
設
備

・
口
径
５
０
０
m
m
以
上

・
口
径
２
０
０
m
m
以
上
５
０
０
m
m
未
満

・
口
径
２
０
０
m
m
未
満

道
路
排
水
設
備

・
共
同
溝
延
長
４
０
０
０
ｍ
以
上

・
共
同
溝
延
長
２
０
０
０
ｍ
以
上
４
０
０
０
ｍ
未

満
・
共
同
溝
延
長
２
０
０
０
ｍ
未
満

共
同
溝
設
備

・
処
理
水
量
３
．
０
ｍ
3
/
ｓ
以
上

・
処
理
水
量
１
．
０
ｍ
3
/
ｓ
以
上
３
．
０
ｍ
3
/
ｓ
未

満
・
処
理
水
量
１
．
０
ｍ
3
/
ｓ
未
満

河
川
浄
化
設
備

・
駐
車
台
数
２
０
０
台
以
上

・
駐
車
台
数
1
0
0
台
以
上
２
０
０
台
未
満

・
駐
車
台
数
１
０
０
台
未
満

駐
車
場
設
備

・
計
測
ト
ン
数
１
０
０
ｔ超

・
計
測
ト
ン
数
７
０
ｔ以
上
１
０
０
ｔ以
下

・
計
測
ト
ン
数
７
０
ｔ未
満

車
両
重
量
計
設
備

・
数
量
４
台
（
車
線
数
）
以
上

・
数
量
２
～
３
台
（
車
線
数
）

・
数
量
１
台
（
車
線
数
）

車
両
計
測
設
備

・
数
量
４
台
以
上

・
数
量
２
～
３
台

・
数
量
１
台

道
路
用
昇
降
設
備

・
設
置
数
量
４
台
以
上

・
設
置
数
量
２
～
３
台

・
設
置
数
量
１
台

ダ
ム
管
理
設
備

・
排
水
機
場
の
遠
方
監
視
操
作
制
御
設
備

・
浄
化
施
設
類
の
遠
方
監
視
操
作
制
御
設
備
・
道
路
排
水
設
備
、
水
門
類
の
遠
方
監
視

遠
方
監
視
操
作
制
御
設
備

③
そ
の
他

既
設
設
備
の
改
造
･転
用
、
特
殊
な
対
象

設
備
等

・
既
設
設
備
を
運
用
し
な
が
ら
一
部
の
機
器
を
更

新
・
評
価
Ａ
、
Ｃ
に
該
当
し
な
い

・
既
設
設
備
撤
去
後
に
同
程
度
の
設
備
を

設
置

大
項
目

小
項
目

評
価
対
象
事
項
（
代
表
的
事
項
）

備
考



別
紙
２
－
６
⑥

小
項
目
別
評
価
運
用
基
準
表
（
土
木
工
事
に
係
る
機
械
設
備
工
事
）

具
体
的
事
例

評
価
Ａ

評
価
Ｂ

評
価
Ｃ

２
．
設
備
技
術
特
性

①
施
工
技
術

新
技
術
、
新
素
材
等

・
新
技
術
、
新
素
材
等
の
採
用
を
特
に
考
慮
し
て

い
る
。

・
新
技
術
、
新
素
材
を
比
較
的
考
慮
し
て
い

る
。

・
特
に
な
し

②
そ
の
他

施
工
技
術
に
関
す
る
技
術
提
案
等

・
設
備
の
コ
ス
ト
縮
減
等
に
関
す
る
非
常
に
効
果

的
な
技
術
提
案
が
あ
っ
た
。

・
設
備
の
コ
ス
ト
縮
減
等
に
関
す
る
効
果
的
な

技
術
提
案
が
あ
っ
た
。

・
特
に
な
し

３
．
設
備
据
付
条
件

①
設
備
環
境

気
象
条
件
、
現
場
条
件
等

・
気
象
条
件
が
悪
く
、
特
に
慎
重
な
対
応
が
必
要
・
気
象
条
件
は
悪
い
が
、
対
処
は
比
較
的
容

易
・
一
般
的
な
設
備
環
境

・
現
場
条
件
が
悪
く
、
特
に
慎
重
な
対
応
が
必
要
・
現
場
条
件
は
悪
い
が
、
対
処
は
比
較
的
容

易
②
土
木
構
造
物

土
木
構
造
物
の
形
状
等

・
土
木
構
造
物
が
複
雑
で
、
特
に
慎
重
な
対
応

が
必
要

・
土
木
構
造
物
が
複
雑
で
は
あ
る
が
、
対
処

は
比
較
的
容
易

・
一
般
的
な
土
木
構
造
物

③
そ
の
他

そ
の
他
の
特
殊
要
因
等

・
そ
の
他
の
特
殊
要
因
等
が
あ
り
、
特
に
慎
重
な

対
応
が
必
要

・
そ
の
他
の
特
殊
要
因
等
が
あ
る
が
、
対
処

は
比
較
的
容
易

・
特
に
な
し

４
．
社
会
条
件

①
地
中
障
害
物

地
下
埋
設
物
等
の
地
中
内
の
作
業
障
害

物
・
対
処
困
難
な
障
害
物
が
あ
る

・
障
害
物
は
あ
る
が
対
処
は
比
較
的
容
易

・
特
に
な
し

②
近
接
施
工

工
事
の
施
工
に
配
慮
す
べ
き
関
連
工
事
等

と
の
調
整

・
関
連
工
事
等
と
の
困
難
な
調
整
が
必
要

・
関
連
工
事
等
と
調
整
は
必
要
で
あ
る
が
、
対

処
は
比
較
的
容
易

・
特
に
な
し

③
騒
音
･振
動

周
辺
住
民
に
対
す
る
騒
音
･振
動
の
配
慮
・
騒
音
･振
動
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る

が
、
対
処
は
困
難

・
騒
音
･振
動
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る

が
、
対
処
は
比
較
的
容
易

・
特
に
な
し

④
水
質
汚
濁

周
辺
水
域
環
境
に
対
す
る
水
質
汚
濁
の
配

慮
・
水
質
汚
濁
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る
が
、

対
処
は
困
難

・
水
質
汚
濁
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る

が
対
処
は
比
較
的
容
易

・
特
に
な
し

⑤
作
業
道
路
･ヤ
ー
ド
生
活
道
路
を
利
用
し
て
の
資
機
材
搬
入
等

の
工
事
用
道
路
の
制
約
、
路
面
覆
工
下
･

高
架
下
等
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

・
作
業
道
路
･ヤ
ー
ド
の
制
約
が
厳
し
い

・
作
業
道
路
･ヤ
ー
ド
に
制
約
は
あ
る
が
対
処

は
比
較
的
容
易

・
特
に
な
し

⑥
現
道
作
業

現
道
上
で
の
交
通
規
制
を
伴
う
作
業

・
対
処
が
困
難
で
特
に
慎
重
な
対
応
が
必
要

・
一
般
的
な
対
応
が
必
要

・
特
に
な
し

⑦
そ
の
他

騒
音
･振
動
･水
質
汚
濁
以
外
の
環
境
対

策
、
廃
棄
物
処
理
等

・
騒
音
･振
動
･水
質
汚
濁
以
外
の
環
境
対
策
、

廃
棄
物
処
理

・
P
C
B
、
S
F
6
ガ
ス
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
等
の
処
理
が

必
要

・
特
に
な
し

５
．
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特
性
①
他
工
区
調
整

隣
接
工
区
と
の
工
程
調
整

・
特
に
困
難
な
調
整
を
要
す
る
他
工
事
(近
接
工

区
)の
請
負
者
が
複
数
あ
る

・
調
整
を
要
す
る
他
工
事
(近
接
工
区
)の
請

負
者
が
あ
る

・
特
に
な
し

②
住
民
対
応

近
隣
住
民
と
の
対
応

・
特
に
慎
重
な
対
応
が
必
要

・
一
般
的
な
対
応
が
必
要

・
特
に
な
し

③
関
係
機
関
対
応

関
係
行
政
機
関
･公
益
事
業
者
等
と
の
調

整
・
特
に
慎
重
な
対
応
が
必
要

・
一
般
的
な
対
応
が
必
要

・
特
に
な
し

④
工
程
管
理

工
期
･工
程
の
制
約
･変
更
へ
の
対
応
(工

法
変
更
等
に
伴
う
も
の
を
含
む
)

・
工
期
･工
程
が
特
に
厳
し
い

・
工
期
･工
程
が
や
や
厳
し
い

・
標
準
的
な
工
期
･工
程

⑤
品
質
管
理

品
質
管
理
の
煩
雑
さ
･複
雑
さ
(高
い
品
質

管
理
精
度
の
要
求
等
を
含
む
)

・
特
に
厳
し
い
品
質
管
理
が
必
要

・
や
や
厳
し
い
品
質
管
理
が
必
要

・
標
準
的
な
品
質
管
理

⑥
安
全
管
理

高
所
作
業
、
夜
間
作
業
、
潜
水
作
業
等
の

危
険
作
業

・
特
に
危
険
な
作
業

・
や
や
危
険
な
作
業

・
標
準
的
な
作
業

⑦
そ
の
他

災
害
時
の
応
急
復
旧
等

・
被
災
時
に
応
急
復
旧
工
事
で
対
処
が
困
難

・
被
災
時
の
応
急
復
旧
工
事
で
一
般
的
な
対

応
が
必
要

・
特
に
な
し

６
．
特
別
考
慮
要
因

－
難
度
の
高
い
条
件
等

・
新
技
術
の
採
用
、
超
大
規
模
設
備
、
大
規
模

地
震
災
害
後
の
緊
急
復
旧
等
で
特
に
難
度
が

高
い

・
新
技
術
の
採
用
、
超
大
規
模
設
備
、
大
規

模
地
震
災
害
後
の
緊
急
復
旧
等
で
難
度
は

高
い
が
対
処
は
比
較
的
容
易

・
特
に
な
し

注
：
本
表
は
、
小
項
目
別
評
価
の
具
体
的
事
例
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
意
外
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
類
似
の
事
例
、
施
工
条
件
等
か
ら
類
推
す
る
も
の
と
す
る
。

備
考

大
項
目

小
項
目

評
価
対
象
事
項
（
代
表
的
事
項
）



５．ＶＥ提案等評定手順

１．ＶＥ提案等評定手順

ＶＥ提案等の評定（以下「ＶＥ評定」という ）は、次の手順により行う。

ものとする。

手順１ ＶＥ考査表（別記様式６～８）の作成

① 要領第６条第３項第１号の時期に、評定者は 「ＶＥ評定考査表（基、

本評定 」に設定された各考査項目ごとに評価を行い、各評価結果を総）

合的に判断し評定を行い評定結果を同表に記入する。

② 要領第６条第３項第２号の時期に、主任監督職員及び検査員は 「Ｖ、

Ｅ評定考査表（完成時評定 」に設定された各考査項目ごとに評価を行）

い評価結果を同表に記入する。評定者は、各評価結果を総合的に判断し

評定を行い評定結果を同表に記入する。

③ 要領第６条第３項第３号の時期に、評定者は 「ＶＥ評定考査表（事、

後評定 」に設定された考査項目について評定を行い評定結果を同表に）

記入する。

手順２ ＶＥ提案等評定表（別記様式３）の作成

評定者は、手順１により作成されたＶＥ考査表の結果を踏まえ、当該提

案のＶＥ評定を決定し、ＶＥ提案等評定表に評定結果を記入する。

なお、評定にあたっては、別紙の「ＶＥ評定にあたっての留意事項」を

考慮するものとする。



別紙

【ＶＥ評定にあたっての留意事項】

（１ ．ＶＥ評定の対象となる工事）

ＶＥ評定は、入札者若しくは契約者から技術提案を受け付ける工事を対象と

し、現在試行されている以下のような方式が対象となるが、新たな方式が試行

された場合は、適宜対象に追加する。

入札時に技術提案を受け付けるもの

・入札時ＶＥ方式（価格競争）

契約後に技術提案を受け付けるもの

・契約後ＶＥ方式

（２ ．ＶＥ評定の対象となるＶＥ提案）

発注者が設計図書等で示した要件を満たすＶＥ提案を対象とする。落札、不

落札は問わない。また、審査の結果不採用としたＶＥ提案でも、要件を満たし

ているものであればＶＥ評定の対象とする。

＜ＶＥ評定の対象として認められないＶＥ提案の例＞

・設計図書に定められた提案を求める範囲を逸脱した提案

・必須要件として設計図書に示されている基準等を満たしていない提案



２．評定の流れ

評定の流れの概要は以下の通りである。

・入札時に技術提案を受け付けるもの（入札時ＶＥ）

技術提案

ＶＥ提案審査会 提案技術の審査・

ＶＥ提案について基本評定の実施・

入札

落札 不落札

※不採用の場合を含む

工事の実施 ＶＥ評定確定・通知

工事完成

ＶＥ提案審査会 ・ＶＥ提案部分について完成時評定

・供用後の評定が規定されていないものＶＥ評定確定・通知

事後評定(必要に応じ実施) ・供用後の評定が必要なもの

ＶＥ提案審査会 ・事後評価を踏まえ評定を修正

ＶＥ評定確定・通知

・契約後に技術提案を受け付けるもの（契約後ＶＥ）

技術提案

ＶＥ提案審査会 ・提案技術の審査

・ＶＥ提案について基本評定の実施

※不採用の場合は、評定を確定し通知する。工事の実施

工事完成

ＶＥ提案審査会 ・ＶＥ提案部分について完成時評定

（ 、 ）ＶＥ評定確定・通知 事後評定が規定されている場合は 以降上段に同じ



３．評定方法

基本評定及び完成時評定・事後評定を踏まえ、以下の通り６段階に評定を行

う。

○基本評定

以下の通り、基本評定の３ランク評定を踏まえた評定を行う。ＶＥ提案は採

択されたが落札しなかった場合及びＶＥ提案が不採択の場合（＝提案に基づく

工事を行わなかった場合）は、基本評定がそのまま最終評定となる。

評 価 Ⅵ Ⅴ Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ

採 択 優 良 可

不採択 優 良 可

○完成時評定

提案に基づく工事を行った場合は、完成時評定による補正を行う。

・評価ａ：基本評定を２ランクアップ

・評価ｂ：基本評定を１ランクアップ

・評価ｃ：基本評定を１ランクダウン

（評定例）

基本評定：優、完成時評定：ａの場合 Ⅵ

基本評定：良、完成時評定：ｂの場合 Ⅳ

基本評定：可、完成時評定：ｃの場合 Ⅰ

○事後評定

当該工事の引き渡し後において、供用後の性能等が規定された工事にあって

は、当該性能の測定時に事後評定を行い補正を行う。ただし、完成時評定後の

時点でⅠに相当し、事後評定が評価ｂの場合は、Ⅰとする。

・評価ａ：基本評定を２ランクアップ

・評価ｂ：基本評定を１ランクダウン

４．ＶＥ評定の修正

一度決定した評定であっても、完成後に提案に起因する問題等が発生した場

合は、ＶＥ提案審査会において評定を修正する。極めて大きなかし等が発生し

た場合は、ＶＥ点の抹消も含め検討する。



６．請負工事成績評定要領の運用に関する要領等



別添１ 

工 事 成 績 評 定 通 知 実 施 要 領                   

 

     平成 13 年 12 月 28 日  

     １３技第３０６号          

                             〔沿革〕 平成 16年８月 23 日 16 技第 88 号改正 
   平成 17 年４月 15 日 17 技第８号改正 

                  平成 21 年 12 月 25 日 21 技管第 35 号改正 
 （目的） 

第１条 本要領は、工事成績及び工事の技術的難易度について、「請負工事成

績評定要領」（水公達平成 13年第 28号。以下「評定要領」という。）第８条
又は第９条の通知並びに要領第 10条及び第 11条の回答に関する事項を定め
る。 

 （評定点等の通知） 

第２条 契約職（分任契約した工事については分任契約職とする。以下同じ。）

は、評定者及び所長等から評定表等の提出がなされた後、当該工事の請負者

に評定点及び工事の技術的難易度評価（以下「評定点等」という。）を速や

かに別記様式１により通知するものとする。評定要領第９条に基づき評定点

等を修正した場合についても、同様とする。 

 （説明請求の提出） 
第３条 評定要領第 10 条第１項の書面の提出先は、本社契約工事の評定結果 
にあっては技術管理室長、支社・局契約工事の評定結果にあっては副支社長

又は局次長（次長を置かない局にあっては企画調整課長）、分任契約工事の

評定結果にあっては当該工事に係る分任契約職に応じ、それぞれ、総合事業

部の次長（技術）、建設所等（総合事業所、建設所、総合管理所及び管理所

をいう。）の副所長（技術）（副所長（技術）を置かない建設所等にあっては

調査設計課長又は所長代理（技術）（課が置かれた管理所にあっては管理課

長）とする。 

 （説明請求に対する回答） 

第４条 評定要領第 10条第２項の回答は、別記様式２によるものとする。 
２  契約職は、前項の回答をする場合、工事等成績評定評価委員会に意見を求
めることができる。 

３ 前項の工事等成績評定評価委員会は、別に定める規則に基づき設置するも

のとする。 

４ 契約職は、評定要領第 10条第２項の回答をしたときは、評定要領第 10条 
第１項の書面と併せ、回答した書面を、閲覧による方法により速やかに公表 

するものとする。 

 （再説明請求の提出） 

第５条 評定要領第 11条第１項の書面の提出先は、技術管理室長とする。 
 （再説明請求に対する回答） 

第６条 評定要領第 11条第２項の回答は、別記様式３によるものとする。 



別添１ 

２ 評定要領第 11 条第２項の工事等成績評定審査委員会は、別に定める規則
に基づき設置するものとする。 

３ 理事長は、評定要領第 11条第２項の回答をしたときは、評定要領第 11条
第１項の書面と併せ、回答した書面を、閲覧による方法により速やかに公表

するものとする。 
 
附 則 
この要領は、平成１６年 ９月 １日から実施する。 
 
附 則 
この要領は、平成１７年 ４月 １日から実施する。 
 
附 則 
この要領は、平成２２年 １月 １日から実施する。 



別添２ 

                Ｖ Ｅ 提 案 等 評 定 通 知 実 施 要 領                   

 
     平成 13 年 12 月 28 日  

     １３技第３０６号          

〔沿革〕平成 16 年 8 月 23 日 16 技第 88 号改正  

平成 17 年 4 月 15 日 17 技第８号改正  

                                        平成21年12月25日21技管第35号改正 

 （目的） 
第１条 本要領は、ＶＥ提案等について、請負工事成績評定要領（水公達平

成13年第28号。以下「評定要領」という。）第８条又は第９条の通知並び
に要領第10条及び第11条の回答に関する事項を定める。 
 （ＶＥ評定の通知） 
第２条 契約職（分任契約した工事については分任契約職とする。以下同

じ。）は、評定者からＶＥ提案等評定表の提出が成された後、当該提案を

行った者にＶＥ提案等の評定（以下「ＶＥ評定」という。）を速やかに別

記様式１により通知するものとする。評定要領第９条に基づきＶＥ評定を

修正した場合についても同様とする。 
 （説明要求の提出） 
第３条 評定要領第10条第１項の書面の提出先は、本社契約工事の評定結果
にあっては技術管理室長、支社・局契約工事の評定結果にあっては副支社

長又は局次長（次長を置かない局にあっては企画調整課長）、分任契約工

事の評定結果にあっては当該工事に係る分任契約職に応じ、それぞれ、総

合事業部の次長（技術）、建設所等（総合事業所、建設所、総合管理所及

び管理所をいう。）の副所長（技術）（副所長（技術）を置かない建設所

等にあっては調査設計課長又は所長代理（技術）（課が置かれた管理所に

あっては管理課長）とする。 
 （説明要求に対する回答） 
第４条 評定要領第10条第２項の回答は、別記様式２によるものとする。 
２ 契約職は、前項の回答をする場合、「工事成績評定通知実施要領」に定

める工事等成績評定評価委員会に意見を求めることができる。 
３ 契約職は、評定要領第10条第２項の回答をしたときは、評定要領第10条
第１項の書面と併せ、回答した書面を、閲覧による方法により速やかに公

表するものとする。 
 （再説明要求の提出） 
第５条 評定要領第11条第１項の書面の提出先は、技術管理室長とする。 
 （再説明請求に対する回答） 
第６条 評定要領第11条第２項の回答は、別記様式３によるものとする。 
２ 評定要領第11条第２項の工事等成績評定審査委員会は、「工事成績評定
通知実施要領」第６条第２項に定める規則に基づき設置するものとする。 
３ 理事長は、評定要領第11条第２項の回答をしたときは、評定要領第11条



別添２ 

第１項の書面と併せ、回答した書面を、閲覧による方法により速やかに公

表するものとする。 

 
附 則 
この要領は、平成１６年 ９月 １日から実施する。 
 
附 則 
この要領は、平成１７年 ４月 １日から実施する。 
 
附 則 
この要領は、平成２２年 １月 １日から実施する。 
 



別添３

工事等成績評定評価委員会規則

平成 年 月 日 技第 号改正13 12 28 13 306

平成 年 月 日 技第 号改正16 8 23 16 88

平成 年 月 日 技第 号改正17 4 15 17 8

平成 年 月 日 21技管第19号改正21 ７ 14

平成21年12月25日 21技管第35号改正

（趣旨）

第１条 本規則は、独立行政法人水資源機構に設置する工事等成績評定評価委員会（以下

「委員会」という ）の設置等に関して必要な事項を定めるものである。。

（委員会の役割）

第２条 委員会は、次の事項について審議するものとする。

一 工事成績評定通知実施要領及びＶＥ提案等評定通知実施要領に基づき通知された評

定点等について、請負者が説明を求めた場合の回答

二 測量・調査・設計・現場技術業務等業務成績評定通知実施要領に基づき通知された

評定点について、請負者が説明を求めた場合の回答

三 工事、測量等業務（測量・調査・設計・現場技術業務及び用地補償業務）の成績評

定の公表に係る事項

五 その他工事、測量等業務の成績評定の運用に係る事項

（委員会の種類）

第３条 委員会は、本社契約工事等成績評定評価委員会、支社・局契約工事等成績評定評

価委員会及び分任契約工事等成績評定評価委員会とする。

２ 本社契約工事等成績評定評価委員会は本社に、支社・局契約工事等成績評定評価委員

会は支社及び局に、分任契約工事等成績評定評価委員会は総合事業部及び建設所等（総

、 、 。 。） 、 。合事業所 建設所 総合管理所及び管理所をいう 以下同じ に それぞれ設置する

（委員会の構成）

第４条 本社契約工事等成績評定評価委員会は、次に掲げる委員長及び委員をもって構成

する。

委員長 技術管理室長

委 員 ・財務部契約課長

・技術管理室の技術調査課長及び調査役

・委員会に諮る工事、測量等業務及び現場技術業務の担当に応じ、ダム事業部

設計課長、水路事業部設計課長、管理事業部管理企画課長、管理事業部施設

、 、 、 、課長 用地部補償調整課長 技術管理室技術管理課長 技術管理室機械課長

技術管理室電気通信情報課長、技術管理室建築課長又は総合技術センターグ

ループ長

・委員会に諮る工事、測量等業務を所掌する建設所長等

・委員会に諮る工事、測量等業務の検査員のうち委員長が指名した者

２ 支社・局契約工事等成績評定評価委員会は、次に掲げる委員長及び委員をもって構成

する。



委員長 支社にあっては副支社長、局にあっては次長

委 員 ・総務課長（経理課長が置かれている支社にあっては経理課長）

・委員会に諮る工事、測量等業務の担当に応じ、建設部長、事業部長又は管理

部長

・工務課長

・委員会に諮る工事、測量等業務の担当に応じ、設計課長、機械課長、電気通

信課長、建築課長、企画調整課長、施設管理課長又は設備課長

・委員会に諮る工事、測量等業務を所掌する総合事業部長又は建設所長等

・委員会に諮る工事、測量等業務の検査員のうち委員長が指名した者

、 。３ 分任契約工事等成績評定評価委員会は 次に掲げる委員長及び委員をもって構成する

一 総合事業部

委員長 次長（技術）

委 員 ・経理課長

・工務課長

・委員会に諮る工事、測量等業務の担当支所長及び担当課長

・委員会に諮る工事、測量等業務の検査員のうち委員長が指名した者

二 建設所等

委員長 副所長（技術 （副所長（技術）を置かない建設所等にあっては調査設計課）

長又は所長代理（課が置かれた管理所にあっては管理課長）

委 員 ・経理課長若しくは総務課長（課を置かない管理所にあっては所長代理（事

務 ））

・工務課長若しくは所長代理（課が置かれた管理所にあっては管理課長）

・委員会に諮る工事、測量等業務の担当課長

・委員会に諮る工事、測量等業務の検査員のうち委員長が指名した者

４ 委員長が不在のときは、あらかじめ、委員長が指名する者がその職務を代理する。

（委員会の庶務）

第７条 委員会の庶務は、本社にあっては技術管理室、中部支社あっては工務課、関西支

社にあっては設計課、吉野川局にあっては企画調整課、筑後川局にあっては設備課、総

合事業部び建設所にあっては工務課、総合管理所にあっては管理課、管理所にあっては

担当主幹（課が置かれた管理所にあっては管理課）が行う。

附 則

１ この規則は、平成１６年 ９月 １日から実施する。

２ 業務成績評定評価委員会規則（15技第79号平成15年12月24日）は、廃止する。

附 則

１ この規則は、平成１７年 ４月 １日から実施する。

附 則

１ この規則は、平成２１年 ７月１４日から実施する。

附 則

１ この規則は、平成２２年 １月 １日から実施する。
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工事等成績評定審査委員会規則

平成13年12月28日 13技第306号改正

平成16年 8月23日 16技第88号改正

平成19年 ７月 6日 19技第39号改正

平成21年 ７月14日 21技第19号改正

平成21年12月25日 21技第35号改正

（趣旨）

第１条 本規則は、請負工事成績評定要領（水公達平成13年第28号。以下「工事評

定要領」という ）第11条第２項及び測量・調査・設計・現場技術業務等成績評。

定要領（水機達平成15年度第51号。以下「測量等業務評定要領」という ）第10。

条第２項に規定する工事等成績評定審査委員会（以下「委員会」という ）の。

設置等に関して必要な事項を定めるものである。

（委員会の事務）

第２条 委員会は、理事長の委嘱に基づき、次の事項について審議するものとする。

一 請負工事、測量等業務の成績評定、工事の技術的難易度評価並びにＶＥ提案等評定

について、契約職（分任契約した工事、測量等業務及び現場技術業務については分任

契約職とする。以下同じ ）の回答について再説明の請求がなされた場合の、当該工。

事、測量等業務の成績評定、工事の技術的難易度評価並びにＶＥ提案等評定に関する

こと。

二 工事評定要領及び測量等業務評定要領の運用に関すること。

（委員会の委員及び組織）

第３条 委員は、公共工事に関する学識経験等を有し、人格、識見等に優れ、公正中立の

立場を堅持できる者のうちから、理事長が委嘱する。ただし、建設会社等（建設業又は

建設コンサルタント業務等を営む者をいう。以下同じ ）の顧問等特定の建設会社等と。

密接な関係のある者及び機構の役員又は職員であった者に委嘱してはならない。

２ 任期中に特定の建設会社等と密接な関係のある者となる場合には、理事長は、速やか

に委員の改任を行う。

３ 委員会は、委員３人で組織する。

、 。 、 、４ 委員の任期は ２年とする ただし 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は

前任者の残任期間とする。

５ 委員は、再任されることができる。

６ 委員は、非常勤とする。

７ 委員会に委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。

８ 委員長に事故あるときは、あらかじめ、その指名する委員がその職務を代理する。

（会議）

第４条 第２条第１号に掲げる事項について審議する会議は、再説明の請求があったとき

に、開催する。

２ 第２条第２号に係る会議は、必要に応じ開催する。

３ 前２項に規定する会議は、非公開とする。



（会議の招集及び議決）

第５条 前条第１項及び第２項に規定する会議は、委員長が招集する。

２ 前条第１項及び第２項に規定する会議は、委員（委員長を含む ）の総数の過半数の。

出席がなければ、開催することができない。

３ 前条第１項及び第２項に規定する会議の議事は、出席委員（委員長を含む ）の過半。

数をもって決することとし、可否同数のときは、委員長が決する。

（持回り会議）

第６条 委員長は、急を要すると認められるときであって、第４条第１項に規定する会議

を開催することができない場合は、書類の回議をもって会議の開催に代えることができ

る。

（再説明請求に係る審議）

第７条 理事長は、再説明の請求があったときは、委員長に委員会の開催を求め、審議を

依頼する。この場合において、委員長は、請求期間の徒過その他客観的かつ明白に請求

の適格を欠くと認めるときは、再説明の請求後７日以内に、専決により当該請求を却下

することができる。

２ 理事長は、前項の規定により委員長が請求を却下したときは、再説明請求者に対し、

速やかに却下の通知を行う。

３ 理事長は、前項の通知を行ったときは、再説明の請求者の提出した書面及び通知を行

った書面を閲覧による方法により速やかに公表する。

４ 委員会は、第１項の審査を終えたときは、意見書を作成し、理事長に報告するととも

に、これを公表する。

５ 前項の報告は、再説明の請求があった日からおおむね５０日以内に行わなければなら

ない。

（再説明請求に対する回答）

第８条 理事長は、委員会の審議の結果を踏まえ、再説明の請求者に対して回答するもの

とする。

２ 理事長は、前項の回答を行ったときは、再説明の請求者の提出した書面及び回答を行

った書面を閲覧による方法により速やかに公表する。

（委員の除斥）

第９条 委員は、第２条第１号の事項に関し、自己又は三親等以内の親族の利害に関係の

ある議事に加わることができない。

（意見の具申又は勧告）

第１０条 委員会は、第２条第２号の事項に関し、改善すべき点があると認めたときは、

必要に応じ、理事長に対して意見の具申又は勧告を行うことができる。

２ 委員会は、前項の意見の具申又は勧告を行った場合に必要があると認めるときは、そ

の内容を公表することができる。

（守秘義務）

第１１条 委員は、審議事項について知り得た秘密を他に漏らしてはならない。その職を

退いた後も、同様とする。

（委員会の庶務）

第１２条 委員会の庶務は、技術管理室において処理する。

（その他）



第１３条 この規則に定めるほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会において定

め、併せてその内容を公表する。

附則

１ この規則は、平成１６年 ９月 １日から実施する。

２ 業務成績評定審査委員会規則（15 技第79 号平成15 年12 月24 日）は、廃止する。

附 則

１ この規則は、平成１９年 ８月 １日から実施する。

附 則

１ この規則は、平成２１年 ７月１４日から実施する。

附 則

１ この規則は、平成２２年 １月 １日から実施する。



７．請負工事成績評定要領の運用に係る様式

Ｎｏ 分　類 様　式 様式名称         適　　　用

評定表等 「要領」第５条

1 別記様式１ 工事成績評定表 「運用」３）(2)①

2 別記様式２ 工事技術的難易度評価表（土木工事等） 「運用」３）(2)②

3 　〃 　２の２ 　　　〃　（土木工事に係る電気工事） 　　　　　　〃

4 　〃 　２の３     　〃　（土木工事に係る機械設備工事） 　　　　　　〃

5 別記様式３ ＶＥ提案等評定表 「運用」３）(2)③

通知書 「要領」第８条、第９条

6 別記様式１①工事成績評定通知書 「運用」工事成績評定通知実施要領第２条

7 　別表１ 項目別評定点 　　　　　　〃

8 　別表２ 工事技術的難易度項目別評価表（土木工事等）　　　　　　〃

9 〃　２の２ 　　〃　　　　（土木工事に係る電気工事） 　　　　　　〃

10 〃  ２の３ 　　〃　　　　（土木工事に係る機械設備工事）          　 〃

11 別記様式１②ＶＥ提案等評定通知書 「運用」ＶＥ提案等評定通知実施要領第２条

説明書 「要領」第１０条

12 別記様式２①工事成績評定に係る説明書（回答） 「運用」工事成績評定通知実施要領第４条

13 別記様式２②ＶＥ提案等評定に係る説明書（回答） 「運用」ＶＥ提案等評定通知実施要領第４条

再説明書 「要領」第１１条

14 別記様式３①工事成績評定に係る再説明書（回答） 「運用」工事成績評定通知実施要領第６条

15 別記様式３②ＶＥ提案等評定に係る再説明書（回答） 「運用」ＶＥ提案等評定通知実施要領第６条

採点表等

16 別記様式４ 工事成績採点表 「要領」第５条、「運用」３）(3)

17 別記様式５ 細目別評定点採点表 「運用」２．工事成績評定手順

18 別記様式６ ＶＥ評定考査表（基本評定） 「運用」５．ＶＥ提案等評定手順

19 別記様式７ ＶＥ評定考査表（完成時評定） 　　　〃

20 別記様式８ ＶＥ評定考査表（事後評定） 　　　〃



Ｎｏ．１別記様式１

工 事 成 績 評 定 表)

平成 年 月 日

所 長 等 印

工 事 種 別 設計書番号：

工 事 名

契 約 金 額 （ 円 ） 当初： 最終：

第 回指定部分完了金額（円）

工 期 当初：平成 年 月 日～平成 年 月 日 最終：平成 年 月 日～平成 年 月 日

完 成 年 月 日 平成 年 月 日

完 成 検 査 年 月 日 平成 年 月 日

請 負 者 業者番号：

現 場 代 理 人 氏 名

主 任 技 術 者 氏 名

監 理 技 術 者 氏 名

統括監督職員氏名

主任監督職員氏名

完 成 検 査 員 氏 名

既 済 部 分 検 査 第 回 第 回 第 回 第 回
年 月 日 平成 年 月 日 平成 年 月 日 平成 年 月 日 平成 年 月 日

既済部分検査員氏名

中 間 検 査 第 回 第 回 第 回 第 回
年 月 日 平成 年 月 日 平成 年 月 日 平成 年 月 日 平成 年 月 日

中 間 検 査 員 氏 名

① 主 任 監 督 職 員 評 定 点 点

② 統 括 監 督 職 員 評 定 点 点

③既済部分、中間検査員評定点 点

④ 完 成 検 査 員 評 定 点 点

⑤ 法 令 遵 守 等 点

⑥ 評 定 点 合 計 点

注 １ 既済部分、中間検査があった場合
評定点合計 ⑥＝（①× ＋②× ＋③× ＋④× ）－⑤0.4 0.2 0.2 0.2

既済部分、中間検査がなかった場合
評定点合計 ⑥＝（①× ＋②× ＋④× ）－⑤0.4 0.2 0.4

２ 既済部分、中間検査があわせて２回以上あった場合、評定点は既済部分、中間検査をあわせた平均
値を記入する。

３ 指定部分完了の場合は、統括監督職員、主任監督職員及び検査員が各々評定を行い、完成の際に、
完成検査時の評定点と金額により加重平均を行い記入する。

４ 主任監督職員、統括監督職員、検査員の評定点は少数第１位までとする。
５ 評定点合計は、四捨五入により整数とする。
６ ⑤法令遵守等は、統括監督職員が記入する。

用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４縦とする。７
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Ｄ
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別記様式３                                   Ｎｏ．５ 

Ｖ Ｅ 提 案 等 評 定 表 

 

                                                          平 成   年   月   日 

                                                       事業所等名：        

工 事 名             

提 案 件 名             

技 術 提 案 業 者 名             

Ｖ Ｅ 提 案 等 の 時 期              □入札時   □契約後 

Ｖ Ｅ 提 案 の 採 否              □採用    □不採用 

提案に基づく施工の有無     □施工あり   □施工なし 

提案者の契約の有無                □契約あり   □契約なし 

  契約内容（提案者が契約した場合に記入） 

契 約 金 額            当初：          最終： 

工 期            当初：平成   年   月   日 最終：平成   年   月   日 

完 成 年 月 日              平成  年  月  日 

基 本 評 定 年 月 日                 平成  年  月  日 

ＶＥ提案審査会代表所属・氏名  

基 本 評 定                  優   良   可 

完 成 時 評 定 年 月 日                 平成  年  月  日 

主任監督職員  所属・氏名                

完成検査員  所属・氏名                

ＶＥ提案審査会代表所属・氏名  

完 成 時 評 定                   ａ   ｂ   ｃ 

事 後 評 定 年 月 日                 平成  年  月  日 

事 後 評 定                   ａ   ｂ 

Ｖ Ｅ 評 定 年 月 日                   平成  年  月  日 

ＶＥ提案審査会代表所属・氏名                             印 

Ｖ Ｅ 評 定                  Ⅵ  Ⅴ  Ⅳ  Ⅲ  Ⅱ  Ⅰ 

 注１）本様式は、ＶＥ提案等評定の確定時に作成する。 

  ２）同一工事で入札時、契約後双方にＶＥ提案等があった場合は、それぞれ別様に作成する。 

    ３）完成時評定、事後評定は評定を行った場合のみ記入する。 

    ４）ＶＥ提案審査会代表所属・氏名は、審査を行った時点の代表を記入する。 

    ５）基本評定とＶＥ評定の関係は提案の採用、不採用により、以下の通りとする。         

 ＶＥ評定  Ⅵ  Ⅴ  Ⅳ  Ⅲ  Ⅱ  Ⅰ  

 採 用    優  良  可   

 
基本評定 

不採用     優  良  可  

６）完成時評定を行った場合は、基本評定によるＶＥ評定を次の通り修正する。 

評価ａ：基本評定によるＶＥ評定を２ランクアップ（例：Ⅳ→Ⅵ） 

評価ｂ：基本評定によるＶＥ評定を１ランクアップ（例：Ⅲ→Ⅳ） 

評価ｃ：基本評定によるＶＥ評定を１ランクダウン（例：Ⅲ→Ⅱ） 

７）事後評定でｂの場合は、完成時評定後のＶＥ評定を１ランクダウンする。 

        （完成時評定後の時点でⅠの場合は、Ⅰとする。） 



                                 No.６ 

 

別記様式１① 
○○第    号  
平成 年 月 日  

 契約の相手方 
 所在地 
  商号又は名称 
   代表者氏名   殿 

独立行政法人 
水資源機構（分任）契約職 

○ ○ ○ ○印 
 

工 事 成 績 評 定 通 知 書 

 

貴社が受注した工事について、独立行政法人水資源機構請負工事成績評定

要領に基づき評定した結果を通知します。 
なお、評定の結果に疑問があるときは、当職に対してその疑問の旨を付し

て、この書面の通知を受けた日から起算して１４日以内に書面により、説明

を求めることができます。 
疑問の旨に対する説明は、書面により回答いたします。 
なお、説明を求める場合の書面の送付先及び手続き等についての問い合わ

せ先は下記のとおりです。 
 

                                       記 
 

１  工  事  名        ○ ○ ○ ○ 工 事 
２  工     期      平成○年○月○日～平成○年○月○日 
３  完成検査年月日    平成 ○年  ○月  ○日 
４  成 績 評 定 
① 評定点           ○ ○ 点   項目別評定点は、別表１のとおり 
（① 修正評定点      ○ ○ 点 【評定点が修正された場合のみ】） 
② 技術提案履行確認  履行or不履行or対象外 
③ 工事技術的難易度評価     ○     項目別評価表は、別表２のとおり 
５  送  付  先 
      〒○○○－○○○○  ○○○○○○○○○○○ 
        独立行政法人水資源機構 ○○○○○○○ 宛 
６  手続き等の問い合わせ先          
      〒○○○－○○○○  ○○○○○○○○○○○ 
        独立行政法人水資源機構 ○○○○○○○  
     ＴＥＬ ○○－○○○○－○○○○（代） 内線○○○○ 



                                No.７ 

 

                                                                        
別表１  

  

                               項 目 別 評 定 点 

評価項目 細   別 評定点／満点 

 １．施工体制  Ⅰ．施工体制一般             ／ 3.3点 

  Ⅱ．配置技術者            ／ 4.1点 

 ２．施工状況  Ⅰ．施工管理            ／13.0点 

  Ⅱ．工程管理           ／ 8.1点 

  Ⅲ．安全対策         ／ 8.8点 

  Ⅳ．対外関係         ／ 3.7点 

 ３．出来形及び出来ばえ  Ⅰ．出来形         ／14.9点 

  Ⅱ．品 質             ／17.4点 

  Ⅲ．出来ばえ         ／ 8.5点 

 ４．工事特性（加点のみ）  Ⅰ．施工条件等への対応           ／ 7.3点 

 ５．創意工夫（加点のみ）  Ⅰ．創意工夫         ／ 5.7点 

 ６．社会性等（加点のみ）  Ⅰ．地域への貢献等              ／ 5.2点 

工事事故等による減点  

 ７．法令遵守等（減点のみ) 

総合評価による減点  

評定点合計            ／100点 

 

 



Ｎｏ．８

別表２

工事技術的難易度項目別評価表（土木工事等）

大項目 評価 小項目 評価

１．構造物条件 ①規模

②形状

③その他

２．技術特性 ①工法等

②その他

３．自然条件 ①湧水・地下水

②軟弱地盤

③作業用道路・ﾔｰﾄﾞ

④気象・海象

⑤その他

４．社会条件 ①地中障害物

②近接施工

③騒音・振動

④水質汚濁

⑤作業用道路・ﾔｰﾄﾞ

⑥現道作業

⑦その他

５．ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ特性 ①他工区調整

②住民対応

③関係機関対応

④工程管理

⑤品質管理

⑥安全管理

⑦その他

工事区分

「易、やや難、難」評価

工事難易度評価（Ⅰ～Ⅵ）



                                   Ｎｏ．９ 
 
別表２の２                               
 
 
   工事技術的難易度項目別評価表（土木工事に係る電気工事） 
 
 大 項 目 評 価 小 項 目 評 価  
 １．設備条件  ①設備種別   
   ②設備規模   
   ③その他   
 ２．設備技術特性  ①設備仕様   
   ②施工方法   
   ③その他   
 ３．設備設置条件  ①設置環境   
   ②設置構造物   
   ③その他   
 ４．社会条件  ①地中障害物   
   ②近接施工   
   ③騒音・振動   
   ④水質汚濁   
   ⑤作業用道路・ﾔｰﾄﾞ   
   ⑥現道作業   
   ⑦その他   
 ５．ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ特性  ①他工区調整   
   ②住民対応   
   ③関係機関対応   
   ④工程管理   
   ⑤品質管理   
   ⑥安全管理   
   ⑦その他   
 設備区分   
 「易、やや難、難」評価   
 工事難易度評価（Ⅰ～Ⅵ）   

 



                                   ＮＯ．１０ 
 
別表２の３                               
 
 
   工事技術的難易度項目別評価表（土木工事に係る機械設備工事） 
 
 大 項 目 評 価 小 項 目 評 価 
 １．設備条件  ①設備種別  
   ②設備規模  
   ③その他  
 ２．設備技術特性  ①施工技術  
   ②その他  
 ３．設備据付条件  ①設置環境  
   ②土木構造物  
   ③その他  
 ４．社会条件  ①地中障害物  
   ②近接施工  
   ③騒音・振動  
   ④水質汚濁  
   ⑤作業用道路・ﾔｰﾄﾞ  
   ⑥現道作業  
   ⑦その他  
 ５．ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ特性  ①他工区調整  
   ②住民対応  
   ③関係機関対応  
   ④工程管理  
   ⑤品質管理  
   ⑥安全管理  
   ⑦その他  
 設備区分  
 「易、やや難、難」評価  
 工事難易度評価（Ⅰ～Ⅵ）  

 



Ｎｏ．１１

別記様式１②

○○第 号

平成 年 月 日

提案の相手方

所在地

商号又は名称

代表者氏名 殿 独立行政法人

水資源機構契約職

○ ○ ○ ○ 印

Ｖ Ｅ 提 案 等 評 定 通 知 書

貴社が行ったＶＥ提案等について、工事成績評定要領に基づき評定した結果

を通知します。

、 、 、なお 評定の結果に疑問があるときは 当職に対してその疑問の旨を付して

この書面の通知を受けた日から起算して１４日以内に書面により、説明を求め

ることができます。

疑問の旨に対する説明は、書面により郵送いたします。

なお、説明を求める場合の書面の送付先及び手続き等についての問い合わせ

先は下記の通りです。

記

１ 工事名 ○○○○工事

提案件名 ○○○○○○○○

２ ＶＥ提案審査会年月日 平成 ○年 ○月 ○日

３ ＶＥ評定 ○

基本評定 ○

【 】完成時評定 ○ 完成時評定を行った場合のみ

事後評定 ○ 【事後評定を行った場合のみ】

４ 送付先

〒○○○－○○○○ ○○○○○○○○○○○

独立行政法人 水資源機構 ○○○○○○○ 宛

５ 手続き等の問い合わせ先

〒○○○－○○○○ ○○○○○○○○○○○

独立行政法人 水資源機構 ○○○○○○○

ＴＥＬ ○○－○○○○－○○○○（代） 内線○○○○



Ｎｏ．１２

別記様式２①

○○第 号

平成 年 月 日

契約の相手方

所在地

商号又は名称

代表者氏名 殿

独立行政法人

水資源機構契約職

○ ○ ○ ○ 印

工事成績評定に係る説明書（回答）

平成 年 月 日付けで貴社から説明を求められました評定内容につい

て、下記のとおり回答します。

本説明書に疑問があるときは、当職に対してその疑問の旨を付して、この

書面の回答を受けた日から起算して１４日以内に書面により、再説明を求め

ることができます。

なお、再説明は水資源機構に設けられた工事等成績評定審査委員会の審議

を経た上で行います。

疑問の旨に対する再説明は、書面により郵送いたします。

また、再説明を求める場合の書面の送付先及び手続き等についての問い合

わせ先は下記のとおりです。

記

１ 工 事 名 ○ ○ ○ ○ 工 事

２ 疑問に対する回答

３ 送付先

○○○○○○○○○○○〒○○○－○○○○

独立行政法人 水資源機構 ○○○○○○○ 宛

４ 手続き等の問い合わせ先

○○○○○○○○○○○〒○○○－○○○○

独立行政法人 水資源機構 ○○○○○○○

ＴＥＬ ○○－○○○○－○○○○（代） 内線○○○○



Ｎｏ．１３

別記様式２②

○○第 号

平成 年 月 日

提案の相手方

所在地

商号又は名称

代表者氏名 殿

独立行政法人

水資源機構契約職

○ ○ ○ ○ 印

ＶＥ提案等評定に係る説明書（回答）

平成 年 月 日付けで貴社から説明を求められました評定内容について、

下記のとおり回答します。

本説明書に疑問があるときは、当職に対してその疑問の旨を付して、この書

面の回答を受けた日から起算して１４日以内に書面により、再説明を求めるこ

とができます。

なお、再説明は、水資源機構に設けられた工事等成績評定審査委員会の審議

を経た上で行います。

疑問の旨に対する再説明は、書面により郵送いたします。

また、再説明を求める場合の書面の送付先及び手続き等についての問い合わ

せ先は下記のとおりです。

記

１ 工事名 ○○○○工事

提案件名 ○○○○○○○○

２ 疑問に対する回答

３ 送付先

〒○○○－○○○○ ○○○○○○○○○○○

独立行政法人 水資源機構 ○○○○○○○ 宛

４ 手続き等の問い合わせ先

〒○○○－○○○○ ○○○○○○○○○○○

独立行政法人 水資源機構 ○○○○○○○

ＴＥＬ ○○－○○○○－○○○○（代） 内線○○○○



Ｎｏ．１４

別記様式３①

○○技第 号

平成 年 月 日

契約の相手方

所在地

商号又は名称

代表者氏名 殿

独立行政法人

水資源機構契約職

○ ○ ○ ○ 印

工事成績評定に係る再説明書（回答）

平成 年 月 日付けで貴社から再説明を求められた評定内容について、

下記のとおり回答します。

記

１ 工 事 名 ○ ○ ○ ○ 工 事

２ 疑問に対する回答



Ｎｏ．１５

別記様式３②

○○技第 号

平成 年 月 日

提案の相手方

所在地

商号又は名称

代表者氏名 殿

独立行政法人

水資源機構理事長

○ ○ ○ ○ 印

ＶＥ提案等評定に係る再説明書（回答）

平成 年 月 日付けで貴社から再説明を求められました評定内容につい

て、下記のとおり回答します。

記

１ 工事名 ○○○○工事

提案件名 ○○○○○○○○

２ 疑問に対する回答
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 別
記
様
式
４
　

作
成

 （
完
成
・
第
　
　
回
指
定
部
分
完
了
・
第
　
　
　
　
回
既
済
・
第
　
　
回
中
間
）

事
業
所
等
名
　

工
　
事
  
名

契
約
金
額
（
最
終
）

第
　
　
　
回
指
定
部
分
完
了
金
額

請
　
負
  
者

工
期

自
平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

～
至
平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

検
査
年
月
日

平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

①
 主
任
監
督
職
員
（
完
成
）

②
 統
括
監
督
職
員
（
完
成
）

③
 検
査
員
（
第
　
　
回
既
済
・
中
間
）

③
 検
査
員
（
第
 　
 回
既
済
・
中
間
）

④
 検
 査
 員
 （
 完
 成
 ）

氏
名

印
氏
名

印
氏
名

印
氏
名

印
氏
名

印

項
　
  
　
　
目

細
　
　
別

ａ
b

ｃ
ｄ

e
ａ

a'
b

b
'

ｃ
ｄ

e
ａ

a'
b

b
'

ｃ
ｄ

e
ａ

a'
b

b
'

ｃ
ｄ

e
ａ

a'
b

b
'

ｃ
ｄ

e

1
.施
工
体
制

Ⅰ
．
施
工
体
制
一
般

+
1
.0
＋
0
.5

0
-
5
.0

-
1
0

Ⅱ
．
配
置
技
術
者

+
3
.0
+
1
.5

0
-
5
.0

-
1
0

2
.施
工
状
況

Ⅰ
．
施
工
管
理

+
4
.0
+
2
.0

0
-
5
.0

-
1
0

+
5

+
2
.5

0
-
7
.5
-
1
5
+
5

+
2
.5

0
-
7
.5
-
1
5
+
5

+
2
.5

0
-
7
.5
-
1
5

Ⅱ
．
工
程
管
理

+
4
.0
+
2
.0

0
-
5
.0

-
1
0
+
2
.0

+
1
.0

0
-
7
.5
-
1
5

Ⅲ
．
安
全
対
策

+
5
.0
+
2
.5

0
-
5
.0

-
1
0
+
3
.0

+
1
.5

0
-
7
.5
-
1
5

Ⅳ
．
対
外
関
係

+
2
.0
+
1
.0

0
-
2
.5
-
5
.0

Ⅰ
．
出
来
形

+
4
.0
+
2
.0

0
-
2
.5
-
5
.0

+
1
0
+
7
.5
+
5
.0
+
2
.5

0
-
1
0
-
2
0
+
1
0
+
7
.5
+
5
.0
+
2
.5

0
-
1
0
-
2
0
+
1
0
+
7
.5
+
5
.0
+
2
.5

0
-
1
0
-
2
0

Ⅱ
．
品
質

+
5
.0
+
2
.5

0
-
2
.5
-
5
.0

+
1
5
+
1
2
+
7
.5
+
4
.0

0
-
1
2
.5
-
2
5
+
1
5
+
1
2
+
7
.5
+
4
.0

0
-
1
2
.5
-
2
5
+
1
5
+
1
2
+
7
.5
+
4
.0

0
-
1
2
.5
-
2
5

Ⅲ
．
出
来
ば
え

+
5

+
2
.5

0
-
5

+
5

+
2
.5

0
-
5

+
5

+
2
.5

0
-
5

４
.工
事
特
性

Ⅰ
．
施
工
条
件
等
へ
の
対
応
※
２

５
.創
意
工
夫

Ⅰ
．
創
意
工
夫
　
 ※
３

６
.社
会
性
等

Ⅰ
．
地
域
へ
の
貢
献
等
 

+
1
0
+
7
.5
+
5
.0
+
2
.5

0

加
減
点
合
計
（
１
＋
２
＋
３
＋
４
＋
５
＋
６
）

±
点

±
　
　
点

±
点

±
点

±
点

①
 

点
②

　
点

③
点

③
点

④
点

○
既
済
部
分
（
中
間
）
検
査
が
あ
っ
た
場
合
　
　
：
　
（
①
　
　
　
点
×
0
.4
＋
②
　
　
　
点
×
0
.2
＋
③
　
　
　
点
×
0
.2
＋
④
　
　
　
点
×
0
.2
）
＝
　
　
　
　
点

点
※
但
し
、
③
（
既
済
、
中
間
）
が
２
回
以
上
の
場
合
は
平
均
値

○
既
済
部
分
（
中
間
）
検
査
が
な
か
っ
た
場
合
 ：
　
（
①
　
　
　
点
×
0
.4
＋
②
　
　
　
点
×
0
.2
＋
④
　
　
　
点
×
0
.4
）
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 ＝
　
　
　
　
点

８
．
法
令
遵
守
等
※
７

　
　
点

９
．
総
合
評
価
技
術
提
案
履
行
確
認
　
　
※
９

履
行

不
履
行

対
象
外

1
0
．
評
定
点
合
計
※
８

点
○
７
．
評
定
点
計
（
　
　
　
　
点
）
　
－
８
．
法
令
遵
守
等
（
　
　
　
　
点
）
　
　
＝
　
　
　
　
　
点

　
〔
主
任
監
督
職
員
〕

　
〔
統
括
監
督
職
員
〕

　
〔
検
査
員
〕

※
１
  
１
～
３
の
評
定
（
６
５
点
±
加
減
点
合
計
）
＋
４
～
６
の
評
定
（
加
点
合
計
）
。
各
評
定
点
（
①
～
④
）
は
小
数
第
１
位
ま
で
記
入
す
る
。

※
４
　
工
事
特
性
、
創
意
工
夫
、
社
会
性
等
は
加
点
評
価
の
み
と
す
る
。
ま
た
、
法
令
遵
守
は
、
減
点
評
価
の
み
と
す
る
。

※
５
　
所
見
は
必
ず
記
載
す
る
。

※
６
　
各
考
査
項
目
ご
と
の
採
点
は
、
「
工
事
成
績
採
点
の
考
査
項
目
の
考
査
項
目
別
運
用
表
」
に
よ
る
も
の
と
し
、
検
査
員
の
評
価
に
先
立
ち
、
主
任
、
統
括
監
督
職
員
が
行
う
。

※
７
　
法
令
遵
守
等
の
評
価
は
、
統
括
監
督
職
員
が
行
う
。

※
８
　
評
定
点
合
計
は
、
四
捨
五
入
に
よ
り
整
数
と
す
る
。

※
９
　
総
合
評
価
技
術
提
案
は
、
技
術
提
案
の
履
行
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
『
不
履
行
』
を
選
択
す
る
。

　
評
定
点
　
（
６
５
点
±
加
減
点
合
計
）
※
１

考
査
項
目

3
.出
来
形
及

出
来
ば
え

平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

　
　
　
工
　
事
　
成
　
績
　
採
　
点
　
表

完
成
年
月
日

※
３
創
意
工
夫
は
、
企
業
の
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
特
筆
す
べ
き
評
価
内
容
が
あ
っ
た
場
合
に
評
価
す
る
項
目
で
あ
る
。

+
2
0
～
0

　
  
所
　
　
 　
　
見
※
５

+
7
～
0

７
．
評
定
点
計

※
２
　
工
事
特
性
は
当
該
工
事
特
有
の
難
度
の
高
い
条
件
（
構
造
物
の
特
殊
性
、
特
殊
な
技
術
、
都
市
部
等
の
作
業
環
境
・
社
会
条
件
、
厳
し
い
自
然
・
地
盤
条
件
、
長
期
工
事
に
お
け
る
安
全
確
保
等
）
に
対
し
て
適
切
に
対
応
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
項
目
で
あ
る
。

　
　
　
 評
価
に
際
し
て
は
、
主
任
監
督
職
員
か
ら
の
報
告
を
受
け
て
総
括
監
督
職
員
が
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。
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別
記
様
式
５

細
目
別
評
定
点
採
点
表

項
 
 
目

細
 
 
別

細
目
別
評
定
点

得
点
割
合

１
．
施
工
体
制

Ⅰ
．
施
工
体
制
一
般

(
　
)
×
0
.
4
+
2
.
9
=
点

3
.
3
点

Ⅱ
．
配
置
技
術
者

(
　
)
×
0
.
4
+
2
.
9
=
点

4
.
1
点

２
．
施
工
状
況

Ⅰ
．
施
工
管
理

(
　
)
×
0
.
4
+
2
.
9
=

(
　
)
×
0
.
4
+
6
.
5
=

(
　
)
×
0
.
4
+
6
.
5
=

(
　
)
×
0
.
4
+
6
.
5
=

点
点

点
点

1
3
.
0
点

Ⅱ
．
工
程
管
理

(
　
)
×
0
.
4
+
2
.
9
=

(
　
)
×
0
.
2
+
3
.
2
=

点
点

8
.
1
点

Ⅲ
．
安
全
対
策

(
　
)
×
0
.
4
+
2
.
9
=

(
　
)
×
0
.
2
+
3
.
3
=

点
点

8
.
8
点

Ⅳ
．
対
外
関
係

(
　
)
×
0
.
4
+
2
.
9
=
点

3
.
7
点

３
．
出
来
形
及
び

Ⅰ
．
出
来
形

(
　
)
×
0
.
4
+
2
.
8
=

(
　
)
×
0
.
4
+
6
.
5
=

(
　
)
×
0
.
4
+
6
.
5
=

(
　
)
×
0
.
4
+
6
.
5
=

　
　
出
来
ば
え

点
点

点
点

1
4
.
9
点

Ⅱ
．
品
質

(
　
)
×
0
.
4
+
2
.
9
=

(
　
)
×
0
.
4
+
6
.
5
=

(
　
)
×
0
.
4
+
6
.
5
=

(
　
)
×
0
.
4
+
6
.
5
=

点
点

点
点

1
7
.
4
点

Ⅲ
．
出
来
映
え

(
　
)
×
0
.
4
+
6
.
5
=

(
　
)
×
0
.
4
+
6
.
5
=

(
　
)
×
0
.
4
+
6
.
5
=

点
点

点
8
.
5
点

４
．
工
事
特
性

Ⅰ
．
工
事
特
性

(
　
)
×
0
.
2
+
3
.
3
=
点

7
.
3
点

５
．
創
意
工
夫

Ⅰ
．
創
意
工
夫

(
　
)
×
0
.
4
+
2
.
9
=
点

5
.
7
点

６
．
社
会
性
等

Ⅰ
．
地
域
へ
の
貢
献
等

(
　
)
×
0
.
2
+
3
.
2
=
点

5
.
2
点

７
．
法
令
遵
守
等

(
　
)
×
1
.
0
=

点

1
0
0
点

　
　
※
　
既
済
部
分
（
中
間
）
検
査
が
あ
っ
た
場
合
　
　
　
（
①
＋
②
＋
③
×
0
.
5
＋
④
×
0
.
5
）
＝
細
目
別
評
定
点
（
既
済
、
中
間
が
２
回
以
上
の
場
合
は
③
を
平
均
す
る
）

　
　
　
　
既
済
部
分
（
中
間
）
検
査
が
な
か
っ
た
場
合
 
 
 
 
（
①
＋
②
＋
④
）
＝
細
目
別
評
定
点

　
　
※
　
得
点
割
合
は
、
細
目
評
定
点
の
合
計
に
対
す
る
得
点
の
割
合
を
百
分
率
で
示
す
。

　
　
※
　
総
合
評
価
技
術
提
案
は
、
技
術
提
案
の
履
行
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
『
不
履
行
』
を
選
択
す
る
。

履
行
　
不
履
行
　
対
象
外

評
定
点
合
計

④
 
検
査
員
（
完
成
）

①
 
主
任
監
督
職
員

②
 
統
括
監
督
職
員

③
 
検
査
員
（
既
済
・
中
間
）

③
 
検
査
員
（
既
済
・
中
間
）

工
事
名
：

技
術
提
案
履
行
確
認

８
．
総
合
評
価
技
術

　
　
提
案



別記様式６                                    Ｎｏ．１８ 

Ｖ Ｅ 評 定 考 査 表（基本評定） 

 

                                                           平 成   年   月   日 

                                                        事業所等名：       

工 事 名                

提 案 件 名                

技 術 提 案 業 者 名                

Ｖ Ｅ 提 案 等 の 時 期               □入札時   □契約後 

Ｖ Ｅ 提 案 の 採 否               □採用    □不採用 

提 案 に 基 づ く 施 工 の 有 無               □施工あり   □施工なし 

提 案 者 の 契 約 の 有 無               □契約あり   □契約なし 

ＶＥ提案審査会  開催年月日                平成  年  月  日 

ＶＥ提案審査会代表 所属・氏名                           印 

        考 査 項 目 着  目  点 評 価 

共 発注者の主旨の理解度 発注者のニーズを理解した的確な提案である  等 ａ ｂ ｃ

通      

考 提案の独創性 新技術・新工法の採用 ａ ｂ ｃ

査  提案内容の創意工夫  等    

項 施工計画 安全確保等の信頼性、施工計画・仮設計画の確実性    

目  施工期間の短縮 ａ ｂ ｃ

  提案の根拠となる資料等の充実 等    

 コスト低減効果 提案工種におけるコスト縮減効果 等 ａ ｂ ｃ

      

 社会的ニーズへの配慮 環境対策 ａ ｂ ｃ

  リサイクルへの取り組み 等    

 技術の展開性 今後の類似工事への適用 ａ ｂ ｃ

  大きな技術的波及効果 等    

個 （具体的に記入） （具体的に記入）    

別      

考   ａ ｂ ｃ

査      

項      

目      

  優 大きな効果が期待される。あるいは創意工夫の程度が大である。 

評  良 効果が期待される。あるいは創意工夫が認められる。 

定  可 大きな効果は期待できない。あるいは創意工夫の程度が小さい。 

結 （ＶＥ提案審査会所見記入欄） 

果  

  

  

  注１）各考査項目の評価を踏まえ総合的に判断し、３段階に評定を行う。 

   ２）個別考査項目は、工事毎に提案内容に応じて設定する。 



別記様式７                                                                    Ｎｏ．１９ 

Ｖ Ｅ 評 定 考 査 表（完成時評定） 

 

                                                           平 成   年   月   日 

                                                        事業所等名：            

工 事 名                

提 案 件 名                

技 術 提 案 業 者 名                

完 成 検 査 年 月 日                平成  年  月  日 

主 任 監 督 職 員          所属・氏名                           印 

完 成 検 査 員          所属・氏名                                                      印 

ＶＥ提案審査会代表 所属・氏名                                                      印 

       考 査 項 目 着  目  点 評 価 

 施工状況 提案通りの施工が行われたか    

主  提案部分に係る工程管理が適切であったか ａ ｂ ｃ

任  品質確保対策、安全対策等は十分であったか  等    

監 施工プロセス 提案に関して監督員との意思疎通は十分であったか    

督  提案に起因した事故等、問題発生の有無 ａ ｂ ｃ

職  問題等が発生した場合に適切な対応を行ったか  等    

員 （所見記入欄） 

  

 施工状況 提案に係る工事記録等が適切に整理されているか ａ ｂ ｃ

検 出来形及び出来ばえ 提案部分の出来形が規格値等を満足しているか    

  提案部分の品質のばらつきは小さいか ａ ｂ ｃ

査  提案部分の仕上げがきめ細かく、美観が良いか  等    

 性能の発揮 提案通りの性能が得られたか    

員  設計図書で性能を規     

  定している場合は、性  ａ ｂ ｃ

  能の達成状況につい     

  て具体的に記入 ※必要に応じ性能測定結果を添付すること。    

 （所見記入欄） 

  

  ａ 提案を上回る優れた成果が得られた。 

評  ｂ 提案通りの成果が得られた。 

定  ｃ 提案を満たさなかった。あるいは提案に起因した問題等が発生。 

結 （ＶＥ提案審査会所見記入欄） 

果  

  

  

  注１）考査項目については、ＶＥ提案等に係る部分に着目し記入する。 

   ２）各考査項目の評価を踏まえ総合的に判断し、３段階に評定を行う。 

  ３）評定は、検査員及び主任監督職員の考査を参考の上、ＶＥ提案審査会が行う。 

 



別記様式８                                                                    Ｎｏ．２０ 

Ｖ Ｅ 評 定 考 査 表（事後評定） 

 

                                                           平 成   年   月   日 

                                                        事業所等名：     

工 事 名                

提 案 件 名                

技 術 提 案 業 者 名                

事 後 評 定 年 月 日               平成  年  月  日 

ＶＥ提案審査会代表所属・氏名                                                     印 

考 査 項 目 着  目  点 

性能の発揮 規定されている性能を満たしているか 

    設計図書で性能を規  

    定している場合は、  

   性能の達成状況につい  

    て具体的に記入  

  

  

 ※必要に応じ性能測定結果を添付すること。 

  ａ 規定された性能を満たしている。 

評  ｂ 規定された性能を満たしていない。 

定 （ＶＥ提案審査会所見記入欄） 

結  

果  

  

 




